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　気がつけば、薄うす暗ぐらい部へ屋やにいた。

　丸い天てん井じようが見えるので姿勢は仰あお向むけ。まだ陽ひが高いのか、明かり取りらしき小さな天窓から差す光がたちこめるホコリを照らしている。

　壁かべは灰はい褐かつ色しよくの不ふ揃ぞろいな石で組まれていて、蔓つるや苔こけに覆おおわれているのを見るに長らく人は出入りしていないようだ。

　好んで入るような場所ではない。見覚えもない。それどころか、

（あれ、おい…………なん──だ、これ？）

　目を覚ます以前の記き憶おくが、ない。

　白紙、とは違ちがう。例えるならめちゃくちゃに塗ぬり潰つぶされたような、乱雑に消しゴムをかけられたような。ともかく、自分がたった今生まれたわけではないことだけは断言できる。

　過去は、ある。

　けれど何ひとつ思い出せない。自分が何者なのか、わからない。

（おお、つまりこれがいわゆる「ここはどこ、わたしはだぁれ？」状態！　……って、嬉うれしくもなんともない！）

　気味が悪く、それ以上に滑こつ稽けいだ。ただいくら馬ば鹿かげていてもこれは紛まがう方かたない現実で。

（わけわからんけど、とりあえず死んでないだけマシ、か……？　参ったな）

　混乱したまま、気持ちだけでも落ち着かせようとして。

「えっと……もしかして、失敗？」

　軽かろやかな鈴すずを想起させる声が、淀よどんだ空気を震ふるわせる。

　聞き覚えのない、記き憶おくがないので当然だが、若い女性のもの。天てん井じようばかり見上げていて気がつかなかったが、この狭せまい部へ屋やには他ほかにも人がいるのだ。

（助かる！　何か知ってるといいんだが……って、あん？）

　話しかけようとして、声が出なかった。しかも身体からだが動かない。指はおろか、目ま蓋ぶたさえも。

　そもそも五感のうちいくつかがおかしい。床ゆかや服とは触ふれているはずなのに質感や温度がふわふわと曖あい昧まいだし、においも感じない。まともなのは視覚と聴ちよう覚かくくらいか。

（おいおいおい、ホントどーなってるんだよ。けど、このままってわけにも……っと）

　どうにか声を出そうとする。口の感覚もないものの、意い識しきしてイメージして、手て探さぐりで。

「……ぉん」

　すると思ったよりもあっさりと言葉は音になった。ただ意味のない声だったので女性は気づかず、なので今度はハッキリクッキリと、

（フレンドリーに。親しげに……よしっ）

「ヘーイ彼かの女じよ！　ちょっとオイラとお茶しなぁってなんだこの声！」

「ひぅ!?」

　細く短い悲鳴が薄うす暗ぐらい部へ屋やにこだまする。けれど驚おどろいたのはこちらも同じだ。今の声は本当に自分のものなのか。中性的な、まるで変声期前の子どものような。変なガスでも吸ってしまったかと喉のどを触さわろうとするが、動けないことを思い出す。

「だ、誰だれ？　どこにいるの？」

「すいませんふざけました……ってすぐそばにいるだろ。手をかしてくれ。動けないんだ」

「え？　えっと……え、もしかして……えぇぇっ？」

　声の少女が息を吞のむ。まるでありえないモノが喋しやべったかのような反応だ。

「な、なんだ。俺おれどうなってる？　酷ひどいのか？」

「えぇと、どうすればいいのかしら。これで……見える？」

　野や暮ぼったい衣きぬ擦ずれの音がして、見上げたままの視界に白く細い手が割わり込こんだ。持っているのは丸い手て鏡かがみ。鏡きよう面めんはやや歪ゆがんでいるが、ものを映す役割は果たしている。

「おぉ助かる──って、ん？」

　そこに映るモノがなんなのか、理解するまでにしばらくかかった。

「……なんだこりゃ。鎧よろい……だよな」

　それはホコリが積つもり蜘蛛くもの巣すに包まれた、無骨で古ふる臭くさく重そうな鉛なまり色いろの甲かつ冑ちゆうだった。装そう飾しよくはなく、頭から爪つま先さきまで余すところなく装そう甲こうで覆おおわれた、防具という概念を愚直に形にしたような地味な造形。錆さびにまみれた汚よごれ具ぐ合あいから、かなりの年月放置されたものだとわかる。

　目が覚める前にこんなものを着せられていたなら、身動きできないのも頷うなずける。

（いや、じゃあどうしてずっと感覚がぼんやり鈍にぶい？）

「あの、動かすわよ。よいしょ……っと」

　疑問を拭ぬぐえずにいると、鎧よろいがズリズリと引きずられた。壁かべに背を預けたようで、上を向いていた視界が部へ屋や全体を見み渡わたす角度に変わる。

「いろいろすまん」

「別に。それよりも……ちょっと見せて」

　声の少女は目の前にいるが、立っているのか服しか見えない。なんとか視し線せんを動かせないかと努力するが、ガシャリと鈍にぶく硬かたい金属音にすべての意い識しきをもっていかれた。

「は……？」

　彼かの女じよが兜かぶとの面頰バイザーを開けたのだと、すぐにわかった。けれどおかしい。そもそも面頰バイザーが閉じていたのなら、それが視界に入らないはずがない。

　戸と惑まどい揺ゆれる思考にスルリと滑すべり込こんだのは、少女の呟つぶやき。

「やっぱり、空っぽだわ」

　それはつまり、誰だれもこの鎧よろいを着ていないということ。となると、今こうして部へ屋やを見み渡わたす視界の主ぬしたる自分は。

「中身がない……って、もしかしなくても……俺おれはこの鎧よろいそのもの、なのか」

「そうね。残念だけど」

　決して浅くないため息をつく少女だが、こちらはそれどころではない。何もわからず思い出せないまま、大きく息を吸い──口がないのでイメージとして──込んで、

「……ど」

「ど？」

「どおおおおおおいうことだよおおおおおおっ!?」

　鎧よろいそのものを震ふるわせて、力の限り絶ぜつ叫きようした。

「ひゃっ!?」

「ふっざけんな！　なんだそれ！　鎧よろい？　俺おれが？　常じよう識しき的てきにありえないっての！」

「いきなり……ちょっと静かにして！　見つかっちゃうじゃないっ」

「見つかる？　誰だれに！」

「穿獣ボルグによ！」

「なんだそりゃ知るか！」

「まだ近くにいるはずなのっ。黙だまってて！」

　必死な声こわ音ねで少女が身を引いて、その顔がやっと視界に入り、

「何、勝手な…………ほぁ」

　悪態の途と中ちゆうでまの抜ぬけた声が漏もれるくらい、彼かの女じよは整ととのった容よう貌ぼうをしていた。

　透すきとおるような白い肌はだ、はっきりとした目鼻立ち。大きな碧へき瞳どうは澄すみ渡わたり、背に流れるまっすぐな金きん髪ぱつは天窓から差さし込こむ陽ひの光で輝かがやいている。

　歳としは十代半ばくらいか。ちょうど少女から大人おとなの女性になる過か渡と期き特有の、双そう方ほうのよさを兼かね備そなえた美しいかわいらしさ。

　正直、眺ながめているだけで心が凪ないでいくのがわかった。感情は意味不明な現状への憤いきどおりよりも、彼かの女じよに見み惚とれることを優ゆう先せんしたようだ。

「……お前、名前は？」

「エルセリッタ・レフ・アーニャよ。あなたは？」

「あすや、だ。──って、んあ？」

　答えて、おぼろげでも自分の名前が出たことに驚おどろく。何もかも失ったわけではないらしい。

　一方の彼かの女じよは形の良いい眉まゆをあからさまに寄せていた。あてが外れたというか、こんなはずじゃなかったというか、とにかく落おち込こんでいるのがよくわかる。

「アスヤ……うぅ、やっぱり知らない。あぁもう、どうしてなのっ」

　小さく呻うめいて、彼かの女じよは外がい套とうについたホコリを落としながら出入り口へ歩き出す。

　朽くち果はてたのかドアはなく、その先の廊ろう下かは崩くずれていて外が丸見えだ。少し前まで雨が降っていたのか、木々の葉はいくつも雫しずくを落としている。

　彼かの女じよは壁かべに身を隠かくしつつあたりを窺うかがい、やがて胸を撫なで下おろしながら戻もどってくる。

「まだ気づかれてないみたい。よかった」

「…………」

　無言をどう受け取ったのか、エルセリッタは壁かべを背にして座すわり込こむ。よく見ると彼かの女じよの外がい套とうにはあちこち泥どろが跳はねていた。隣となりには粗そ雑ざつな革かわ製せいの鞘さやに納まった長ちよう剣けんが立てかけられている。

「戦えると、思ってたの。でもうまくいかなくて、ぜんぜん身体からだが動かなくて。逃にげるのがやっとで……苦手なのはわかってたのに、こんなにダメだったなんて」

　くしゃ、ときれいな金きん髪ぱつをかき乱しながら、彼かの女じよは俯うつむく。

「だから力があればって。召しよう喚かんの錬燐術レリオンは知ってたし、燐素リユオが少ないわたしでも精せい霊れい武ぶ器きを使えばきっと──なのに、どうしてぜんぜん聞いたこともない精せい霊れいが、それも剣けんじゃなくて落ちてた鎧よろいに」

　チラリと、少女の視し線せんがこちらを向いてすぐに離はなれる。

　初めて聞く単語はいくつもある。それでも大まかには、彼かの女じよの状じよう況きようを察することができた。

　ただひとつだけ、どうしても無視できないものがあって。

「おい。精せい霊れいってのは俺おれのことか？」

「そうだけど、どうかした？」

「どうかするわ。俺おれ、人間だぞ」

「え？　……冗じよう談だんやめてよ。こんなときに」

「お前こそふざけんな。精せい霊れいってあれだろ。こう、なんつーか自然を司つかさどる的な存在だよな。姿形は諸しよ説せつあって……つーか、こういうことは覚えてるのか……ともかく、俺おれは違ちがう」

　目覚める前の記き憶おくが一いつ切さいないことを伝えると、彼かの女じよはいっそう困こん惑わくに眉まゆを寄せる。

　言葉や常じよう識しきを残したまま自身のことだけ思おもい浮うかばないなんて、典型的な記き憶おく喪そう失しつだ。だからアスヤは自分が人間だと確かく信しんできた。精せい霊れいならそもそも記き憶おくを失なくしたりしないだろう。

「そんなわけないわ。何も覚えてないのはおかしいけど、召しよう喚かんできてモノに宿ったんだからあなたは精せい霊れいよ。……本当はこっちの剣けんに宿って欲ほしかったのに」

　彼かの女じよが言うには、鎧よろいはこの部へ屋やに最初からあったとのこと。

「──それってつまり、失敗したってことだよな。俺おれの記き憶おくがないのはそのせいか？」

「え、っと……し、しかたないじゃない。初めてだったし、急いでたんだから！」

　部へ屋やの床ゆかには、エルセリッタが描えがいたらしい複雑な図形が刻まれている。その上には何かが燃もえた痕あとがいくつか残っていて、これが召しよう喚かんの錬燐術レリオンとやらなのだろう。図形はともかく、燃もえたものは消しよう耗もう品ひんだ。もう一度同じことはできそうにない。

「人をこんな目に遭あわせておいて反省の色がないな」

「うぐ。し、召しよう喚かんした精せい霊れいとは契けい約やくで主従関係になるはずじゃ……あ、でも契けい約やくっぽいこと何もしてない……？」

「何わけわからんこと言ってんだ。気がついたら何も覚えてなくて鎧よろいになってるこっちの身にもなれ」

「う……それは、その……そう、よね。ごめんなさい」

「わかったなら元に戻もどせ。まったく人ひと騒さわがせな」

「……ムリ」

　俯うつむいたままのエルセリッタは、こちらと目を合わせないままもごもごと口を動かす。

「その、精せい霊れいの召しよう喚かんってすごく大切な儀ぎ式しきで……取り消しとか、やり直しとか、できないの」

「なっ……そんなものをこんなとこで適当にやったのか!?」

「て、適当にじゃないわ！　今やらなきゃいけなかったんだもの！」

「俺おれは関係ないだろ！　そっちの都合に巻まき込こむな！」

　一度は収まった憤いきどおりがまたふくらみ始める。つまりは自分が何者なのかもわからずに、鎧よろいのままでいなければならないということか。

（冗じよう談だんじゃないっ。どうして俺おれが、──？）

　文句を言おうとして、耳元でガサゴソと妙みような音がした。鎧よろいに耳はないのだが、そのくらいすぐ近くで聞こえたのだ。確たしかめようにも動かせない視界に苛いら立だっていると、不意に影かげがヌッと視界の隅すみに入はいり込こむ。

　なんなのかはすぐにわかった。八本の長い脚あしに黄き色いろい模様のある毛深い身体からだ。鋭するどい鋏きよう角かくを備えた頭には硝子ガラス玉だまのような複数の目があり、バッチリこちらをガン見している──蜘蛛くもである。

「ぎ……」

　シャカシャカと、蜘蛛くもはアスヤの視界を斜ななめ方向に横断する。差さし込こむ陽光のせいで細かく動く脚あしの付け根まで鮮せん明めいに見えた。

「ぎぃやぁぁあぁあああぁぁあああっっっっ!!」

　絶ぜつ叫きようする。力の限り、なりふり構わず。もう鎧よろいだとか記き憶おくだとかどうでもいい。

　声に驚おどろいたのか、蜘蛛くもが視界のど真ん中で動きを止めた。お腹なかは柔やわらかそうだった。

「ちょ!?　何よいきなり！　騒さわがないで！」

「むむむむむむ無理無理無理無理無理キモいキモいキモいキモいこれなんとかしてくれぇ!!」

「なんとかって……コレ？」

　ひょい、と白い指があっさりと蜘蛛くもを摘つまむ。彼かの女じよの親指よりも大きいのに、エルセリッタは平然とその蜘蛛くもを手のひらに乗せる。

「虫、苦手なの？」

「平気なのかよ！」

「かわいいじゃない。うりうり」

　小指でつつかれた蜘蛛くもが手ての甲こうに逃にげると、エルセリッタは手を裏返してまたつつく。それを何度か繰くり返かえして、彼かの女じよは蜘蛛くもをそっと部へ屋やの隅すみに逃にがした。

「…………引くわー」

「どうして。蜘蛛くもって益えき虫ちゆうよ？　嫌いやがる理由がないじゃない」
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「キモいんだよ！　うぅ……寒気がする。も、もういないよな？」

「今の子ならそこに」

「絶っっっっ対！　近寄らせるなよ！」

　懇こん願がんするアスヤに、エルセリッタは理解できないといった様よう子すながらも頷うなずく。

（ちくしょう。一人ひとりじゃ何もできないとか、どーすりゃいいんだ）

　自分がかなり虫むし嫌ぎらいなのははっきりしたものの、ショック療りよう法ほうとはならなかった。依い然ぜんとして頭の中は雑に白く、己おのれの素す性じようが浮うかぶ気け配はいはない。

「……しかたない。なるようになるだろ」

「えっと、なんの話？」

「何って、俺おれのこと全ぜん般ぱん。慌あわてたってどうなるもんでもない」

「え……ええええ？　そんないい加減な……」

「そりゃ驚おどろいたが、一応こうして生きてるからな。記き憶おくもそのうち思い出すだろ」

　珍ちん妙みようなものを前にしたような視し線せんを向けられるが、喋しやべる鎧よろいなので間ま違ちがってはいない。

「むしろ重要なのはこれからだろ。俺おれはどうなる？　まさかここに放置されたりしないよな」

「…………」

「オイ黙だまるな」

　嘆たん息そく混じりに──喉のども口もないので形だけだが、そういう声こわ音ねで抗こう議ぎしながらアスヤは現状を整せい理りする。

　ひとつ。エルセリッタは追おい詰つめられている。穿獣ボルグという、おそらく獰どう猛もうな獣けものに追われてここに逃にげ込こんだ。その獣けものはまだ近くにいて、彼かの女じよ一人ひとりで対処するのは難むずかしい。

　ふたつ。その危き機きを打開しようとして、彼かの女じよは失敗した。

　みっつ。結果として、アスヤは鎧よろいになっている。

（なんでだよ脈みやく絡らくすっ飛んでんだよ）

「もう泣きそう」

「泣いて解決するなら俺おれも泣きたい」

「精せい霊れいも泣くんだ」

「人間だっつってんだろ。どのみちこの姿じゃ無理だ」

「そうよね……」

　ガックリと、エルセリッタは黙だまり込こむ。けれどすぐに顔を上げた。

「でも、だからってくよくよしててもどうにもならない。わたしはこんなところで立ち止まってなんかいられないんだから！」

　自らを鼓こ舞ぶするように立ち上がる。そして澄すんだ瞳ひとみでアスヤをまっすぐ見つめ、

「どうすればいいかしら」

「俺おれに訊きくのか！　まったくもって現状理解すら難なん航こうしてるこの俺おれに！」

「だって、なんとかしようと思って精せい霊れいを召しよう喚かんしたらあなただったし！」

「ハズレ引いたみたいな言い方やめろ！　ったく……まぁ、ひとつ提案はあるな」

「本当？」

「見てのとおり、今の俺おれは鎧よろいだ」

「そうね」

「着ろ」

「…………えー」

「すっげえ嫌いやそうだな！　確たしかに汚きたないが、他ほかにどうしようもないだろーが！」

「あ、ううん、違ちがうの。汚よごれてるのは別に、ガマンできるわ。ただ、たぶんというか絶対、わたしがこの鎧よろいを着ても動けないから」

「──あぁ」

　繰くり返かえすが、今のアスヤは全身をくまなく覆おおい尽つくすフルプレートの甲かつ冑ちゆうだ。その重さを考えれば、成人男性でもまともに動けるようになるには慣なれが必要だろう。

「となると……そうだな。軽くするか」

「？」

　話しているあいだに、アスヤは自分が鎧よろいにどう宿っているのか推測していた。理由はともかくとして意い識しきは鎧よろいの中央、胸きよう甲こうにある。時間経過で馴な染じんできたのか感覚は鎧よろい全体に広がったものの、視界から考えても胸の大きなプレートが本体で間ま違ちがいない。

　なのでこの胸きよう甲こうさえあれば、他ほかの装そう甲こうパーツを外しても影えい響きようはないのではないか。

　鎧よろいの分解を提案したのはその仮定を確たしかめるためでもある。それに鎧よろいを軽くできれば、彼かの女じよも着て動けるようになるはずだ。

　そして幸い、推測は正しかった。あちこちの装そう甲こう板ばんを取り外してもアスヤが不ふ調ちようを覚えることはなく、手て探さぐりの作業だったので時間はかかってしまったが、なんとかエルセリッタでも動ける重さまでパーツを減らすことに成功する。

「どう？」

「大だい丈じよう夫ぶそうだ。外した装そう甲こうがそっちにあるのは感じるけど、あくまで本体はこっちだな」

　残したのは、アスヤの意い識しきが宿る胸きよう甲こうとそれにつながる背はい甲こう、肩かた当あて、前ぜん腕わんを包む腕わん甲こう、下腹部と腰こしを守る草くさ摺ずりに、脛けい甲こうと鉄てつ靴か。

　動きを阻そ害がいしてしまう関節周辺と上じよう腕わん、腿もも、腹の装そう甲こうはすべて取とり払はらい、視界を遮さえぎる兜かぶとはまるまる使わない。被かぶろうとしたエルセリッタがカビ臭くささに顔をしかめたのも理由のひとつだ。

「なんだか変わった作りの鎧よろいね」

　外したパーツを積つみ重かさねながらエルセリッタはアスヤを眺ながめる。鎧よろいの装そう甲こうは、革かわを重かさね編あんだ上下ひとつなぎの衣ころもに取りつけられていた。おかげで胸むな元もとから股また下したまで、部位ごとではなく服を着るように鎧よろいを身に着けることができるし、脛けい甲こうと鉄てつ靴かも革かわのブーツと一体化している。

「かなり古そうなのに革かわはほとんど傷いたんでないし、きちんと手入れすれば充じゆう分ぶん使えそう」

「使えないと困る。というか、陽ひが沈しずむ前にはここを出るぞ」

「わかってるわよ」

　いつのまにか天窓から差さし込こむ陽光はオレンジ色を含ふくみ始はじめていた。どうやらここは山の中のようで、夜になってしまったら移動がままならなくなる。

　立ち上がったエルセリッタが羽は織おっていた厚手の外がい套とうをたたむ。続けて上着を脱ぬいで半はん袖そでシャツになると、薄うすい布を内側から押おし上あげる豊かなふくらみがアスヤの視界に飛とび込こんできた。

（うぉ……）

　容よう貌ぼうが整ととのっているとは思ったが、身体からだつきも高い水準でバランスがとれている。肩かたから胸、腹と腰こしに至る曲きよく線せんは息を吞のむほどに艶あでやかだ。アスヤはありもしない喉のどで生なま唾つばを吞のみ込こむ。

（あー、うん、なんというか、眼がん福ぷくだと思っておこ……ん？）

　すると続けて彼かの女じよは静かにベルトを緩ゆるめた。こちらに背を向け、見み栄ばえよりも動きやすさと耐たい久きゆう性せいを優ゆう先せんしたであろうくすんだ色合いのズボンをストンと足元に落とす。

「ぶっ……！」

　見てしまった。

　見えてしまった。

　柔やわらかく丸みを帯びた白く健康的な太ももと、その上を包む淡あわい水みず色いろの小さな布を。

「ち、ちょっと待て！」

「ふぁっ!?　な、なな何よいきなり！」

　目を丸くして振ふり返かえるエルセリッタ。その格好は薄うすいシャツと下着のみというあまりにあられもない姿で、どこを見ても肌はだ色いろが多い。しかも鎧よろいのアスヤは視界を閉じることができない。

「いきなり話しかけないでよ」

「お前こそ思い切りよすぎるぞ！　見せたがりか！」

「何それ？　脱ぬがないと鎧よろい着れないでしょ。重ね着だと動きづらいし暑苦しそうだし」

「いや、そういうことじゃ」

「もちろんあとでお風ふ呂ろ入るわよ。でも今はそんなこと言ってられないし」

　脱ぬいだ衣服を手早くたたむ彼かの女じよに、アスヤは気づく。

　人間だというアスヤの言葉をエルセリッタは信じていないのだ。精せい霊れいだと思っているから肌はだを見せることに恥はじらいも抵てい抗こうもない。

「…………それでいいのか……？」

「えっと、ここを外して着るのね。けっこう大きいかも」

　目の前で下着姿のエルセリッタが手をのばしてくる。シャツの下のふくらみが揺ゆれて襟えり元もとからは谷間が見え、無防備な太ももが視界を出入りする。

（ぉ、ぉおっぱ……なんのバツゲーム、いやご褒ほう美びだこれ……）

　煩ぼん悩のうに駆かられるアスヤを余所よそに、彼かの女じよは革かわ衣ころもに手足をとおした。多少手間取りながらも残した装そう甲こう板ばんの位置を整ととのえて、脛けい甲こうと鉄てつ靴かを履はく。

「う。……なんか思ったより素す肌はだ出てる……」

　装そう甲こうを取り外したせいで露あらわになった二にの腕うでや太ももを気にしつつ、エルセリッタは最後に胸きよう甲こうの留め具をパチンと閉じる。

　直後。

「ひゃぅんっ？」

「ぉぅ!?」

　フシュッと空気が抜ぬける音とともに、鎧よろいがエルセリッタに貼はりついた。

　ダブついていた革かわ衣ころもは吸いつくように縮ちぢみ、その上の装そう甲こう板ばんも位置と角度が調ちよう節せつされ、彼かの女じよの身体からだに最適なサイズで固定されたのだ。

「え、な、何これ」

「おおお俺おれが知るかっ。……ぬぐぉ、これは」

「うそ……どういうこと？　着る人の身体からだに合わせて変化したの？」

　戸と惑まどいながら腕うでを回し腰こしを捻ひねるエルセリッタ。密着した革かわ衣ころもはその動きを妨さまたげない。

「すごい。これなら、うん、動きやすい。どういう仕組みかしら。あとで調しらべないと」

　少しばかりはしゃぎつつ、彼かの女じよは脱ぬいだ衣服を外がい套とうで包む。立てかけていた長ちよう剣けんを腰こしに結ゆわえ、小さなリュックと外がい套とう包づつみを肩かたにかけて忘れ物がないか狭せまい部へ屋やを見回す。

「鎧よろいが喋しやべったときはどうしようかと思ったけど……あとは穿獣ボルグに見つからなければ」

　もう一度確たしかめるように身体からだを動かして、エルセリッタは半はん壊かいした壁かべの隙すき間まを抜ぬける。

　彼かの女じよが逃にげ込こんだのは、使われなくなって久しい古い砦とりでだった。戦争中はこの山を中心とした周囲への侵しん攻こうと防ぼう衛えいの要所だったのだろうが、土ど砂しや崩くずれで今は半分以上が土に埋うもれている。

　アスヤが目覚めた部へ屋やは兵士が神に祈いのるための礼拝室。だから彼かの女じよはその場で精せい霊れいの召しよう喚かんを思いつき、焦あせりもあってすぐ実行してしまった。

　木の根に割わり込こまれた石造りの階段を下って外に出る。夜が近づいているからか、高く育った木々が斜しや陽ようを遮さえぎる森はうっそうとした雰ふん囲い気きに包まれていた。ちなみに穿獣ボルグから逃にげるのに必死だったので、ここがどのあたりなのかはわからない。

「とりあえず、下っていけば山からは出られるはずだから……」

　と、エルセリッタはさっきから鎧よろいが静かなことに気づく。

「ねぇ、どうかした？」

「ふぁいっ!?」

「え？」

「なっ……ななな、なんでもないっ！　ただ、あぁ。うん。……すごくて」

「？」

「き、気にするなっ！」

　裏返る声を抑おさえられないほど、アスヤは混乱していた。

　鎧よろいなのに、どういうわけか触しよつ覚かくがあるのだ。目覚めた直後は鈍にぶかったが、声を出してからは次し第だいに働くようになっていた。たとえば、接しているものの温度や質感など。

　つまり、今、アスヤは。

　自分を身に着けているエルセリッタの体温や感かん触しよくをずっと感じ続けているのである。

　表面上は無言でなんとか平静を装よそおっているが──内心はわけのわからないことになっていた。

（おおおおおおおおああああああああああなんだこれえええええええ）

　まるで彼かの女じよをぎゅっと抱だき締しめているような。事実、ピッタリと全身を革かわ衣ころもが包つつみ込こんでいるのでそのとおりではある。

　彼かの女じよが動くたびに、いや、動かなくてもそのバランスの取れた身体からだのあちこちを触さわり続つづけている感覚は、とても心地ここちよい反面、猛もう烈れつな罪悪感と恥はずかしさを湧わき上あがらせている。

　特にさっき目のやり場に困った豊かな胸に至っては、アスヤの意い識しきが宿っている胸きよう甲こうに裏から押おしつけられているのだ。温かく、柔やわらかく、大きなふたつのふくらみが──。

「うぐぐぐぐ、あたまがふっとーしそうだ……」

「え、なんなのいきなり。何かよくないことがあるなら言いなさいよ」

「むむむむ無む駄だに動くな揺ゆれるっ。き、気にしなくていいからでかいっ」

「不安にさせないでよ……。とにかく、行くからね」

　衣服を包んだ外がい套とうとリュックを両手にエルセリッタは走り出す。とはいえ動きやすいと言ってもやはり鎧よろいは重く、その足取りは小走り程度だ。

（おおう、おう、おっぱ……だ、ダメだ。落ち着け俺おれ。感じるな。考えるな。気にするな……）

　できるだけ意い識しきを外に向けようと努めるアスヤを身に着けたまま、彼かの女じよは木々の合間を進んでいく。ガサガサと腰こしの高さほどまで生おい茂しげった雑草をかき分ける音は静かな森にうるさく響ひびいた。

「…………待った」

「何？」

　唐とう突とつに呼び止められて、エルセリッタは下を向く。アスヤの声は胸きよう甲こうから聞こえるので、必然的に会話は自分の胸と交かわすことになる。

「どうかした？　やっぱり装そう甲こうを外したから」

「いや、その感覚もまだあるが、そうじゃなくてだな……静かすぎないか？」

　周囲への違い和わ感かん。アスヤが女によ体たいから必死に気を逸そらしていたから気づいたこと。

「鳥の声すら聞こえないってのは、おかしいよな」

「あ……っ」

　その指し摘てきに彼かの女じよが息を吞のんだ瞬しゆん間かん、背後の草が不自然にガサリと揺ゆれる。

「っ！　なんかいるぞ走れ！」

「うそっ！」

　アスヤの声に蹴け飛とばされるようにエルセリッタは前に進む。自分が草をかき分ける音しか聞こえなくなるが、後ろからは草の揺ゆれが追いかけてくる。同じ音で紛まぎれていたのだ。

　おそらく穿獣ボルグはエルセリッタが砦とりでに逃にげ込こんでからも、ずっと身を潜ひそめていたのだろう。そして獲え物ものがのこのこと出てきた今、狩かりを再開した。

「急げ、追いつかれるぞ！」

「わかってるけど……や、やっぱり重いぃ！」

　懸けん命めいの走りで装そう甲こう裏うらに伝わる胸の揺ゆれる感かん触しよくはより刺し激げき的てきになるが、それどころではない。

　息を乱しながらやっと茂しげみを抜ぬける。途と端たん、ゴゥッと空気を炙あぶる音と熱ねつ気きが背後に迫せまった。

「え」

「バカ避よけろ！」

　ガクン、とエルセリッタの姿勢が崩くずれる。足首を摑つかまれたかのように走る勢いのまま地面を転がると、その横を炎ほのおの塊かたまりが追おい抜ぬいた。炎えん塊かいはエルセリッタの手から離はなれたリュックを外がい套とう包づつみとともに吞のみ込こんで、木の幹にぶつかり爆はぜる。

「あ、あぶ、あぶな」

「今のは……いやそれよりなんで炎ほのおなんか飛んできやがるっ？」

　バクバクと早はや鐘がねを打つ鼓こ動どうを裏に感じながら、アスヤは彼かの女じよとともに背後を振ふり返かえる。

　そこには一いつ匹ぴきの蜥蜴とかげがいた。

　ただし、ただの蜥蜴とかげでないことはひと目でわかる。エルセリッタと同じくらいの大きな体たい軀くは濁にごった白一色。眼球は不自然なほど爛らん々らんと輝かがやく真しん紅くで、額ひたいからは血のように赤い捩ねじれたツノが生はえている。

「うお、なんだありゃ。悪あく趣しゆ味みな見た目しやがって。あれが穿獣ボルグか？」

「そ、そう。体内の燐素リユオだけで単純な放ほう燐りん現げん象しようを起こせる異い形ぎようの獣けものよ。頭のツノと、深く真まっ赤かな眼めが特とく徴ちようで……何よりも、獰どう猛もうなの」

　戸と惑まどいながらも説明的に答えるエルセリッタ。そのあいだに蜥蜴とかげは全身を茂しげみから現していた。尾おは身体からだよりも長く、尖とがった口先から二ふた股またの舌が出入りしている。

「まぁ、あんなバケモノに襲おそわれたらそりゃ逃にげるな」

「でも、今ならわたしにだって……頼たのむわよ」

「は？　鎧よろいの俺おれにどうしろと」

「どうって、だからわたしがあなたの燐素リユオ使って──あ、あれ？」

　何か重大なことに気づいて目を瞬またたかせる彼かの女じよに、アスヤはこんな状じよう況きようながらも問いかける。

「そもそもリュオってなんだ」

「リ、燐素リユオは生き物の魂たましいが作るものよ!?　人間は燐素リユオの生産量が少ないから、外から燐素リユオを取とり込こんで練成して事象を起こす錬燐術レリオンがあるんじゃない！」

「はぁ。まぁなんとなくわかる──んだが、となると俺おれにはその燐素リユオがないみたいだな」

「えぇえ!?」

　燐素リユオを有することになんらかの感覚があるとするなら、アスヤは何も感じていない。

　エルセリッタも胸きよう甲こうを凝ぎよう視しして愕がく然ぜんとする。

「うそ……じゃああなたって、なんなの。燐素リユオをもたない精せい霊れいなんてありえない」

「だから違ちがうっての。俺おれのせいにされてもな」

「そんな、こと、言われてもぉっ。あぁもう！」

　きれいな顔に似合わない悪態を吐ついて、エルセリッタは腰こしの長ちよう剣けんを引ひき抜ぬいた。剣けん身しんは使い古されているものの、彼かの女じよが熟じゆく練れんしているわけではない。何せ剣けんの重さを支えきれずにふらつきながら剣けん先さきを地面に落としている。使ったことがあるのかすら怪あやしい。

「おいおい。大だい丈じよう夫ぶかよ」

「ダメでも戦うしかないじゃない！」

　炎ほのおを避よけられて警けい戒かいしていたのか、うろうろしていた蜥蜴とかげがピタリと止まった。すると額ひたいの捩ねじれたツノに灯ともった鈍にぶい光がすぐさま炎ほのおとなり、形の定まらない塊かたまりとして放たれる。

「すげぇ」

「このくらいっ」

　発動から発射まで一連の流れを見ていたエルセリッタは、さすがに慌あわてることなく大きな動きで炎ほのおを避よける。けれどそのあいだ、彼かの女じよは蜥蜴とかげから目を離はなしていた。

「何してんだバカ、後ろだ！」

　アスヤの声に振ふり返かえると、蜥蜴とかげはすぐそこまで迫せまっていた。炎ほのおを囮おとりにして回まわり込こんだのだ。さらに大口を開き、防具のないエルセリッタの頭めがけて跳とびかかってくる。

「ったく！」

「はぅっ？」

　ガクン、と今度は彼女のふくらはぎが後ろから押おされた。仰のけ反ぞりながら尻しりもちをつくその頭上を蜥蜴とかげが飛とび越こえる。

「な、何、今の！」

「ギリギリだったな……。どうやら俺おれは無能じゃないらしい」

　最初に背後からの炎ほのおを避よけたときと今、彼かの女じよがとった不自然な動きはアスヤによるものだ。

　鎧よろいなので自力では動けないが、身に着けているエルセリッタの身体からだにならある程度の力を加えられると気づいたのはついさっき。

「お前、運動苦手だろ。つーか戦ったこともほとんどないな」

「う……そんなことないし」

「見み栄えを張るなバカ。……いいか、まず両手で布を絞しぼるみたいに剣けんの柄つかをしっかり握にぎれ！」

「むー……っ」

　不満げながらも指示に従うエルセリッタ。これまでは彼かの女じよの意思とは関係なく力を加えたので不自然な動きになったが、では彼かの女じよの意思と合わせればどうなるか。

「右みぎ肩かたで担かつぐように持ち上げろ。刃やいばは肩かた当あてに乗せていい」

「あれ、軽い……！」

　エルセリッタの挙動にアスヤが力を重ねる。それは彼かの女じよを補ほ佐さする形になり、彼かの女じよ一人ひとりでは支えきれなかった長ちよう剣けんがすんなりと持ち上がる。

「よし。合図したら右足で地面を踏ふみ切きれ。んで、次の合図で剣けんをまっすぐ振ふり下おろす。いいな？」

「わ……わかったわよ」

「ならいくぞ。せーのっ」

「わ、すごっ」

　長ちよう剣けんを担かついだまま地面を蹴けると、それだけでエルセリッタの身体からだは低く長く跳ちよう躍やくした。ぐんと加速して、ひと跳とびで蜥蜴とかげに迫せまる。普ふ通つうでは考えられない身体能力だ。

「やれ！」

「や、やぁぁっ!!」

　自分の動きとは思えないほど力強く振ふり下おろした長ちよう剣けんは、しかし重い音とともに腕うでが痺しびれるほどの衝しよう撃げきで弾はじかれた。蜥蜴とかげの胴どう体たいは捉とらえたものの、刃はが寝ねていて剣けんの腹で殴なぐってしまったのだ。

　蜥蜴とかげの太い胴どう体たいはその殴おう打だを容易に耐たえ、再び捩ねじれたツノに炎ほのおを宿す。

「やばっ、下がれ！」

　アスヤも力を重ねるが、動くよりも先に炎ほのおが放たれる。形の乱れた、不ぶ恰かつ好こうな炎ほのおの塊かたまり。けれど火力と熱ねつ量りようは人間を焼くのに充じゆう分ぶんだ。

「うそ」

　避よけきれず、防ぐ手段もなく、エルセリッタは愕がく然ぜんと迫せまる炎ほのおを見つめて──、

　ボヒュッ、と。

　炎ほのおが消える。

「…………え？」

　呆あつ気けにとられた彼かの女じよをもう一度炎ほのおが襲おそうものの、それもまた直前で消失する。

　チリッと頰ほおを軽く炙あぶった熱あつさだけが、炎ほのおが存在していたことを証明していた。

「どういう、こと？」

「──は、はは。なんだこりゃ。すごいな……驚おどろいた」

　目を丸くするエルセリッタの胸で、アスヤだけが今の現象を把は握あくしていた。炎ほのおが消えた瞬しゆん間かん、彼かれの中に何か熱あついものが流ながれ込こんだのだ。二度も続いたそれは錯さつ覚かくなどではない。

「穿獣ボルグは燐素リユオで現象を起こす。ってことは今の炎ほのおは燐素リユオでできてるってことだよな」

「そうだけど……あれ？」

　彼かの女じよも遅おくれて気づく。アスヤと接する胸に伝わってきたわずかな熱ねつは、燐素リユオの温かさだ。

「もしかして、あなたは燐素リユオを」

「どーやら吸収できる、らしい」

　身を起こすエルセリッタを、一角の蜥蜴とかげは身を震ふるわせて威い嚇かくする。目の前にいる人間は獲え物ものではなく脅きよう威いとなる敵だと認にん識しきを改めたのだ。

　三度目の炎ほのおをアスヤはあえて受けるように提案した。予想に違たがわず、炎ほのおは直ちよく撃げきの寸前で溶とけるように消えてアスヤの中に熱ねつとして取とり込こまれる。四度目、五度目も結果は同じ。そして炎ほのおが消えるたびにその熱ねつは高まっていく実感がある。

（さすがに無む尽じん蔵ぞうってわけじゃないか。あんまり溜ため込こむのもよくなさそうだな）

　ともあれ炎ほのおは怖こわくなくなった。なぜこんな特性があるのかは、追おい々おい把は握あくしていけばいい。

「よし、今度こそ反はん撃げきだ。炎ほのおは無視。今度はちゃんと刃はを立てろよ運うん動どう音おん痴ち。いくぞ！」

「ち、違ちがうし！　やあああっ！」

　重力とアスヤの力が加わった一いち撃げきは、懲こりずに炎ほのおを放つ蜥蜴とかげの肉を断った。剣けん先さきを深く地面に食くい込こませ、血が土を濡ぬらし──尾おが短くなった蜥蜴とかげが脱だつ兎との如ごとく逃にげていく。

「……おうい。どこ狙ねらってんだよ」

　蜥蜴とかげは茂しげみの中に消え、残ったのはびちびちと跳はねる白い尾おだ。

「わざと外したのか？」

「そんなつもりないんだけど……」

「ド下手へたじゃねーか」

「追おい払はらえたからいいじゃないっ」

　唇くちびるを尖とがらせて座すわり込こむエルセリッタ。心しん臓ぞうはまだ大きな鼓こ動どうを刻み、息も乱れている。

「でも驚おどろいたわ。力の補助に燐素リユオの吸収……そんな精せい霊れい武ぶ具ぐなんて聞いたことないし」

「俺おれもできるなんて思ってなかったよ。あと精せい霊れいじゃないつーの」

　勘かん違ちがいを訂てい正せいして、アスヤは感じる。吸収した燐素リユオは今も熱ねつとして自身の中にあり、軽い飽ほう和わ感かんがあった。ずっとこのままなのか、それともそのうち冷えて消えるのか。

「はいはい。その話はあとでね。とにかく山を下りないと。野宿は嫌いやだし……いたた」

　何度も転んだせいか、エルセリッタの手にはいくつかの擦すり傷きずが血を滲にじませていた。

「ちょっと待ってて。治しちゃうから」

　小石を拾って、彼かの女じよは地面に記号を織おり交まぜた図形を刻む。円状の、アスヤを召しよう喚かんした部へ屋やの床ゆかに描えがかれていたものに比べるとかなり簡かん素そなものだ。

「『目覚めて廻まわれ』」

　目を閉じたエルセリッタが唱となえると、ボゥと模様が淡あわく白い光に染まる。

「これが錬燐術レリオンか？」

「そう。わたしが得意なのはこういう刻こく印いん式しきね。他ほかに詠えい唱しよう式しきもあるわ」

　この世界の生き物はすべて、魂たましいから燐素リユオを生成し、放出している。

　そして燐素リユオは、さまざまな事象を引き起こす力の源である。

　わかりやすいのは、穿獣ボルグ。あれは自身の魂たましいで生成した燐素リユオを使って炎ほのおなどの単純な事象を具現化させる。各個体につきひとつの事象しか扱あつかえないが、獰どう猛もうさと相まって大きな脅きよう威いだ。

　一方の人間は他ほかの生き物に比べても燐素リユオ生成量が少なく、単独では何もできない。

　そこで編あみ出だされたのが、錬燐術レリオンだ。

　刻こく印いんや詠えい唱しようといった手順を介かいして周囲の燐素リユオを取とり込こみ、自らのものとして練り直す。

　穿獣ボルグのように連発するのは難むずかしいが、より高度な事象を操あやつれる。刻こく印いんや詠えい唱しようが複雑になればなるほど規模や威い力りよくが増すため、熟じゆく練れんすれば個人で大規模な事象を操あやつることもできる。

　錬燐術レリオンは、獣けものにはない人間の知ち恵えと歴史が成し得た奇き跡せきなのだ。

「やっぱぜんぜん知らん」

「本当に、記き憶おくないのね」

　肩かたを落としながら傷ついた手を刻こく印いんにかざすエルセリッタを見て、アスヤはふと思う。

　穿獣ボルグの炎ほのおを自動的に吸収したのだから、錬燐術レリオンでも同じことが起こるのではないか。

「おい待て。俺おれがいると意味ないかもしれな」

　言いかけた言葉が詰つまる。

　異変が生じた。

　そう知覚できたのはほんの一いつ瞬しゆん。

　刻こく印いんを流れる光が輝かがやきを増す。それはアスヤの中に吸すい込こまれ、途と端たんに内からふくれ上がった熱ねつが彼かれの意い識しきを押おし流ながし、

「きゃっ!?」

　ぼふぅっ、と。

　いきなり立たち上のぼった煙けむりと衝しよう撃げきにエルセリッタは背中から倒たおれ込こむ。

「な、何？」

　顔をしかめつつ起き上がろうとして、できなかった。お腹なかに重いものがのっかっている。

　煙けむりはすぐに薄うすれていき、状じよう況きようが明らかになって──彼かの女じよは絶句する。

　見ず知らずの少年が上に跨またがっていたからだ。

「…………なんだ、どうした？」

　その声は、直前まで鎧よろいから聞こえていたのと同じもの。

　歳としは十代半ばか。少しクセのある髪かみは黒く、同色の瞳ひとみを瞬またたかせてあたりを見回している。

　そしてどういうわけか、彼かれは何も身に着けていなかった。

　全ぜん裸らである。

　さらにはエルセリッタ自身も、上下の下着と薄うすいシャツ一枚の格好に変わっている。着ていた鎧よろいと革かわ衣ころもは忽こつ然ぜんと消え、どこにも見当たらない。

「な……な、な」

「ん？」

　鎧よろいと入いれ替かわるように現れた少年が下を向く。目が合った。

「…………は？」

　少年は、エルセリッタの腹の上に跨またがっている。全ぜん裸らで。

　彼かれの両りよう脚あしの付け根は、胸のふくらみとめくれ上がったシャツに隠かくれてエルセリッタからは見えない。けれど豊かな胸のあいだには棒のような感覚が挟はさまっていて、少しだけ硬かたくて、熱あつくて、

「い……、っやあああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁッ!!」

「ぐえっ」

　男女による身体からだの違ちがいに考えが及およぶ前に、エルセリッタは絶ぜつ叫きようを上げて少年を突つき飛とばす。身を起こし、後ずさりし、落ちていた長ちよう剣けんの鞘さやを立ててその後ろに身を隠かくす。

「だ、だだ、誰だれよあなた！」

　手ごろな大きさの石を拾う。刻こく印いんを描えがけば錬燐術レリオンが使えるし、そのまま投げてもいい。
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　問題は、大の字に倒たおれている少年をまともに直視できないことだが。

「だ、誰だれってお前……何をいまさら──って、ん？　おぉ？」

　後頭部をさすりながら身を起こした少年は、その手を目の前に持ってきて首を傾かしげる。次に自身を見下ろし、ぺたぺたと身体からだを触さわり、ぐるぐると腕うでを回し、歓かん喜きに諸もろ手てを挙げた。

「おおおおおおおおお！　人に戻もどった！」

「どうでもいいから早く隠かくしてっ！」

　エルセリッタの投げた石は、あさっての方向に飛んでいく。
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「つ、つまり……えっと、鎧よろいがあなたに変わったってこと、よね」

「そうなるな。どうしてなのかは、さっぱりわからんが」

　立てた長ちよう剣けんの鞘さやを境さかいにお互い背を向けて座すわり込こんで、二人ふたりの意見はそこに落ち着く。

「たぶんだけど、吸収した燐素リユオのせいよ、きっと。錬燐術レリオンには身体強化の術式もあるし、そういう感じでこう、変な反応が起きたんだわ」

「そいつぁすげぇ！　……とはいえ今はまずこの状じよう況きようをどうにかしたいな。落ち着かねぇ」

　喜び半分、眉まゆ根ねを寄せてアスヤはもう一度自分自身に目を向ける。全ぜん裸らである。

　近くにはブスブスと燻くすぶる黒い炭。蜥蜴とかげの炎ほのおで燃もえてしまった、外がい套とうと衣服の成れの果てだ。

　リュックもほとんど丸まる焦こげで、無事だったのはわずかなお金のみ。

　つまり現在、二人ふたりには身に着けるものがない。

「虫が出てきたら洒落しやれにならん」

「そこなの!?」

「当たり前だろ！　さっきの蜘蛛くもとか……あぁくそ鳥とり肌はだが」

「ちっちゃくてかわいいのに」

「あれで小さいのかよ勘かん弁べんしてくれっ。とにかく陽ひが落ちたらそれこそマズい。あの蜥蜴とかげが戻もどってきたりしたら」

「そうだけど……っくしゅ」

　くしゃみをしたエルセリッタの背に押おされて、倒たおれた鞘さやがアスヤの頭を直ちよく撃げきする。

「いてぇっ！　何すん──」

「わ、わざとじゃ──」

　思わず互たがいに振ふり返かえって、硬こう直ちよく。

　身を捻ひねっているのでアスヤの股こ間かんは隠かくれている。一方エルセリッタの二つのふくらみは豊かに揺ゆれて、さらには顔が触ふれ合あいそうなほどの至し近きん距きよ離りで。

「……やっぱでけぇ」

　アスヤの視し線せんが彼かの女じよの顔より下に釘くぎづけになる。

　対するエルセリッタは顔を真まっ赤かに染め上げていた。ここまで肌はだを無防備に他人に、しかも異性に晒さらしたことはなく、精せい霊れいだと思っていた相手は同年代の男子にしか見えなくて。

「…………ッ!!」

　反射的に振ふり下おろした張り手はアスヤの頰ほおを直ちよく撃げきし、彼かれはそのまま顔面から地面に激げき突とつする。

　鈍にぶい音がした。

　すぐに沈ちん黙もくが訪おとずれる。

「あ、えっと、あの。……大だい丈じよう夫ぶ？」

「……だいじょうぶに見えるのか」

「その、大だい丈じよう夫ぶだといいな、みたいな」

「とりあえず、生きてる。……痛みが、なんか懐なつかしい」

　頭を揺ゆらしながらアスヤは地面から顔を剝はがして、その影かげにポタポタと赤い雫しずくが落ちる。

「え」

「あ」

　鼻血だった。それもけっこうな勢いである。

「おおおおお」

「あわわわわ」

　上を向いてもまったく止まらない。アスヤが目覚めて最初に感じた味覚は、口の中に広がっていく生なま臭ぐさい鉄てつ錆さびの味だった。

「布、何か布を……──これ使ってっ」

「お、おおわかった」

　手て渡わたされた布で鼻を押おさえて、疑問が浮うかぶ。着るものがないと悩なやんでいたのに、この薄うすい布はどこから出てきたのか。

　チラリと隣となりを見ると、心配そうに申し訳なさそうにエルセリッタが横目でこちらを窺うかがっていた。だがさっきまでとは何かが違ちがう。彼かの女じよの上半身、肌はだ色いろはそんなに多かっただろうか。

「……って、おい！」

　両りよう腕うでで身体からだを隠かくしている彼かの女じよは明らかに布が一枚減っていた。下着の上で胸を覆おおっていた薄うすいシャツが見当たらない。つまり今アスヤが鼻にあてているものは。

「バカだろお前……っ」

　顔が熱あつくなる。頭に血が昇のぼっているのが自覚できた。鼻血はまだ止まらない。脱ぬいだのか。この状じよう況きようで。たかだか鼻血なんかのために。決断がおかしい。腕うでで隠かくすな。全然隠かくしきれてない。むしろ谷間が強きよう調ちようされている。そんな格好で恥はずかしがっているから余計にいやらしく見えてくる。男の前でなんて無防備な──。

　アスヤの思考が目まぐるしく回り、そして視界と意い識しきが急に狭せばまって。

　ぼふぅっ、と。

「えぇ!?」

　エルセリッタの見ている前で、少年は煙けむりに包まれて消え、あの鎧よろいが地面に落ちた。

「…………こ、これって」

　鎧よろいの隣となりにはしとどに濡ぬれた血ち塗まみれのシャツがある。

「…………また、戻もどっちまった」

「そう、みたいね……？」

　啞あ然ぜんとしているのはアスヤもエルセリッタも同様で。

　暗くなり始めた夕焼け空の下、二人ふたりの頭上で黒い鳥がカーと鳴いた。
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　翌朝。エルセリッタは簡かん素そなベッドの上で目を覚ました。

　起き上がり、冷えた空気にぶるりと震ふるえる。窓まど際ぎわのイスには、朝日を浴びてなおさら汚よごれが酷ひどく見える鎧よろいが昨夜から寸すん分ぶん違たがわず鎮ちん座ざしている。

「おはよう……あいたた」

　この町に辿たどり着ついたのは夜の帳とばりが落ちきったころ。アスヤの補助を受けての全ぜん力りよく疾しつ走そうは驚おどろくべき速さだったが、何度も転んだことや無理な動きが祟たたったせいであちこち筋肉痛だ。

「……おう」

「あれ、なんか疲つかれてるみたい」

　淀よどんだ返事に尋たずねると、アスヤはさらにどんよりとした声で呟つぶやいた。

「眠ねむれなかった」

　どうやら鎧よろいに宿ったことで疲ひ労ろうや眠ねむ気けといった生理的肉体的なあれこれは感じなくなったらしい。ただ目ま蓋ぶたがないので視界を閉じられず向きも変えられず、一晩中エルセリッタの眠ねむるベッドを眺ながめることしかできなかった。

「……大変ね」

「誰だれのせいだと思ってるんだ」

「……あはは」

　一階の食堂で朝食をすませたエルセリッタは、宿屋の主人に頼たのんで裏手の井い戸どを使わせてもらうことにした。上着を脱ぬいでシャツ一枚。足元には大きなタライと麻あさを丸めたタワシが揃そろっている。

「じゃあ、始めるわよ」

　日ひ陰かげの中、濡ぬらしたタワシでゴシゴシとこすり出したのは腕わん甲こうだ。水をかけ流しながら磨みがいていくと、汚よごれと錆さびが落ちて鈍にび色いろの光こう沢たくが現れる。午前中はアスヤである鎧よろいの手入れに費ついやすと決めたのだ。

「よかった。やっぱり装そう甲こうも革かわも傷いたんでないみたい。どんな感じ？」

「別に。さっさと終わらせてくれ」

　分解されて立てかけられた胸きよう甲こうからアスヤはため息交じりの言葉を返す。その上では棒に引ひっかけられた革かわ衣ころもがゆらゆらと揺ゆれていた。

　正直なところ、変な気分だ。ひとつなぎの革かわ衣ころもと、取り外された複数の装そう甲こう板ばん。バラバラになっているそのすべてに等分して感覚がある。意い識しきの核かくである胸きよう甲こうを中心として、自分が薄うすく広く引ひき伸のばされたような違い和わ感かんはあまり良いいものではない。

「そんなにかからないわよ。……でも、本当に売ってよかったの？　助かったけど」

「なんだ、まだ気にしてんのか。いいんだよ、どうせあのまま残したって朽くちるだけだろ」

　昨日きのうのあのあと、鎧よろいになったアスヤを再び身に着けたエルセリッタは砦とりでに引き返した。手持ちでは新しい服を買う余よ裕ゆうがないので、取り外した鎧よろいのパーツを売うり払はらって今後の足しにすることを提案したのはアスヤである。

　この町に入ってすぐ、閉へい店てん間ま際ぎわの武具屋に装そう甲こう板ばんを付け値で買い取ってもらい、服と宿を得た。また人になったときのためにアスヤの衣服も買った。

「けっこう良いい値段になったのよね」

「もしかしたらかなり値切られたのかもしれないな」

　思い返せば最初は迷めい惑わくそうだったのに、装そう甲こう板ばんを品定めしたあとの店主は上じよう機き嫌げんに見えた。

　ちなみに売ばい却きやくした装そう甲こう板ばんの感覚も、意い識しきの隅すみに薄うすくつながっている。

「そうなの？　充じゆう分ぶんだと思うけど」

「少しは疑えよ。世の中いいヤツばかりじゃない」

「疑いすぎると息苦しいじゃない」

「俺おれが人間だって訴うつたえはガン無視されてたよーな記き憶おくが」

「それは！　だってありえなさすぎで、いろいろ慌あわててたから！」

　口く調ちようを早めてエルセリッタは胸きよう甲こうを手に取った。アスヤの視界が動き、裏側をタワシでこすられる。他ほかと違ちがい意い識しきが宿る胸きよう甲こうだとその感かん触しよくはくすぐられるようなもので、アスヤは声を出さないように気をつける。

「まぁ今はさすがに信じてるだろ。……よな？」

「信じるしかないじゃない。目の前であんなの見ちゃ……た、し」

　彼かの女じよが言葉を詰つまらせたのは、思い出したのだろう。人になったアスヤの、全ぜん裸らを。

　ゴシゴシゴシ、と鎧よろいを磨みがく圧が強くなる。少しばかり痛い。

「あー、ところでどうして俺おれはまた鎧よろいになったんだ」

「あ、うん。えっと、たぶんだけど……興こう奮ふん、したからだと思うわ」

「は？」

「燐素リユオってね、感情の影えい響きようを強く受けるの。何もしなくても少しずつ流れ出るけど、特に怒おこったり喜んだりで気持ちが昂たかぶると、たくさん生成されてどんどん発散されるのよ。でもあなたはどうしてか燐素リユオを生成できないから」

「あのままでも、いずれ吸収した燐素リユオが出で尽つくして鎧よろいに戻もどってたが、興こう奮ふんしたせいで加速した、と」

「推測だけど」

「そうか。興こう奮ふんか。興こう奮ふんね。興こう奮ふん……」

　口にして、今度はアスヤにあのときの光景が蘇よみがえってきた。思考を散らそうとするものの、他ほかに記き憶おくのないまっさらな頭にはエルセリッタのあられもない姿は刺し激げきが強すぎた。これ以上印象に残るものはないと思えてしまうほど焼きついている。

「なんというか、その、すまん」

「……なんで謝あやまるの？」

「いやだってそうだろ。お前を見て……興こう奮ふん、したわけだし」

「え？　あの、わたしは血を出したことに驚おどろいてだと思ったんだけ、ど」

「あ……忘れろ！」

「わたしを見て、って……つまり……えっと、あの、ぇぇぇえええぇぅぅ……っ!?」

「ぶわっ」

　答えに行き着いた彼かの女じよが手を滑すべらせて、胸きよう甲こうがタライに落ちる。大きな飛ひ沫まつを上げて水すい没ぼつしたアスヤは反射的に息を止めるが、そもそも呼吸をしていない。水すい面めん越ごしに揺ゆらめく青空を眺ながめていると、細い腕うでが引っ張り上げてくれた。

「ご、ごめん。大だい丈じよう夫ぶ？」

「まぁ、溺おぼれる心配はないってわかった──って、おい」

　もろに水をかぶったのだろう。エルセリッタは頭からずぶ濡ぬれだった。しかもこの作業のために薄うす着ぎなので、濡ぬれた白いシャツがぴったりと彼かの女じよの身体からだに貼はりついている。布地の下にあるふくらみとその谷間、さらに包み支える薄うす水みず色いろは細部まで手に取るように明らかだ。

「もみたい」

　あまりにも絶景で、もとい目に毒で、ついそんな願がん望ぼうを漏もらしたアスヤは再び水の中に沈しずむことになった。

「……で、だ。これからどうする」

　外がい套とうで全身を包んだエルセリッタが日ひ向なたに広げた藁わらの上に洗った装そう甲こう板ばんを並べる。それを傍ぼう観かんしながらしばらく沈ちん黙もくしていたアスヤは、意を決して本題に踏ふみ込こんだ。気まずさで言葉を交かわさずにいたら何も始まらないからだ。

　彼かの女じよもそれを自覚していたようで、すべての装そう甲こう板ばんを並べ終えると胸きよう甲こう一枚になったアスヤを抱かかえて腰こしを下ろす。その顔に羞しゆう恥ちはもう欠片かけらも残っていない。

　あるのはただ、強い決意のみ。

「──お願ねがいがあるの」

　それは、まるで神に祈いのる姿に見えて。

　あの砦とりでの礼拝室でも、彼かの女じよはこんな思いつめた表情をしていたのだろうか。

「わたしに、力をかして」

「……なんのために？」

「わたしたちを──ラクティアマスを、救うために」

　握にぎり締しめられた両の手は、彼かの女じよの中に渦うず巻まくあらゆる感情を内包し、小刻みに震ふるえていた。







　ラクティアマスは、この広大なガロット大たい陸りくの南方に暮らす少数民族だ。

　点在する小さな山村で閉へい鎖さ的てきな生活を送り、同族以外と関かかわることはほとんどない一方で、彼かれらのことを知らない者はいない。

　なぜならラクティアマスこそ、奇き跡せきの技法たる錬燐術レリオンの礎いしずえを築いた者たちだからだ。

「もうずっと昔のことだけど、それはわたしたちラクティアマスの誇ほこりなの。だから今も錬燐術レリオンに関する知ち識しきはいろいろと受うけ継つがれてるわ」

「ふーん。お前が燐素リユオとか錬燐術レリオンに詳くわしいのはそういうわけか。……それで、救うってのはどういうことだ？」

「それは……えっと」

「おいおい、今さらだんまりはなしだぞ。お前はそのために精せい霊れいを召しよう喚かんしたんだろ？　出てきたのが俺おれで期待ハズレだろうけど」

「そんなことない！　そりゃ最初は、どうしようかと思ったわ。剣けんに宿すつもりが古い鎧よろいになっちゃうし、何も知らないし燐素リユオはないし」

「そのとーりだし俺おれは悪くないんだが改めて言われるとムカムカする」

「役に立たないダメな鎧よろい、略してダロイとか考えてたし」

「てめぇ！」

「最初だけだってば。……もしちゃんとした精せい霊れいを剣けんに宿せたとしても、きっとわたしは使いこなせない。だから今は、あなたでよかったと思ってる。本当よ」

　逡しゆん巡じゆんを振ふり払はらうように改めて両手を固く握にぎり、彼かの女じよは続ける。

「わたしたちラクティアマスは──『呪のろわれた民たみ』って呼ばれてるわ」

「……呪のろわれた？」

「そう。ずっと昔にかけられた呪のろいのせいで、わたしたちは三十年程度しか生きられない。そのときが来ると魂たましいが潰ついえて、おしまい」

　燐素リユオは単なる錬燐術レリオンの燃ねん料りようではなく、本来は生き物の命を灯ともし続つづけるもの。けれどラクティアマスは、その燐素リユオを生成する魂たましいがおよそ三十年で消えてしまうのだという。

「設定重いなオイ！」

「え？」

「あー、いや。短命ってのは、エグいな」

　エルセリッタは、十代半ばだ。つまり彼かの女じよはすでに人生を折り返していることになる。

　想像もしていなかった事情に驚おどろき呻うめくアスヤに、しかしエルセリッタは首を振ふる。

「それだけじゃなくてね、呪のろいはもうひとつ……というより、ふたつでひとつなんだけど──わたしたちは、死ぬと穿獣ボルグになってしまうの」

「穿獣ボルグに、なる？」

　耳を疑うアスヤの脳のう裏りにあの蜥蜴とかげが思おもい浮うかぶ。けれどエルセリッタによれば穿獣ボルグの姿はさまざまで、共通点は濁にごった白い外見と真しん紅くの眼め、頭に生はえた捩ねじれた一本ツノくらいだという。

「どうしてそうなるのかはわからないわ。わたしも、穿獣ボルグ化かを実際に見たことはないし」

「……ん？　それはおかしいだろ。短命ならなおさら」

「うん。わたしの村でも年に何人か、呪のろいの寿じゆ命みようや病気で死期を迎むかえる人はいるわ。ただひとつだけ、穿獣ボルグになるのを防ぐ方法があって、ね」

　言いかけた唇くちびるが震ふるえる。急せかさずに待つと彼かの女じよは呼吸を整ととのえて、まるで料理の献こん立だてを答えるかのように口を動かした。

「死因が、首と胴どうの切断なら、人のままで旅立つことができるのよね」

「……なんだって？」

「だからわたしの村では……他ほかのラクティアマスの村でもそういうしきたりになってるはずなんだけど、死期を迎むかえた人は。死ぬ前に、その、首を」

「もういい」

　無理をしているのは明白で、彼かの女じよの言葉を遮さえぎる。

　穿獣ボルグは獰どう猛もうだ。狭せまい村の中で誰だれかが穿獣ボルグと化せば被ひ害がいが出て、犠ぎ牲せい者しやもまた穿獣ボルグとなり、さらに被ひ害がいは拡ひろがっていく可能性が高い。

　死期が迫せまった者を同じ村の住人が斬ざん首しゆする──その凄せい惨さんな掟おきては、しかしそうしなければそれ以上の悲ひ劇げきが起こるが故ゆえに決められたこと。

　あまりにも救いのない境きよう遇ぐう。しかもそれは呪のろいという理り不ふ尽じんによって背負わされている。

「人生ハードモードすぎんだろ」

「はーども？」

「洒落しやれにならんって意味だよ。つまりお前は、その呪のろいを解くために旅をしてるのか」

「そゆこと」

「手がかりは？　呪のろいがどんなもので、どういう経けい緯いでかけられたのか、とか」

「……詳くわしいことはさっぱり。ただ言い伝えは残ってるわ。これは『人ひと喰くい』の仕し業わざだって」

「『人ひと喰くい？』　穿獣ボルグや人間の、錬燐術レリオンのせいじゃないのか」

「違ちがうわよ。もしそうだとしたら、ご先祖様がとっくに呪のろい解いてるはずだし」

『人ひと喰くい』とは、親が子どもに聞かせる類たぐいの伝承や御お伽とぎ噺ばなしに出てくる怪かい物ぶつの名めい称しようである。

　悪いことをすると、約束を破ると『人ひと喰くい』にさらわれる──そんなふうにどこの家庭でも必ずと言っていいほど使われる決まり文句。『人ひと喰くい』が退治される童話も少なくない。

　とはいえ実在はせず、物語の中だけのわかりやすい悪役。それが一いつ般ぱん的てきな常じよう識しきだ。

　ただしラクティアマスの中でだけは、人間でも穿獣ボルグでもない怪かい物ぶつ『人ひと喰くい』が存在し、この呪のろいをかけたのだと伝えられていた。

「そんなの何もわかってないのと同じだぞ」

「それでもわたしはこの呪のろいを解くの、絶対に。だから『人ひと喰くい』を探し出すには、旅を続けられるだけの力が必要で……」

　やおら立ち上がったエルセリッタは、アスヤの目の前で地面に膝ひざをついて座すわり、

「あなたをそんな姿にしてしまって、本当にごめんなさい」

　深く、頭を下げた。

「許してもらおうなんて思ってない。身勝手な話なのもわかってる。あなたにはなんの関かかわりもないもの。でもわたしは、もうあなたに頼たよるしかないの。……だから、お願ねがいします」

「わかったよ。どうやら俺おれでも手て伝つだえそうだしな」

　あっさり返ってきた承しよう諾だくに、エルセリッタは顔を跳はね上あげる。まるで悩なやむことなく彼かの女じよの願ねがいを受け入れたアスヤの表情は読み取れない。磨みがかれて本来の色を取とり戻もどした、古びた鎧よろいの胸きよう甲こうしかそこにはない。

「いい、の？」

　精せい霊れいの召しよう喚かんに失敗してアスヤが鎧よろいに宿った。そのせいで彼かれは記き憶おくを失った。罵ののしられても詰なじられても当然だと覚かく悟ごしていただけに、啞あ然ぜんとしてしまう。

「最初にハッキリさせとくと、俺おれの都合だぞ。あと土ど下げ座ざはやめろ。気分よくない」

「……どういうこと？」

「俺おれが人間だってことはわかったよな？」

「うん。それはもう」

「でだ、短い時間とはいえ人間に戻もどれただろ？　ってことはどうにかすれば、きちんと元に戻もどることもできるはずだ。とゆーか戻もどれないと困る」

「あ……でも今のあなたは意い識しきだけが鎧よろいに宿ってるのよ。昨日きのうのは無む意い識しき下かに焼きついてる元の姿に、燐素リユオが反応して鎧よろいを変化させたんだろうから……」

「なぬ。つまり俺おれの本当の身体からだはどこかで野垂れてる？　……腐くさってないだろうな」

　意い識しきと肉体が離はなれているのなら、当然身体からだのほうは無防備なわけで。

「ど、どうかしら。そもそも召しよう喚かんで人の意い識しきが降りてくるなんて聞いたことないし」

「でも俺おれは鎧よろいになってる」

「なのよね……」

「まぁそのへんのことはあとで考えればいい」

「えええ、またそんないいかげんな」

「とにかく俺おれは元に戻もどりたいんだよ。けど方法はさっぱりだし、記き憶おくがないから世の中のこともわからない。挙あげ句くに鎧よろいじゃ動けやしない。だからまぁ、最初からお前に同行するって決めてたんだ。……むしろお前の事情と比べると俺おれの悩なやみなんか霞かすむわ」

「そんなことない！」

「一族の運命を変えようとしてるヤツが言うな。重大かつ立派すぎてこっちの肩かた身みが狭せまい。ちょい不安だったんだぞ、捨てられるんじゃないかと」

「絶対しないってば！　……ずっと考えてたんだから。なんてお詫わびしたらいいのかって」

　なるほど謝しや罪ざいの言葉がないとは思っていたが、言い出せずに悩なやんでいたかららしい。

「それはもういい。言っただろ、なっちまったもんはしかたない。なるようになる。むしろ呪のろいを解く方法といっしょに俺おれが元に戻もどる方法も探せば、利害の一いつ致ちでお互たがい文句はなしだ」

　アスヤの言葉にエルセリッタはぐぅの音ねも出なかった。彼かれへの罪悪感や己おのれの境きよう遇ぐうを明かした息苦しさなど、彼かの女じよが勝手に抱かかえ込こんでいたもろもろを彼かれはバッサリと片づけたのだ。

「……ありがとう」

「だから、こっちの都合でもあるんだ。ともあれよろしく頼たのむぞ、エルセリッタ」

「あの、エル、でいいわ」

「なら俺おれのことも……って、まだ一度も俺おれを名前で呼んでないよな、お前」

「だって、どう接すればいいかわからなかったし」

「面めん倒どうな性格してんな。呼び捨てでいい。よろしくなエル」

「そっちこそ、大おお雑ざつ把ぱなくせに。……よろしく、アスヤ」

　視し線せんを交かわして約やく定じようを認め合って、二人ふたりは同時に息を吐はいた。お互たがい緊きん張ちようしていたと自覚して、それを相手に知られてしまった気き恥はずかしさに苦く笑しようする。

「まったく、どうなることかと……いやまだ何も解決してないが」

　目覚めた直後は自分が何者なのかすら曖あい昧まいだったことから比べれば、随ずい分ぶんマシになった。元に戻もどるという目的が決まっただけでも、自分の中で芯しんが固まった気がする。

　何より一時的とはいえ元に戻もどれたことは大きい。ずっと鎧よろいのままだったなら人間だという確かく信しんすら次し第だいに揺ゆらいでしまっていただろう。

「とりあえず、俺は今に慣なれることから──はっ！」

　重大な問題に思い至る。エルセリッタに同行するということは、彼かの女じよに着られ続けるということだ。まずはあの柔やわらかな感かん触しよくとの折り合いをつけなければ何事も覚おぼ束つかない。

「どうしたの」

「なんでもない」

（で、できるか？　いややるしか……っ！　けどまったくなんとも思わなくなるのは男としてアレな気がするし、エルセリ──エルにバレるとそれはそれで面めん倒どうなことになるよな……）

　戸と惑まどいと、懸け念ねんと。おまけに妙みような昂たかぶりもあり、身体からだはジリジリと熱ねつを帯びてくる。

（いやいや、っこんなことで興こう奮ふんするわけ……けどなんだこの燃もえるような──）

「って違、あっつ！　焼けてる！　熱あつい助けろっ！」

　いつのまにか燦さん々さんと照りつける太陽に晒さらされて、喘あえぎ声ごえを上げるアスヤだった。




　　　　　　　　　　◇




　晴れた空は青く澄すみ、陽ひ射ざしは高く気温も上がり続ける正午過ぎ。

　町外れのまばらな木こ陰かげに入ったエルが、厚手の外がい套とうを脱ぬいで汗あせばんだ顔を手で仰あおぐ。

「ふぅ」

「なんで着るんだそれ。見てるこっちが暑い」

「わたし、陽ひ射ざしが苦手なの。すぐ赤くなっちゃって」

　一息ついて、彼かの女じよはたたんだ外がい套とうの上に革かわ紐ひもに結ゆわえた装そう甲こう板ばんを置く──アスヤだ。

　意い識しきが宿る胸きよう甲こうだけを持ち運ぶことを提案したのは彼かれ自じ身しん。いくら軽くしたとはいえ常に鎧よろいを着続けるのはエルにとって負担だ。そこをプレート一枚にすればさほどかさばらずに持って同行できるし、何よりアスヤは彼かの女じよの感かん触しよくに悩なやまされずにすむ。

「つくづく旅に不向きだな、ラクティアマスってのは」

　身体からだは非力で、運動も不得意。さらに錬燐術レリオンの基き礎そを作ったのに燐素リユオの生成量も人並み以下で、争いごとを忌き避ひする傾けい向こうにある。

　だから村は平和そのもので、言い争いすら年に数えるほどしかないらしい。静かにおとなしく、隣りん人じんと肩かたを寄せ合って自然の恵めぐみに感かん謝しやしながら日々を過ごす。それがラクティアマスの民族的な性質だと、アスヤはエルから聞いていた。

「あ、陽ひに弱いのはわたしだけね。みんなはしっかり畑とか猟りように出かけるから。……んっと」

　話しながら、エルは腰こしに革かわのベルトをつける。佩はいているのは鞘さやに納まった無骨な刃やいば。昨日きのう鎧よろいのパーツを売った武具屋で長ちよう剣けんを下取りに出して購こう入にゆうした、新しい武器である。

「それにしても、やっぱり惜おしいことしたな」

「まだ言ってる。もういいじゃない」

「けどな。あの反応からしてそうとう買かい叩たたかれたぞ」

　アスヤが愚ぐ痴ちるのは武具屋店主の反応だ。中年の店主は入店したエルに気づいた途と端たん、慌あわてた様よう子すで「き、昨日きのうの鎧よろいは返せねぇぞ！　もう溶かして固めちまった！」と叫さけんだのだ。

「いつまでも気にしたってしかたないわ。……こう、かな？　どうかしら」

「そんな感じだな。つーか、またえらくゴツイのにしたな」

　彼かの女じよが選んだのは、鉈なたに似た片かた刃はの剣けんだ。肉厚で頑がん丈じよう、刃は渡わたりは長ちよう剣けんより短く、柄つかを含ふくめるとエルの腕うでと同じくらいの長さになる。柄つかには滑すべり止どめの布が巻かれ、粗そ雑ざつではないが装そう飾しよくは皆かい無む。ただ肉を斬きることだけを考えて作られたような殺傷武器である。

　華きや奢しやなエルには不ふ釣つり合あいに思えるが、何よりもこの鉈なた剣けん、二ふた振ふり一いつ対ついの拵こしらえなのだ。腰こし後ろで鞘さやを交差させているものの、彼かの女じよが二ふた振ふりを同時に使うのは難むずかしい。

「平和主義と言えば聞こえがいいけど、ラクティアマスはすごく臆おく病びようなだけなのよ。自分も他人も傷つけたくない……争うことにどうしようもない嫌けん悪お感かんがあって、目の前に倒たおすべき敵がいたとしても、暴ぼう力りよくや害意から眼めを背そむけてしまう。戦わなければいけないときに戦えない」

　昨日きのう、穿獣ボルグを前に長ちよう剣けんを抜ぬいたエルの両手は、震ふるえていた。あれは単に彼かの女じよが非力なだけでなく、ラクティアマスの本能が戦いを拒こばんでいたからか。

「わたしも、戦いは嫌きらい。武器を持つのだって怖こわいわ。でもそれじゃ旅はできない。目的を果たせない。何がなんでもこの呪のろいを解かないといけないのに」

　自身に言い聞かせている今も、剣けんの柄つかを握にぎるエルの手は小さく震ふるえている。敵を前にしていなくても、ただ剣けんを抜ぬくことにすら抵てい抗こうがあるのだ。

　呪のろいをかけたのが伝承で語られているような『人ひと喰くい』なら戦いは避さけられない。だから彼かの女じよには敵を倒たおす武器と技術が必要で。

「その誓ちかいを鈍にぶらせないためにも、わたしは、武器らしい武器を手にしなきゃいけないの」

　力をこめて、少女は真新しい銀の刃やいばを陽ひの光に晒さらす。なんの装そう飾しよくもなく、ただ斬きるためだけの、戦うためだけの無む機き質しつな凶きよう器きを選んだのにはそういう理由があったのだ。

　震ふるえは止まらない。けれどこの刃やいばは、ラクティアマスの呪のろいを断たち切きるという彼かの女じよの決意の証あかし。戦いを拒こばむ己おのれを拒こばみ、無む謀ぼうだとしても必ず成なし遂とげようとする強い想おもいの表れだ。

「なるほどな。立派なこった。けどせっかくの武器も使えなけりゃ意味ないぞ」

「それはほら。アスヤが力をかしてくれるでしょ」

「ダメだろ。ありゃ一時しのぎだ。自力で使えるようになれよ」

　アスヤの補助でエルの身体能力は底上げできる。しかし逐ちく一いちタイミングを合わせなければならず使い勝手が悪い。ズレればぎこちない動きになり、致ち命めい的てきな隙すきにつながりかねない。

「え、そんな。手て伝つだってくれると思ってこれにしたのに！」

「待てコラ。そんないいかげんな皮算用で決めたのか」

　武器が決意の証あかしではなかったのか。

「い、いいもん。今までだって練習してきたし。一本なら長ちよう剣けんよりも軽いから、慣なれれば」

「練習して、あれなのか……？」

「ええ、かなり上手うまくなったわよ。ふふん」

「アホか。自じ慢まんになんねぇよヘボ！」

「な、何よこのダメな鎧よろい！　ダロイ！」

「他た力りき本ほん願がんで見切り発車したヤツに言われたくねぇよ!?」

「ううう……な、なら教えなさいよ。それならいいでしょ」

　言われて、アスヤは昨日きのうの戦いでエルに剣けんの握にぎり方かたを指示したことを思い出す。自然と浮うかんできたが、確たしかにあれは経けい験けんに則のつとった知ち識しきだ。鎧よろいになる前は剣けんを使っていたのだろうか。

「……はぁ、わかった。お前がドンくさいままだと俺おれも困るからな」

　技術よりもまず剣けんを振ふれるだけの身体からだを作りたいところだが、ラクティアマスの民族特性を考えるとあまり期待できそうにない。

「なるべく体力を使わないで、せめて昨日きのうの蜥蜴とかげくらいは自力で倒たおせるように──ん？」

　妙みような違い和わ感かんを覚えて、アスヤは呟つぶやきを止める。伝わってくるのは遠くで身体からだが引っ張られているような感覚だ。嫌いやな予感がした。

「……置いてきた装そう甲こうが動いてる気がする」

「え。まるごと全部？」

「いや、たぶんどれかひとつくらいだと思うが……あぁくそ、気持ち悪い」

　胸きよう甲こう以外のパーツは宿の部へ屋やで室内干しをしている。まさか盗ぬすみに入られたのだろうか。

　エルは鉈なた剣けんを納めてアスヤを持ち上げると、外がい套とうを目ま深ぶかに羽は織おって木こ陰かげから出る。

「場所はわかるのね？」

「あぁ。宿からどんどん離はなれてる。南に向かってるな」

　それを聞いたエルはすぐに駆かけ出だして、肩かたから提さげられたアスヤの視界がガクガク揺ゆれる。

「お、落ち着け。酔よう」

「じゃあこうするわ」

　両りよう腕うでで抱かかえられ、視界が安定する。ただし胸きよう甲こう裏うらには外がい套とう越ごしにふくらみが押おしつけられた。

「ぐぬぅ。おっぱ」

「え、何？」

「いやなんでもな……もうちょい右だ」

　アスヤの指示に従って少し走ると、商店が並ぶ通りの裏手に入った。昼を過ぎて一息ついているのだろう、酒場や食しよく事じ処どころの店員たちが顔を隠かくしているエルを見て首を傾かしげる。

「この格好だと完全に不ふ審しん者しやだぞお前」

「しゃべる鉄板のほうがよっぽどよ」

「うっせーよ……あ、上だ！」

　奇き異いの視し線せんを浴びながら店員たちの前を通とおり抜ぬけようとして、足を止める。顔を上げると酒場の屋根から小さな影かげが隣となりに飛び移るのが見えた。長く柔やわらかそうな尻尾しつぽが揺ゆれ動うごき、その先には磨みがいたばかりの腕わん甲こうが陽光を反射してキラリと光る。

「もしかしてヤマツクネ、かしら」

「なんだ、美味うまそうな名前……じゃなくて、待て小動物っ。それは俺おれの身体からだなんだよ！」

　姿が見えたのは一いつ瞬しゆんだが、アスヤの感覚で追つい跡せきは容易だった。屋根の上を動き回る小動物はやがて、通りの外れにある廃はい屋おくに入っていく。

　中ちゆう途と半はん端ぱに開いているドアからエルが中を覗のぞき込こむと、灰はい色いろのモコモコとした小動物が尻尾しつぽで運んできた腕わん甲こうを床ゆかに下ろした。次いでその上に乗ってくるくる回りながらキュイキュイと高い声で鳴くと、奥おくからもう一いつ匹ぴきが顔を出す。

「わ、珍めずらしい」

「何してんだ？」

「求愛よ。ああやってできるだけ大きい光るものを探してきて、その上で歌うたい踊おどるの。あんまり人里には来ないんだけど、わたしの村は近くの森に巣があってね。久しぶりに見たわ」

「じゃあ終われば取り返していいのか」

「ううん。求愛が成功したら光るものはそのまま巣に持もち込こむの。結けつ婚こん指ゆび輪わみたいな感じね。……そっとしといてあげない？」

「ふざけんな。今すぐ突とつ入にゆうだ」

「昨日きのうあんなに売っちゃったんだし、もうひとつくらい手放しても」

「あれはやむを得ずで有効利用だろーが。つーか落ち着かないんだよこの感かん触しよく。人の上でくるくると。踏ふまれてる俺おれの身にもなれ」

　例えるなら手のひらをひたすらつつかれているようなものだ。こそばゆいし無視できない。

　そう愚ぐ痴ちを零こぼしていると、小動物の求愛ダンスを眺ながめていたエルが怪け訝げんな顔を向けてきた。

「……ねぇ、気になってたんだけど……もしかしてアスヤ、触ふれてる感覚があるの？」

「──あ」

　失言に気づく。結局伝えていなかった。

「今も？　わたしが着てるときも？」

「……まぁその、わざと黙だまってたわけじゃないぞ？　いろいろ慌あわただしかったし、知ったら嫌いやな思いをさせてしまうだろうと俺おれなりの配はい慮りよが……あって……だな？」

　言葉を重ねていくあいだにも、エルの視し線せんはみるみる冷えきっていく。反面、心しん拍ぱくは小刻みに速まり、胸きよう甲こうを抱かかえた両手は震ふるえ始はじめ。

「こ……こ、この、ヘンタイ！」

　びたんっとアスヤは地面に叩たたきつけられた。視界が土で塞ふさがるのは二度目だな、とどこか冷静になる。

「どうして隠かくしてたのっ」

「だから知っても嬉うれしくないだろーと思ったんだよ！」

「あああ当たり前でしょ！　じゃあわたし、昨日きのうからあなたに身体からだをあの、その、えっと……あぅぅぅぅ何言わせるつもりよ!?　えっちな鎧よろい！　略してエロイ！」

「それただの悪口だ！　っていうか俺おれだってなぁ！　耐たえてたんだぞいろいろと！」

「耐たえてたって何よ！　嫌いやだったならそう言えばいいじゃない！」

「嫌いやじゃねぇよむしろ逆だ！」

「逆!?　意味わかんない！」

「だからお前胸でかいんだよ柔やわらかいんだよ意い識しきしてたらどうかなりそうなんだよ！」

　ついカッとなって、思い切り、叫さけんでしまった。

　直後に後こう悔かいするものの、一度口にしてしまった言葉を回収する術すべはなく。

　エルもまた、硬こう直ちよくしたまま涙なみだの滲にじんだきれいな碧へき瞳どうを瞬またたかせていて。

「………………え、っと、あ、う……ご、ごめんなさい？」

　やがてスルスルと、膝ひざをついたまま器用に後ろに下がっていく。

　お互たがい一気にクールダウンして、沈ちん黙もくを挟はさむことしばし。

「──考えてみれば、アスヤは悪くないのよね。こうなったのはわたしのせいで」

「お、おいおい。蒸むし返かえすなよ」

「それに、ほ、ほら！　感覚って生きてる実感よ？　やった！　よかった！」

「着られる感かん触しよくに喜んでたら俺おれって完全にヘンタイだよなぁ！」

「そ、そういう意味じゃなくてっ」

「……いい、やめよう。不毛だ。俺おれが悪かった。すまん」

　げっそりしながら本心から謝あやまる。不快な思いをさせてしまったことに違ちがいはない。何よりこれ以上続けても彼かの女じよが自身を責めるだけだ。

　それでもエルは何かを言いかけたが、胸きよう甲こうを拾い上げ、ついた土を払はらって隣となりに座すわる。

「で、どうする。俺おれを置いていくか？」

「…………朝も言ったでしょ。そんなことしないわ。アスヤの力は必要だもの」

「いいのか」

「わたしがガマンすれば…………っもちろん、アスヤもできるだけ気にしないで！」

「わ、わかった。善処する」

　できるわけないだろ、とは言わないでおく。

　ちなみに、大おお騒さわぎしたせいか。

　いつのまにかヤマツクネの姿はなく、廃はい屋おくには腕わん甲こうだけがポツンと残されていた。







[image: 第二章　鎧的なすごしかた]







「道みち標しるべ？」

「そう。このくらいの、丸くて透とう明めいな玉でね。中に刻まれた術式が方角を示してくれるのよ」

「へぇ。それで『人ひと喰くい』の居場所がわかるのか。便利だな」

　エルセリッタの旅の目的はラクティアマスに呪のろいをかけた『人ひと喰くい』を見つけ出すことだ。ただそれは存在すら定さだかではなく、手がかりも皆かい無むに近い──そう聞いていたので、彼かの女じよの言葉にアスヤは少し安心する。

「あ、違ちがうの。道みち標しるべが何に反応するのかはわからなくて。でも何かは起こってるわけで、それに『人ひと喰くい』が関かかわってるかもしれないから、必ず役に立つはずだってばばさまが」

「なんだ、つまりダウジングみたいなもんか」

「だう……何？」

「金属の棒とかで隠かくれたものを探す手法だ。詳くわしい理り屈くつは知らん。しかしつまりは面めん倒どうごとに自ら首を突つっ込こんでいくのか。苦労しかなさそうだな」

「しかたないじゃない」

「まぁ他ほかに手がないんだしな。で、その道みち標しるべがどうしたって？」

「……ちゃったのよ」

「ん？　すまん、聞こえなか──」

「燃もえちゃったの！　あのとき！」

　街かい道どうの真ん中で、肩かたから提さげた新しいバッグを揺ゆらして叫さけぶエル。

　蜥蜴とかげの穿獣ボルグに燃もやされた前のバッグ。あの中にその道みち標しるべが入っていたのだ。

「とっておきだって言ってたのに、ばばさまになんて謝あやまれば……」

「待ておい。ってことはどうすんだこれから。というか今どこを目指してるんだよ」

「道みち標しるべが最後に示したのがこっちなの」

「先が思いやられるな……」

　こうして二人ふたりは道みち標しるべが示した方角──北へ進んだ。時折練習がてらにアスヤがエルの脚あしを補強しての跳ちよう躍やくを繰くり返かえしたので、普ふ通つうよりもかなり速く長い距きよ離りを移動できた。

　そしてこれまでエルがしてきた方法に倣ならい、大小問わずあちこちの町や村を訪おとずれて人々から『人ひと喰くい』の話を聞いて回る。するとそのうち、アスヤは奇き妙みようなことに気づいた。

　町の住人や遠方から来た旅人、農民や商人などの職しよく種しゆや出身を問わず、老ろう若にやく男なん女によの誰だれもが『人ひと喰くい』について何かしらの御お伽とぎ噺ばなしや伝承を知っているのだ。もちろん話の内容は千せん差さ万ばん別べつではあるものの、『人ひと喰くい』という存在が人々に広く知られているのは確たしかだった。

　誰だれも見たことがないのに、まるで身近にいるかのように。

　そうしてアスヤとエルが出会って、五日目。

　とある小さな村を訪おとずれた二人ふたりは、気になる噂うわさを耳にした。ここからさほど離はなれていない山やま間あいの集落が、何かに襲おそわれて壊かい滅めつしたというのだ。

「どう思う？」

　簡かん素そなベッドの上に雑な地図を広げて見ると、件くだんの場所は山を二つほど越こえた先にあるプトラ村むら。半月ほど前から周辺では正体不明なバケモノの目もく撃げき談だんがあり、今回のことでまことしやかにこう囁ささやかれるようになった。

『人ひと喰くい』が出た、と。

「ないな。どうせ穿獣ボルグか、盗とう賊ぞくだろ」

　その単語を聞いたエルの脈みやく拍はくが乱れたのをアスヤは直じかに感じ取っていた。なのでキッパリと否定すると彼かの女じよはぐっと息を詰つまらせる。おそらくは無自覚に。

「こんなあっさり『人ひと喰くい』が見つかるなんて都合のいい話はないぞ」

「…………そう、よね」

「まぁそれをいうなら」

　肩かたを落とすエルの胸で、一いつ般ぱん的てきな意見を言い終えたアスヤは力を抜ぬいて付け加える。

「『人ひと喰くい』を探すのがふつうじゃねーからな。他ほかにアテはないんだし、ほんの少しでも疑わしいなら確たしかめにいけばいい」

「え……」

「どうするよ。もう遅おそいし今夜はここに泊とまるとして、明日あしたは朝あさ一いちにその村に行くか？」

　アスヤの問いかけにエルはしばし目を瞬またたかせてから、声を弾はずませる。

「もちろん！　朝になったらすぐに向かうわ！」

　力強く頷うなずいて、エルは鎧よろいの留め具をパチンと外す。するとぴったりとフィットしていた革かわ衣ころもがふくらむように緩ゆるんだ。身体からだに合わせてサイズが調ちよう節せつされる謎なぞ機き能のうだが、鎧よろいの留め具すべてが閉じているかどうかでオンオフされる仕組みだとわかっている。

「それじゃ、あっち向いてて」

　胸きよう甲こうの裏から温かな感かん触しよくが離はなれてホッとするアスヤを、エルは外に向けて窓まど際ぎわに置く。彼かれが人間だとわかってから彼かの女じよは視界の外で着き替がえるようになった。

（けど、この状じよう況きようも、なんつーか──）

　会話はなく、アスヤはただただ後ろからの衣きぬ擦ずれの音を聞き続ける。よくないとはわかっているが、夜の外は見るものがないし、エルが脱ぬぎ終おえた革かわ衣ころもに残る人ひと肌はだの温ぬくもりを無視しようとすればするほどどうしても意い識しきは聴ちよう覚かくに集まってしまう。

（ぐぬぬ……この背中に全神経が集中する感覚……っ）

　シュルリ、の音は服が身体からだのどこに触ふれたものだろうか、などと考えてしまいそうになるのを必死に堪こらえて、なんとか別の話題に思考を傾かたむける。

「はやく人間になりたーい」

「……無理言わないでよ」

　あれから一度だけ、人間に戻もどれるか試ためした。けれどいくらエルが錬燐術レリオンでアスヤに燐素リユオを吸収させても変化は起きず、結局エルのほうが錬燐術レリオンの使いすぎでへばってしまったのだ。しかもアスヤが内に感じた熱ねつはとても小さく、すぐに消えた。

『燐素リユオ喰くい』──アスヤは自身の吸収特性をそう名づけた。

　人間の姿に戻もどるには、一度に相当量の燐素リユオを取とり込こまなければならないらしい。あのときは穿獣ボルグの炎ほのおを何度も喰くってようやくだったのだ。

「かといってわざわざ穿獣ボルグと戦うのも」

「イヤよ。それでアスヤが人になったら鎧よろいがなくなって……ぬ、脱ぬげちゃうじゃない！」

「そこはホラ、お前には立派な外がい套とうがあるだろ。あれ羽は織おればなんとか」

「ぜっっっっったいイヤ！　はだかに外がい套とうなんて、露ろ出しゆつ狂きようの痴ち女じよよ！」

「…………過か激げきな単語知ってるな。耳みみ年どし増まってヤツか？」

「ふぁ──ち、ちち、違ちがうわよ！　知らない！　言ってない！」

　上着でもはためかせているのか、バッサバサと風がそよぐ。

（わかっちゃいたが、問題は山やま積づみか）

　アスヤのことだけではない。エルは毎日素す振ぶりをしているものの、まだ鉈なた剣けん一本に振ふり回まわされているし、アスヤを着て動き続ける体力にも不安がある。件くだんのバケモノと遭そう遇ぐうしたとして、まともに戦えるかは怪あやしい。

　止とめるべきとは考えた。まずは充じゆう分ぶんに準備をして、旅を進めるのはそれからだと。

　けれど彼かの女じよにはその時間がない。本当にいるのかすら定さだかでない『人ひと喰くい』を見つけるには、いくら時間があっても足りないのかもしれない。

　だから彼かの女じよは何よりも前に進むことを選ぶ。無む謀ぼうだとしても歩みを止めることはない。

　その姿は、アスヤの目には不自然に映る。もちろん短命の呪のろいなんてものはなくなったほうがいい。しかし解決策がない以上、限られた時間の中でできるだけ長く生きようと考えてもよさそうなものだ。少なくとも先の見えない危険に自ら踏ふみ込こむような行動はとらないだろう。

　だからおそらく彼かの女じよには、まだアスヤの知らない理由がある。必ず自分が呪のろいを解くと、そう強く誓ちかうほどの何かが。

（それでもまぁ、俺おれくらいは付き合うさ。他にやることないし）

　過去を何も覚えていないアスヤにとって、彼かの女じよとの出会いがすべての始まりだ。自分が何者なのか、人間に戻もどれるのか、わからないことだらけの中でエルセリッタの存在は眩まぶしく映った。

　利害の一いつ致ちはもちろん、けれどアスヤとしては彼かの女じよへの興きよう味みも同行の理由としては充じゆう分ぶんな比率を占しめている。

　などと思おもい耽ふけってしまうのは、視界にチラチラと入はいり込こむ光景が原因で。

「……エル」

「なによ」

「落ち着いて聞け。今気づいたんだ。決して黙だまってたわけじゃない。俺おれを信じろ」

　ひと通り弁明して、首を傾かしげる彼かの女じよに内心冷ひや汗あせをかきながら、告げる。

「窓に反射していろいろ見えてる」

「──ふ、ぇえっ!?　ちょ、み、見るなバカぁっ!!」

　バタバタと走ってきたエルに摑つかまれて、イスに叩たたきつけられるアスヤである。




　　　　　　　　　　◇




　翌日、途と中ちゆうまで行商人の馬車に乗せてもらったおかげで、件くだんのプトラ村むらがある山には早い時間に入ることができた。標高はさほどでもないものの緩ゆるやかに広がる斜しや面めんには、簡かん素そだが物資を運ぶための山道がある。

「うぅ、あっつい……汗あせかいてきちゃった」

　木々のあいだを縫ぬうように続く山道を進みながら、エルは額ひたいの汗あせを拭ぬぐう。いつのまにか太陽は中天にさしかかろうとしている。

「なら外がい套とう脱ぬいだらいいだろ。木があるからそこまで陽ひ射ざしは強くないし。脱ぬげ脱ぬげ」

「アスヤに言われるとなんとなく下心があるような」

「なんでだよ。じゃあ正直に言うと外がい套とうの中が蒸むれ」

「わ──────っ!!」

　バッサバッサと外がい套とうが翻ひるがえり、アスヤの体感気温が幾いく分ぶん下がる。

「おお、涼すずしい」

「な、何くつろいでるのよ！　もうヤダ、信じられない！　そういうこと言う!?」

「現実から目を逸そらすのはよくないぞ」

「も、もしかして、におう？」

「安心しろ。今は嗅きゆう覚かくはないから」

「あああああ、もうバカ！」

　真まっ赤かな顔で憤いきどおりながら、胸きよう甲こうに平手を叩たたきつけるエルである。

　そんなこんなで村まであと半はん刻ときほどになったとき、二人ふたりは妙みような一団を認めて足を止めた。

　兵士の集団だ。数は三十人ほど。赤布に金の獅し子しを描えがいた旗を掲かかげ、隊列を成してエルたちとは別の、下の山道を進んでいる。半数は軽装の鎧よろいを身に着け、残りは全身をくまなく覆おおう甲かつ冑ちゆう。いずれも身みの丈たけほどの厚い盾たてを携たずさえている。

「なんだあれ」

「討とう伐ばつ隊たいかしら。あの軍旗は……ルルメル領りようね」

　ガロット大たい陸りくに存在する三つの国の中で、もっとも大きいのがここアダン王おう国こくだ。この国は国土を十三に分け、それぞれを領主が自治している。

　ルルメル領りようはそのひとつ。エルとアスヤが出会ったここカクムート領りようとはこの山を挟はさんで隣となり合あっていて、逃にげ延のびた村民がカクトームとルルメルの両方に助けを求めたという話も聞いた。どうやらルルメルはカクトームより先に部隊を動かしたらしい。

「意外。ルルメルって少し前に若い領主に代わってから評判よくないみたいなのに、わざわざ領境のことを気にするなんて」

「さすがに無視できないんだろ。自分の領地に被ひ害がいを出したくはないだろうし……ん？」

　眺ながめていると、隊列の中央に兵士ではなさそうな人物がいた。距きよ離りがあるのではっきりとは見えないが、若い女性だろうか。鎧よろいなどは身に着けず、一人ひとりだけ馬に乗っている。

「なんだあの真ん中の。見た感じ指揮官でもないよな」

　それに黙もく々もくと行軍する兵士たちの行き先はプトラ村むらではなく、むしろ離はなれていく。

「事が終わった……ようには見えないな」

「もしかして、アタリをつけてるかも」

「あぁ、少なくとも手がかりが何もない俺おれたちよりは期待できそうだ」

　木々に隠かくれながら兵士たちを追うと、ますます一人ひとりだけの女子が目立つ。小こ柄がらで、歳としはエルよりも若く──幼くて、かなり長い髪かみは目の覚めるような銀ぎん色いろ。馬に跨またがるのではなく背もたれのある鞍くらに横向きに座すわっていて、何をするでもなく胡う乱ろんげに視し線せんを彷徨さまよわせている。

　だが何よりも目を引くのは、少女が抱だきかかえているものだろう。

「あれ、何？」

「俺おれの目がおかしくなければ、でかいぬいぐるみに見える」

　少女と同じくらいはあるのではないかという、丸っこくデフォルメされた茶ちや色いろい動物。ふてぶてしい顔の口先から出た二本の歯と平たく大きな尾おから、河辺で木をかじり倒たおすこともあるげっ歯し類るいを連想させる。

「なんであんなもんを」

「好きだから、かしら」

「こんなところまで持ってこないだろ普ふ通つう。なんか偉えらそうだし、あとやる気なさそう」

「……銀ぎん髪ぱつの髪かみの、女の子……あ、もしかして」

「ん、知り合いか？」

「そうじゃないけど、前に聞いたことが──」

　なぜか戸と惑まどいながらエルが呟つぶやいた、そのとき。

　グォオオオオオオアアアアッ、と。

　隊の前方から大気を震ふるわせる咆ほう哮こうが響ひびく。それに混ざっていくつもの悲鳴と怒ど号ごうも。

「おいおいおいいきなりかよ」

「っ──行くわよ！」

　走り出したエルの胸の上でアスヤは感じた。動どう悸きが激はげしい。手足は硬かたく、緊きん張ちようしているのがわかる。恐きよう怖ふもあるはずだ。けれども彼かの女じよは前に進む。

　部隊は山道を塞ふさいでいる。なのでエルは横の斜しや面めんを選んだ。低い枝葉に外がい套とうを擦こすりながら駆かけ上あがり、やや高い位置から隊の前列を視界に入れる。だが飛とび込こんできたその光景に、短い距きよ離りで上がってしまった息が一いつ瞬しゆん詰つまった。

　数人が地面──血だまりの中に倒たおれている。甲かつ冑ちゆうはおろか分厚い盾たてごと無残に引ひき裂さかれ、遺い体たいは激はげしく損傷していて正しい人数がわからない。

　彼かれらの前には、大きな壁かべかと見み間ま違ちがうほどの巨きよ軀くが立ちはだかっている。

　体長はエルの倍以上。ボリュームにいたっては五倍でも足りないだろう。体毛は濁にごった白。吐はき気けを覚えるほどに鮮せん烈れつな真しん紅くに塗ぬり潰つぶされた両りよう眼めと、額ひたいから突つき出だす太く拗ねじくれた歪いびつな赤いツノがその正体を明示している。

「あれが……!?」

「残念ながらハズレだな。熊くまっぽい……けどあれは、確たしかにバケモノだぞ」

　熊くまは兵士たちを睥へい睨げいしながら再び吼ほえた。木々が震しん動どうし地面の小石が跳はねる。同時に額ひたいのツノが光を帯び、パリパリと不可解な音が聞こえ始める。

「放ほう燐りん、来るぞ！　守りを固めろ！」

　隊長らしい男の指示に従い、盾たてと甲かつ冑ちゆうで身を固めた兵士たちが横一列に並ぶ。

「いや無理だぞっ」

　ツノから生じる光と音からしてそれは雷らい撃げきの類たぐいだ。対する兵士たちは金属の鎧よろい。防ぐどころか格好の的だが、今さらどうすることもできない。

　視界を劈つんざく閃せん光こうと、鼓こ膜まくを突つき破やぶらんばかりの轟ごう音おんが山やま肌はだを蹂じゆう躙りんする。

「……ぅぁ」

　咄とつ嗟さに耳を塞ふさいでしゃがみ込んだエルも呻うめき声ごえを上げる。

　対するアスヤは鎧よろいだからか聴ちよう覚かくも視覚も壊こわれず、一部始終を目まの当あたりにした。

　巨きよ熊くまのツノから放たれた無数の放電は、大気を焼きながら一いつ瞬しゆんの内に周囲を無差別に、広こう範はん囲いに亘わたって薙なぎ払はらった。直ちよく撃げきした木々は黒く炭化し、抉えぐられ、爆ばく発はつし、燃もえ上あがった。

　エルに当たらなかったのはそれらの障害物が多かったから──ではなく。

　兵士たちも、全員が無事。

　盾たてを構えていた者も、その後ろで剣けんを抜ぬいていた者も、その後ろで指揮していた隊長も。

　傷ひとつなく、一様に啞あ然ぜんとした顔でそれを見上げている。

　自分たちを丸ごと覆おおう、淡あわい紫むらさき色いろをした半球の壁かべを。

「なんだ、これ」

　その半はん透とう明めいの壁かべは、兵士たちを焼いたであろう雷らい撃げきをすべて遮しや断だんした。そして突とつ然ぜん現れたのと同じように、すぅっと薄うすれて消えてなくなる。

　と、驚きよう愕がくと困こん惑わくで静まる一同の耳に小鳥のさえずりにも似た声がとどく。

「ふぅん。おおきいぼるぐだ。あたしをよぶだけのことはあるね」

　声の主は、兵士たちに囲まれて一人ひとりだけ馬上にいた長い銀ぎん髪ぱつの少女。いつのまにか馬から下り、げっ歯し類るいのぬいぐるみに寄りかかって気けだるげに佇たたずんでいる。

「──何、あれ」

　爆ばく音おんと閃せん光こうから立ち直ったエルが息を吞のむ。その視し線せんはぬいぐるみに向けられていて、アスヤも遅おくれて気づいた。

「もしかしてあれは……燐素リユオか？」

　よくよく注視すれば、まわりの空気が揺ゆらめいているのが見てとれる。さらに伝わる圧あつ倒とう的てきな存在感。どちらもぬいぐるみから溢あふれ出だす桁けた外はずれな量と密度の燐素リユオによるものだ。

　大気中に漂ただよう燐素リユオを薄うすい霧きりとするなら、あのぬいぐるみが発するそれは水みず飴あめか。

　ただし造形のせいで『少女を侍はべらせて悦えつに入いるげっ歯し類るい』という珍ちん妙みような光景になっている。

（なんか猛もう烈れつにぶん殴なぐりたいなあのぬいぐるみ）

「さっさと出てきてくれてありがと。これで帰れるし」

　勝手なことを呟つぶやいて、少女はぬいぐるみをぽふぽふ叩たたきながら薄うす紅べに色いろの唇くちびるを動かす。

「マルグ・エン・セラフ・プセウ・フィーム・オウン・ゴウン・ゾウン・ヴィクト・ダン・エニア・ガートゥ・リット・ミット・ズィークス」

　歌を口ずさむように意味の通らない単語を唱となえながら少女が手を掲かかげると、小さな右手が白い光に包まれる。それは言葉が重なるにつれて輝かがやきを増していき、

「ゲイン・クティ・テンフ・デュポン──『目覚めて廻まわれ』・流星の射手！」

　言語の完結と同時、白光は一条の矢となって彼かの女じよの手から放たれた。それは目で捉とらえることすら困こん難なんな速さで巨きよ熊くまの腹に突つき刺ささり、直後に無音の大だい爆ばく発はつを起こす。

「な……っ!?」

　啞あ然ぜんとするアスヤの視界いっぱいに音もなくふくらむ白い炎ほのお。それはまるで花弁のように広がって、瞬またたくまに儚はかなく消えた。代わりに消し炭になった穿獣ボルグの肉にく片へんがパラパラと降り注ぐ。

「おい、今のも錬燐術レリオン……か？　お前のとは随ずい分ぶん違ちがうぞ」

　爆ばく心しん地ちから立たち上のぼる煙けむりを眺ながめながら尋たずねると、棒立ちしていたエルはやっと気を取り直す。

「わ、わたしのと比べないでよ。方式が違ちがうし……そもそも使った燐素リユオ量りようが尋じん常じようじゃない」

　エルが使う錬燐術レリオンは地面などに刻こく印いんを描えがく方式だが、銀ぎん髪ぱつの少女が見せたのは刻こく印いんの代わりに文もん言ごんを唱となえる詠えい唱しよう式しき。しかし何よりも少女が制せい御ぎよして操あやつった燐素リユオの量が莫ばく大だいだった。同じことをやれと言われてもエルには到とう底てい為なしえないほどに。

「基もとになってる術式は珍めずらしくないけど、あんなにいくつも増ぞう幅ふく効果を織おり込こむなんて……はっきり言って人にん間げん業わざじゃないわ。しかも消音までして」

　錬燐術レリオンは術者が体内に取とり込こんだ周囲の燐素リユオを自分のものとして練り直し、さまざまな事象を引き起こす術だ。けれど個々人ごとに内包できる燐素リユオの許容量には差があり、原則的に自身の容量を超こえる燐素リユオが必要な術式を発動させることはできない。

「今のを並の術者が使おうとしたら、五人以上はいないと無理よ」

「……そんなにすごいのか、あの子は」

「それにあのぬいぐるみも。あれだけの燐素リユオを供給できるなんて、もしかして」

　何かに思い至ったエルだが、その声は喝かつ采さいにかき消される。

「お……おぉぉおおおっ!!」

「これが、ログの実力か！」

「すばらしいっ！　すさまじい！」

　犠ぎ牲せいは出たが少女がいなければ全ぜん滅めつしていただろう。興こう奮ふんする兵士たちの中で、隊長が少女を労ねぎらう。

「さ……さすがはログ家けですな、フィリオフィルヴィア殿どの。ルルメル卿きようもさぞお喜びになるでしょう。いや、あまりに早い解決に驚おどろかれますかな」

「べつに。それよりはやく帰ろ？　これであたしのシゴト終わりだよね」

「は。ではルッケルンへ戻もどり、ルルメル卿きように謁えつ見けんしていただきまして」

「スクーカ。このまま帰らせてよ。あたしあのひときらいだし」

「そ、そういうわけには」

（うーむ、どうすればいいかな）

　斜しや面めんの茂しげみから隊の会話を聞きながら、アスヤは悩なやむ。今の混乱と草くさ色いろの外がい套とうのおかげでまだ誰だれもこちらには気づいていないが、場所が近いので動けばすぐに見つかるだろう。この状じよう況きようでの部外者は話がややこしくなる。少女──フィリオフィルヴィアというらしい──のことは気になるものの、わざわざ首を突つっ込こむ理由はない。

（さっさと去ってくれるとありがたいんだが……ん？）

　同じ考えのエルとともに、じっと息を潜ひそめるアスヤがそれに気づいたのは偶ぐう然ぜんだった。

　山道を挟はさんで、二人ふたりがいる茂しげみと反対側の斜しや面めんを何かが駆かけ上あがってくる。それはあっというまに近づくと、興こう奮ふんに沸わき立たつ兵士たちの只ただ中なかに躍おどり出でて、吼ほえた。

「もう一いつ匹ぴき!?」

　ぐしゃり、と片かた腕うでの一ひと振ふりで数人が千切れ飛ぶ。喝かつ采さいが悲鳴に変わり、混乱する兵士たちの中で地面に両手をつけた二体目の穿獣ボルグは太いツノにバチバチと火花を起こした。一体目と同じく雷らい撃げきを操あやつるのだ。

　少女は完全に出で遅おくれている。刻こく印いんや詠えい唱しようが必要な錬燐術レリオンは穿獣ボルグの放ほう燐りんほど即そく座ざには使えない。先ほどの障しよう壁へきが間に合わないのは明白で、しかも穿獣ボルグは兵士たちの中にいる。

「最悪だなっ……エル！　俺おれが喰くう！　跳とべ！」

「え、けど」

「いいから行け！」

　触ふれた燐素リユオを吸収する『燐素リユオ喰くい』。防げるかわからないが、他ほかに選せん択たく肢しはない。

「あああ、もうどうにでもなれっ」

　エルの踏ふみ出だしにタイミングを合わせる。一歩目の踏ふみ切きりに最大の力を付ふ与よした跳ちよう躍やくは、アスヤに包まれたエルの華きや奢しやな身体からだを矢のように加速させた。

　咆ほう哮こうとともに頭とう角かくから雷らい撃げきが放たれる──寸前、胸を反らせたエルが熊くまに似た穿獣ボルグの眼前に飛とび込こんだ。勢いは地面に突つき立たてた鉈なた剣けんで、着地の反動はアスヤの補強で押おし殺ころす。

　轟ごう音おんと閃せん光こうが大気を染め上げた。

　太く荒あら々あらしいツノから生じた雷らい撃げきが、拡ひろがる前に金属であるアスヤに引きつけられる。それは片かたっ端ぱしからアスヤの中へと流ながれ込こみ、煮にえたぎるような熱ねつとなって蓄ちく積せきされる。

「ぐ……ぅぅぅぅっ！」

　苦く悶もんの声を上げながら、耐たえた。五つ数えるかどうかの時間が恐おそろしく長く感じた。

「……ア、アスヤ？」

「──ぉう、生きてる」

　肩かた膝ひざをついたエルの呼びかけに応じる。彼かの女じよは無事だ。周りの兵士たちも。

　アスヤは、穿獣ボルグの放った雷らい撃げきすべてをその身に収めきっていた。

　超ちよう至し近きん距きよ離りから、真まっ赤かな眼球がアスヤを、エルを睨にらみつけてくる。

「っ、逃にげろ」

　内側から焦こがされる灼しやく熱ねつを抱かかえ込こみながら、飛とび込こんだのとほぼ同じ勢いで茂しげみに突つっ込こむ。着地に失敗してごろごろと転がるが、アスヤに守られたエルが負ったのは軽い擦すり傷きずのみ。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ？」

「……ダメだ。すまん」

「え」

　喘あえぐように謝しや罪ざいして全身の力を抜ぬくと意い識しきがまどろみ、一いつ瞬しゆんだけ途と切ぎれる。目を開けるとポカンとしたエルの顔がすぐ近くにあった。アスヤは少年の姿で彼かの女じよに覆おおいかぶさっている。

　当然のように全ぜん裸らであり、エルは下着姿だ。

「見てないっ。見てないからなっ」

　速すみやかに起き上がって背を向ける。それでも脳のう裏りには今わずかに目にしたエルのあられもない姿が焼きついて、全身を火ほ照てらせる熱ねつの原因は燐素リユオなのかどうかわからなくなった。

「やっぱり、ある程度の燐素リユオを喰くうと元に戻もどるな」

「そ、そういえばそうだったわね」

　後ろでごそごそと聞こえるのは半はん裸らのエルが草くさ色いろの外がい套とうを羽は織おり直なおした音だろう。アスヤは呼吸を整ととのえる努力をしながら茂しげみの外を覗のぞき見みる。

「ゼク・リムルス・エヴォン・リヴォン・コルプ・エルク──」

　まだ取り乱している兵士たちの中で銀ぎん髪ぱつの少女が詠えい唱しようしていた。アスヤが身を挺ていして作った時間がその猶ゆう予よを与あたえたとはいえ、まったく動じていないのは大したものだ。

　一方の穿獣ボルグは必殺の雷らい撃げきを防がれたことで大きな隙すきを晒さらしていた。大きなツノに燐素リユオの光はなく、兵士たちも離はなれていて手のとどく範はん囲いには誰だれもいない。

　すると、唱となえ終おえた少女はおもむろに、ぬいぐるみの口に片かた腕うでを突つっ込こんだ。

「よいしょ」

（うぉい）

　ズルルゥッと、まるで臓ぞう物もつを引きずり出すかのような動作でぬいぐるみから現れたのは一ひと振ふりの剣けん。やや短く、柄つかから剣けん先さきに至るまで金の装そう飾しよくで煌きらびやかに彩いろどられていて、まるで祭具のように豪ごう奢しやで神こう々ごうしい。

　今度はアスヤもすぐにわかった。莫ばく大だいな燐素リユオは、その剣けんから発せられている。

「じゃま。しゃがんで」

　そして少女は簡かん単たんな警けい告こくのあと、待つこともなく重そうに両手で持った剣けんを横よこ薙なぎに振ふり回まわす。

「──『目覚めて廻まわれ』・牙が城じようの蠍さそり」

　瞬しゆん間かん、剣けんの軌き跡せきに生じた琥こ珀はく色いろの光こう刃じんが、慌あわてて伏ふせた兵士たちの頭上ギリギリを目で追えないほどの速さで走はしり抜ぬける。

　光こう刃じんが見えなくなり、それに触ふれた木々のことごとくが倒たおれた。戻もどせばくっつきそうなほど鮮あざやかな切断面で、軍旗も棒ごと二つになり、その隣となりで巨きよ軀くが割れる。

　目の下から背骨をなぞるように真っ二つ。周囲に粘ねばりつくような血のにおいが広がる。

「くっそ、あぶねぇな。とりあえず終わったみたいだが……っと」

　立て続けの状じよう況きように戸と惑まどう兵士たちのざわめきを背景に、アスヤは振ふり返かえろうとして思いとどまる。自分は全ぜん裸ら、エルは半はん裸ら。向かい合うにはいろいろと問題がありすぎる。しかも茂しげみのすぐ外には兵士たち。混乱が収まるのにそう時間はかからないだろうし、それまでにこの格好をどうにかしなければヘンタイ露ろ出しゆつ趣しゆ味みカップルの烙らく印いんを捺おされかねない。

「そういえば俺おれの服買ったよな」

「宿に置いてあるわ。わたしの服も」

「……今度から持ち歩くぞ」

「痛感してるわ」

「ならさっさと鎧よろいにならないと……」

　このままでも吸収した燐素リユオは少しずつアスヤから流れ出ているが、尽つきるまではしばらくかかる。なので急きゆう激げきに発散させるためには、感情を昂たかぶらせ──興こう奮ふんしなければならない。

　アスヤは男。エルは女。

　手っ取り早く興こう奮ふんする方法となると、思いついてしまうのはひとつである。

「し……かた、な、いわよ、ね。こう、しないと……ダメ、だし」

　ぴと、と背中に細い指が触ふれてアスヤは息を吞のむ。後ろからの吐と息いきは震ふるえているが、覚かく悟ごが伝わってきた。このまま不特定多数に見られるのは避さけたいと考えたのだろう。

「エル、おま、おまえ」

「どう、すればいい、の？」

「ど、どどど、どうって」

「ごめん……あの、こういうの、よくわからないから……」

　ドッドッド、と高鳴る心音の主ぬしは果たして自分か彼かの女じよか。答えあぐねているとエルに手を引き寄せられた。わずかに空気が温かいのは、外がい套とうの中に入ったからか。

　何かを触さわらせようとしている。なんなのかは、頭の中に次々と浮うかんでくる彼かの女じよの整ととのった肢し体たいから数えきれないほど連想してしまう。

　すでに興こう奮ふんしている。その証しよう拠こにアスヤの一部はしっかり反応している。なのに熱ねつとして感じる燐素リユオはなかなか減らず、鎧よろいに変わる気け配はいは一向にない。

（待て、待て待て待て。本当にそうか？　それしかないか？　他ほかに何か……─ぅおっぱっ!?）

　ぐるぐると重ねていた思考が、指先から伝わった感かん触しよくでプツンと途と切ぎれた。温かく、柔やわらかく、しっとりかつすべすべしたものに触ふれている。

「ん……っ」

　甘あまく堪こらえるようなエルの吐と息いきに頭の中がかき回される。今すぐやめさせるべきだと理性が訴うつたえる一方で、すべてを見て触さわりたいというどうしようもない情動もふくれ上がっていく。

　息が乱れていた。もう充じゆう分ぶんではないのか。心しん拍ぱくも耳鳴りかと思うほどうるさい。前回ならとっくに戻もどっているはずだ。喰くった燐素リユオは今回のほうが多いとはいえ、他ほかに大きな違ちがいは、

「──そ、そうだ！　あるぞ！」

　ひとつだけ明めい確かくな差異に気づいて、アスヤは手を引ひき戻もどす。指先に残った温ぬくもりがほんの少しだけ名残なごり惜おしくもあったが、それはこれを試ためしてからだ。

「ちょっとかせ！」

　顔を赤くしたままのエルから鉈なた剣けんを受け取る。ズシリとした重さはやはり彼かの女じよが使うには難なんがあると思いつつ、唇くちびるを強く結んで刃やいばを握にぎり込こみ、その手を下にズラす。

　つぅ、と。冷たい痛みとともに赤い血が刃やいばを伝って地面に落ちた。

「え……な、何してっ」

「っく、どうやら正解だな」

　手のひらを横断する傷口。そこから静かに血が流れ、身体からだに籠こもっていた熱ねつが抜ぬけていく。

「ぁ……そっか、燐素リユオが多く含ふくまれるのって……！」

　羞しゆう恥ちから一転、得とく心しんして頷うなずくエル。意図的に燐素リユオを放出するなら感情を昂たかぶらせるよりも流血のほうが確かく実じつらしい。

「前は思いっきり鼻血出したからな。……いてて」

「──ごめんなさい。アスヤにばっかり無む茶ちやさせて」

「お前だって危なかっただろ。そもそも今の俺おれは鎧よろいなんだ。持ち主を守るのは本分だろ。……なんとか間に合いそうだな」

　茂しげみの外では兵士たちが落ち着きを取とり戻もどしている。じきにこちらにも目を向けるはずだ。

「アスヤ」

　ぐっと、ずっと握にぎり続つづけていた手にエルはさらに力をこめる。

「あなたと会えてよかった。ありがとう」

　唐とう突とつな感かん謝しやの言葉に面めん食くらう。スゥッと狭せばまっていく視界と意い識しきの中で、アスヤはかろうじて苦く笑しようを浮うかべた。

「しょっちゅう脱ぬげるのに、ありがとう？」

「でも、たくさんの人を守ることができたわ」

　優やさしく微笑ほほえむその顔は目を奪うばうには充じゆう分ぶんすぎるほど鮮あざやかで。

　鎧よろいに戻もどったアスヤは、自分がすでにエルを包んでいると気づくのに遅おくれた。

「あれ、これって」

「……新発見だな。触ふれたまま鎧よろいになると着た状態に戻もどるらしい」




　　　　　　　　　　◇




　身なりを整ととのえて茂しげみから名乗り出たエルは、兵士たちに囲まれた。けれどフードを取って素す顔がおを見せると、警けい戒かいしていた彼かれらからどよめきが起きる。

「え、なんなの」

「……いや、ふつーに見み惚とれてんだよ」

「どうして？」

「うわ、自覚ないのか。あとで教えてやる」

　人前なので口を噤つぐむアスヤに首を傾かしげつつ、エルは隊長からの質問に応じる。

　ただしラクティアマスであることは伏ふせた。旅の本当の目的も。

　穿獣ボルグ化かの呪のろいにかかっているラクティアマスは人々にとって疫やく病びよう神がみ同然だし、架か空くうの存在の『人ひと喰くい』を探しているというのも荒こう唐とう無む稽けいにしか聞こえないからだ。

　正直なところ、エルは彼かれらから早々に離はなれたかった。自身の素す性じようもあるし、今回の事件は穿獣ボルグによるもので彼かの女じよの目的とは重ならない。

　それを引き止めたのは、気けだるげにやり取りを眺ながめていた銀ぎん髪ぱつ少女のひと言。混乱していた兵士たちと違ちがい、彼かの女じよが疑問に思わないはずがなかった。

「その鎧よろい、どうなってるの？」

　茂しげみの中でそのことは打ち合わせていた。この鎧よろいは偶ぐう然ぜん手に入れたもので、燐素リユオで引き起こされた現象を無効化する力がある、と。ややこしいのでアスヤのことは隠かくす。

　そのとおりに説明すると、少女はジトリとねめつける視し線せんで「ふぅん」と呟つぶやく。

「おもしろいね。あたしの剣けんのほかにもそういう変わってるの、あるんだ」

　そう言いながら、彼かの女じよは煌きらびやかな剣けんをぬいぐるみの口にぐいぐいと乱らん暴ぼうかつ強ごう引いんに押おし込こんだ。顔を歪ゆがませるぬいぐるみはどこか息苦しそうに見える。

「あの、何してるんですか」

「わかんない？　かたづけてるの」

「どうしてそんなところに……？」

「ハデすぎてキライだから。それにこうすればドビくんといつもいっしょにいられるし」

「ドビくん」

「この子だよ。あたしのともだち……あ」

　ズボ、とぬいぐるみの背中から剣けん先さきが突つき出でる。けれど少女は何もなかったかのように剣けんの向きを直してぬいぐるみを抱だきかかえた。よく見るとあちこちに繕つくろったあとがある。

「それじゃ、行こ」

「え？　どうしてわたしが。っていうかどこに？」

「ルッケルンだよ。こないの？」

　意外に身軽に馬に乗る少女の問いに戸と惑まどっていると、胸の上からエルにだけ聞こえるようにアスヤが話しかけてきた。

「ルッケルンってどこだ」

「確たしか、ルルメル領りようの中央都市ね」

「ってことは大きい町なんだな。ちょうどいい。人が多いなら噂うわさも集まるだろ。こいつらを助けた報ほう酬しゆうだってもらえるかもしれん」

「うわ、がめつい。でもそうね。……わかりました。わたしも行きます」

　答えて、エルは草くさ色いろのフードを目ま深ぶかに被かぶる。陽ひ射ざしを避さけるためだが、こうして顔を隠かくせばアスヤとの小声のやり取りを他ほかに聞かれる心配がない。兵士の隊列の中なので雑音も多い。

「そういうことにしたけど、手のひらの傷は大だい丈じよう夫ぶ？　痛みとか」

「なんともない。鎧よろいに傷が残るわけでもないし、これからはああすればいいか」

「でも」

「他ほかにないだろ。毎回ビンタで鼻血ぶーは勘かん弁べんだ。……見せてくれるなら考えなくもないが」

「それはいや！　あ……けどアスヤが痛い思いするくらいなら……？」

「あああああ冗じよう談だんだから本気にするな！　それよりあの子だ。只ただ者ものじゃないよな」

　驚おどろくほど高度な錬燐術レリオンを使う少女。するとエルは緊きん張ちようしながら馬上に話しかける。

「あの、あなたはもしかしてログの……？」

「んー？　そうだよ。フィリオフィルヴィアっていうの。ながいからフィリオでいいよ」

「やっぱり！」

　だらりと鞍くらの背もたれによりかかりながら銀ぎん髪ぱつの先を指で弄いじる少女。服は繊せん細さいで華か美びな刺し繡しゆうが施ほどこされた立派なものだが、たるんだ襟えりから片方の肩かたが覗のぞいているなど全体的にルーズだ。ちなみに剣けんを突つっ込こまれたぬいぐるみは彼かの女じよの尻しりに敷しかれている。

「……有名なのか？」

「ええ。ログ家けはアダン王おう国こくが誇ほこる錬燐術レリオン師しの名家よ。戦いに特化していて、個人の実力で並ぶ者は大陸内にいないわ。あの錬燐術レリオンの威い力りよくも納なつ得とく」

「すごいヤツじゃないか。容姿もちょっと目立つよな」

　体格そのものはいろいろと小さく、発はつ育いく途と上じような十代前半の少女のそれだ。けれど光を反射するような白銀の髪かみと、何より双そう眸ぼうは満月を連想させる金きん色いろ。どちらも美しく、どこか作られたような雰ふん囲い気きすら感じられる。

「ログ家けの銀ぎん髪ぱつ金きん眼がんは類たぐい稀まれな才能の証しよう拠こよ。純じゆん粋すいな血統で、代々受うけ継つがれる聖せい剣けんとともに神聖視されてて」

「聖せい剣けんって、あのぬいぐるみの中身か。ドビくん」

「たぶん……変な扱あつかい方かただけど、燐素リユオの密度は桁けた外はずれだし」

「ふーむ。もしかしてお前、憧あこがれてる？」

「……だって、わたしたちは錬燐術レリオンの始祖の末まつ裔えいだけど、技術も実力もお察しくださいだし」

「あぁ、派は手ででカッコよかったな。錬燐術レリオンはみんな地面に落書きするのかと思ってた」
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「落書きじゃないわよっ。刻こく印いん式しきのほうが一いつ般ぱん的てきなんだからね」

「──ねぇ。さっきからなにかしゃべってない？」

（おっと。あぶない）

「いえ、独り言です。それにしても穿獣ボルグが二体いっしょなんて、初めて見ました」

「あーそうだね。びっくりしちゃった」

「……珍めずらしいのか？　つーかあいつには敬語なのな」

「当たり前でしょ。ちょっと静かにして」

「このごろふえてるみたいだよ。話だけならきいたことあるし」

「そうなんですか？」

「うん。だからこんなとおいところに呼ばれるんだよねー。スクーカ」

「二体なんだし、今回のはオスメスのつがいじゃないのか」

「それはないわ。穿獣ボルグは繁はん殖しよくしないもの」

「……は？」

「いいから。黙だまっててってば。……フィリオさんは、ルルメル領りよう主しゆに呼ばれてここに？」

「そーだよ。しごとはすぐ終わるんだけど、行ったり来たり、ほんとスクーカ。ぼるぐのほうが王都にあつまってくれれば、ぜんぶまとめてころせるのにな」

　くぁ、と欠伸あくびを挟はさみながら恐おそろしいことを呟つぶやいて、フィリオはすぐに寝ね息いきを立て始めた。

（あんなことのあとにすぐ眠ねむれるなんて、まだ子どもなのにどういう神経してるんだ）

　兵士たちは隊列を乱さずに黙もく々もくと歩みを進める。エルも口を閉ざしたので、聞こえるのは行軍の物音だけになった。

　だから、アスヤは意い識しきする。

　どうもさっきから視し線せんを感じるのだ。馬上から、じっとこちらを見下ろしている。

　フィリオではない。彼かの女じよは馬の背でぐらぐらと前後しつつもお構いなしに熟じゆく睡すい中ちゆうだ。あとは少女の下で潰つぶれているドビくんくらいで、よく見るとひしゃげた口から剣けんが半分以上はみ出していた。その鍔つば元もとに埋うめ込こまれた蒼あおい宝石が木こ漏もれ日びを受けて淡あわい光を放っている。

（……まさか、とは思うが）

　圧あつ倒とう的てきな燐素リユオを有する、ログの聖せい剣けん。それはまさにかつてエルが求めていたものだ。失敗してアスヤが鎧よろいになったが、成功していたら長ちよう剣けんに精せい霊れいが宿るはずだった。

「──おい、じろじろ見るな」

　ボソリと。エルにも聞こえないほど小さな声で文句を投げる。とどくはずもなく、そもそも考えが当たっているかもわからないが、言わずにはいられなかった。

「気づいてないと思ってるのか」

　返事はない。けれど視し線せんは消えず、もう一度呟つぶやこうとして、

『うほ。もしかしなくても私ですぞ？　私なんですぞ？　そうなんですぞ？　すぞすぞ？』

　突とつ然ぜんの声が、実際の音ではなく頭の中に直接響ひびいた。

「な……なんだこれ」

『やっほほーですぞ。聞こえてるですぞ？　返事してほしいですぞー』

「聞こえてる。くそ、変な感じだな。いやそれよりこの声、その剣けんに宿ってる精せい霊れいか？」

『そーですぞ。とゆーかホントに私と話せるですぞ？　間ま違ちがいじゃないですぞ？』

「話してるだろうが。やかましい」

『おほ、これはマジですぞ。ひゃっほうですぞ、びっくりですぞ！』

「うるさい少し落ち着け。しゃべり方もムカつく」

『あー、わざわざ音に出すこたないですぞ。あなたの声はちゃんととどきますぞ。にょほほ』

　丁てい寧ねいなようでそうでもない、おかしな口く調ちよう。男女どちらともとれる不ふ思し議ぎな声こわ音ねで、端はし々ばしに偉えらそうな雰ふん囲い気きが滲にじんでいる。

　エル曰いわく、精せい霊れいとは肉体を持たない魂たましいそのものであり、燐素リユオ生成量は生物とは比ひ較かくにならないほど多いそうだ。遭そう遇ぐうすることは滅めつ多たになく、錬燐術レリオンで召しよう喚かんして契けい約やくすることで器物に宿してその力をかりるものだとか。

　アスヤはそれらをすっ飛ばして鎧よろいに定着したわけで、エルが驚おどろいたのも無理はない。

　ともあれ声に倣ならって、アスヤは言葉を頭の中で組み立てる。

（こう、か？　あー、テステス。どうだ、聞こえるか）

『バッチリですぞー。いやはや、会話なんて百数十年ぶりで、やり方忘れそうだったですぞ。で、あなたはなんなんですぞ？　みょうちくりんな気け配はいして、精せい霊れいではないですぞ？』

（当たり前だ。これでも人間だ）

　直後、聖せい剣けんに宿る精せい霊れいは一いつ瞬しゆん言葉を忘れたようだった。しかしすぐさま弾はじかれたように笑い出し、その声がアスヤの脳内に鳴なり響ひびく。

（くそうるさいな！　何がおかしい！）

『にょっほほ。おかしいに決まってるですぞ。ヒトが器物に宿るなんてありえないんですぞ。それに燐素リユオも感じられないなんて、生き物かどうかも疑わしいですぞ』

　今度はアスヤが詰つまる。自分が人間だという根こん拠きよは、アスヤ自身が『そう』だと感じているからだ。他ほかに確かくたる証しよう拠こがあるわけではない。

　人の姿になれるからそう思おもい込こんでいるだけで、本当は人間ではないかもしれない。

　その可能性は──考えなかったわけではないが、あえて外していた。記き憶おくを始めとした何もかもが白紙の中で、自分の直感まで否定したら何も残らない。

（なら、俺おれはなんだっていうんだ）

『さっぱりですぞー。知りたいですぞー。でもあなたは自分のことわかってないですぞ？』

（人間だ。……俺おれは人間だよ）

『まぁそれならそれでいいですぞ。そんなことより私にとってはこうしてお話し相手ができたことが嬉うれしいですぞー。最初に契けい約やくしたとき、ログの血筋以外の人間との会話を禁ずるなんて変な条件をつけられたんですぞ。おかげでず─────っと退たい屈くつだったんですぞ』

（フィリオがいるだろ。俺おれと話せるのもおかしいし、百数十年とか大げさだな）

『正体不明のあなたは契けい約やく対象外ですぞ。それにこの子はログじゃないからダメですぞ』

（……なんだって？　ログじゃない？）

『ですぞ。フィリオフィルヴィアは、ログ秘蔵の施し術じゆつでログの力を再現した模造品ですぞ。本物のログの血筋はもうとっくに途と切ぎれてるんですぞ。まぬけな話ですぞ』

（…………フィリオはそれ、知ってるんだよな）

　軽々しく語る聖せい剣けんだが、どう考えても雑ざつ談だんでするものではない。

『さて、どうかなですぞ。フィリオフィルヴィアが私を手にしたのはもう模造品になったあとなので、それより前はわからんですぞ。私のことは秘密になってるから知らないようですぞー』

（聖せい剣けんは特別なもので、精せい霊れいは宿ってないことになってるのか）

　確たしかに今の話が本当なら、この聖せい剣けんと対話できないフィリオはログの血筋ではないとわかってしまう。『精せい霊れいを宿した剣けん』ではなくわざわざ『聖せい剣けん』と呼んでいるのは、すべてを取り仕切っている何者かがそうした事態を避さけるために決めたことなのだろう。

（……なんで俺おれに話した）

『もちろんあなたが訊きいてきたからですぞ』

　アスヤは声なく呻うめく。この聖せい剣けんの価か値ち観かんは人のそれとはズレている。もしかしたら最初に契けい約やくを交かわしたログの者は、この性格を見み越こして条件をつけたのかもしれない。

（面めん倒どうなことに巻まき込こまれなきゃいいんだが）

『今度は私から訊きいてもいいですぞ？　あなたはそのべっぴんなお嬢じようさんとどういう縁えんで契けい約やくしたですぞ？　うらやましいですぞ』

（は？）

『正直、あなたよりもお嬢じようさんに興きよう味み津しん々しんですぞ。にょほほ、私にはわかるですぞ。その外がい套とうに隠かくされている肢し体たい。すばらしいと確かく信しんしてるですぞ』

「……あれ、なんか寒気が」

　聖せい剣けんからの視し線せんが強くなったと思ったら、エルが鳥とり肌はだを立てて首を傾かしげる。

（やめろこら。何考えてんだ）

『あぁ、私の剣けん身しんでお嬢じようさんの臀でん部ぶを受け止めたいですぞー』

（でん……って尻しりかよ）

『そんな軽々しく口にしちゃダメですぞ』

（つーか、お前はすでにフィリオに座すわられてるだろーが。あと剣けんで尻しり受け止めたら割れるわ）

『あなたにはわからないですぞ？　フィリオフィルヴィアは見てのとおり子どもで、尻しりたぶも薄うすいし細いですぞ。こんな毛皮越ごしじゃなんにも伝わってこないんですぞ』

（聖せい剣けんの中身がヘンタイだってことはよぉくわかったよ）

『むぅ、独ひとり占じめとはズルイですぞ』

（アホか。俺おれだって苦労してんだぞ。尻しりはともかく、気を抜ぬくとすぐこいつの胸の感かん触しよくに）

『尻しりはともかくとはどういうことですぞ！　臀でん部ぶこそヒトの女性最大の魅み力りよくですぞ！』

　これまででいちばん頭に響ひびく音量で叫さけばれ、アスヤの意い識しきが一いつ瞬しゆん遠のく。

『屈かがんだときや座すわったときにわかる丸みを帯びた曲きよく線せん美び。ぷりっとした弾だん力りよくと太ももへとつながる流りゆう麗れいさ。包んでおきながら臀でん部ぶのすばらしさに気づかないとは、嘆なげかわしいですぞ』

（っ──この尻しりフェチが。女は胸だろ常じよう識しき的てきに考えて！）

『ほほほぅですぞ。あんな脂し肪ぼうの塊かたまりになんの価値があるんですぞ？』

（おっぱいなめんな。いいか。胸は女性の象しよう徴ちようだ。丸い尻しりは男にもあるが、ふくよかな胸は女にしかない。そのふくらみが作り出す大小さまざまな稜りよう線せんと谷間のコントラスト。そして何よりも柔やわらかさや温ぬくもりが渾こん然ぜん一いつ体たいとなったこの──おっぱ、う、やばい）

　必死に無視していたのに、改めて胸きよう甲こうの裏に押おしつけられる感かん触しよくを意い識しきしてしまった。

『話にならないですぞ。臀でん部ぶはすべての生き物にあるからこそ、優すぐれたもののすばらしさが際きわ立だつのですぞ。その芸術性は千せん言げん万ばん語ごを費ついやしても語れないのですぞ。特にそのお嬢じようさんの臀でん部ぶは私の求める至高のお尻しりかもしれないのですぞ！　さぁ今すぐ外がい套とうを脱ぬいで私の上に！』

（こいつをヘンタイにするな！）

『最近の模造品は男性ばっかりだったし、やっと女性になったと思ったら子どもだしで久しく満足のいく臀でん部ぶに触ふれてないんですぞー。あなただってそのお嬢じようさんの胸だから嬉うれしいんですぞ？　フィリオフィルヴィアじゃ絶対不満ですぞ』

（……いいか。お前にひとつ、真理を教えてやる）

　自分勝手に愚ぐ痴ちる聖せい剣けんに、アスヤは嘆たん息そくを挟はさんで告げる。

（おっぱいに貴き賤せんなし！　大きいのも小さいのも、俺おれにとって女性の胸はすべからく愛めでるものだ！　それに比べてお前はどうだ？　尻しりこそ最大の魅み力りよくと言いながら、あれがいいこれがいいと御ご託たくを並べる。選えり好ごのみしてる時点でお前の尻しりへの情じよう熱ねつは底が知れるんだよ！）

『!?』

　馬上から愕がく然ぜんとした気け配はいがとどく。アスヤは勝利を確かく信しんし、次いで心を落ち着かせてエルの胸から意い識しきを引ひき剝はがそうとして、

『……師し匠しようと呼んでもいいですぞ？』

「はぁ？」

『いや、ぜひとも呼ばせてほしいですぞ！　数百年生きてきて、ヒトの女によ体たいに興きよう味みをもつようになり、できるだけ身近に接するために契けい約やくを結んで、臀でん部ぶという自分なりの答えを見つけたつもりになっていたのが恥はずかしいですぞ！　私も師し匠しようを見習って、まずはフィリオフィルヴィアの臀でん部ぶを愛めでてみせるですぞー！　はぁはぁ、っく、わずかな尻しり圧あつを感じるんですぞっ』

「……うわぁキモい。ああはなりたくないな……」

　ドン引きするアスヤだが、眉まゆ根ねを寄せたエルが呟つぶやいたのはその直後。

「えっと、さっきから何ぶつぶつ言ってるの？　気持ち悪いんだけど」

「はぅ」

　会話を聞かれなくてよかったと、心の底から安あん堵どするアスヤである。




　　　　　　　　　　◇




　ルルメル領りようの中央都市ルッケルンは、王国直ちよつ轄かつ領りようを除く十二の領地の中央都市としては基本的な構造をしている。

　高い外がい壁へきでぐるりと囲まれ、各方角の大きな門からは直ちよく線せんの大通りが都市の中心へと集まっている。なのでそこにある領主ルルメル卿きようの屋や敷しきは南門をくぐってすぐに望むことができた。

「なんつーか、趣しゆ味み悪いな」

　まるで槍やりを束たばねたような、過か剰じような喩たとえをするなら剣けん山ざんのような。尖とがった塔とうの寄せ集めに見える建物が都市の中心を貫つらぬいている光景はアスヤにそんな感想を抱いだかせた。

　しかも全体が黒く塗ぬり潰つぶされていて、領主の邸てい宅たくにしては不ふ吉きつな、威い圧あつ感かんのある外見だ。

「街の雰ふん囲い気きもなんとなく重苦しいわね。新しい領主に問題があるのは本当みたい」

　賑にぎわってはいる。大通りには多くの店が軒のきを連ね、行ゆき交かう人々を呼よび込こんでいる。

　けれど枝分かれしている薄うす暗ぐらい細い路地には蹲うずくまる人ひと影かげがいくつも見受けられた。彼かれらはエルと視し線せんが交わると睨にらみつけたり目を逸そらしたり、中には逃にげ出だす者までいる。

「訪おとずれるのはいいけど住みたくはないな。絶対治安悪いぞ」

　大通りをまっすぐ進み、領主の屋や敷しき前で討とう伐ばつ隊たいは解散する。ちなみにフィリオは道中のほとんどを寝ねてすごし、起きているときは馬に揺ゆられながら兵士やエルに愚ぐ痴ちを零こぼしていた。

　ドビくんの中の聖せい剣けんは、あれ以降ほとんど話しかけてこない。ただフィリオが座すわり直なおしたり抱だき直なおしたりしたとき、感覚を研とぎ澄すますかのような短い気合をアスヤは聞いている。

「はいはーい。お待ちしておりましたー！」

　エルとフィリオが隊長に案内されて屋や敷しきに入ろうとすると、勝手に玄げん関かんが開いて満面の笑えみを浮うかべた女性に出で迎むかえられた。

　二十歳はたち前後か、肩かたで切きり揃そろえた茶ちや髪ぱつに給きゆう仕じ服ふく姿。ただしスカート丈たけは太ももが露あらわになるほど短くて、ガーターベルトを穿はいているのが丸見えだ。だというのにまったく恥はずかしがることもなく、女性はやけに親しげな笑え顔がおで仰ぎよう々ぎようしく深いお辞じ儀ぎをする。

（おいおい、後ろから丸見えじゃないのかメイドさん。誰だれもいないけど）

「お帰りなさいませ。討とう伐ばつ任務お疲つかれ様さまでございます。領主様とその取り巻きの方々はもう謁えつ見けん広間に集まっておりますので、お急ぎくださいませー。ささ、どーぞどーぞ」

　メイドの女性が長い廊ろう下かを歩き出す。外がい観かんに反してそれぞれの塔とうはつながっているようだ。

　やがて進むにつれ、アスヤは自身の変へん調ちように気づいた。鎧よろいなので呼吸はしていないのだが、身体からだの奥おくが重くなるような、妙みような息苦しさが増していく。

（緊きん張ちよう……してるつもりはないんだけどな）

「あー、やだやだ。はやくかえりたい」

　ドビくんを引きずりながら気けだるげにため息をつくフィリオ。錬燐術レリオンを使っていたときも含ふくめて、常にやる気が感じられないのは圧あつ倒とう的てきなその実力を自負しているからか。

「ごめんなさいねログ様ー。もーちょっとのガマンですからねー」

「スクーカ。もっとおもしろいことあればいいのに。……そだ、ねぇ、名前なんだっけ」

「あらあら、私ですかー？」

「ちがうよ。あなたのほう」

（む、なんで俺おれを見てるんだ。怪あやしまれてる……んじゃないっぽいが）

「わたし？　エルセリッタ、です。レフ・アーニャ」

「あー、やっぱり。だからそんなにおっぱい大きいんだ」

（うおい！　見てたのそっちか！　いきなりだな！）

　ツッコミを代弁するかのように先を歩いていた隊長が足を滑すべらせるが、すぐに姿勢を正す。

「おおー、そうですねー。アーニャに恥はじない立派なものをお持ちですねー」

「ななな、変な納なつ得とくのしかたしないでください！」

　便びん乗じようしたメイドにも煽あおられて、エルは頰ほおを赤らめながら外がい套とうを閉じる。

「わたしの村は農耕に関かかわる神名を授さずかることが多いだけですっ」

「ふぅん。そーなんだ」

「そうなんですってば！　……あれ、そういえばフィリオさんの神名ってなんですか？」

「ぅ…………」

　途と端たん、少女は唇くちびるを尖とがらせた。そのまま無言で歩き続け、エルが禁句だったのだろうかとそわそわし出したころにポツリと呟つぶやく。

「ぽっぽん」

「はい？」

「あたしの名前。フィリオフィルヴィア・ログ・ポッポン」

「──っっっ」

　末まつ尾びの響ひびきに危あやうく噴ふき出だしそうになるアスヤを、察したエルがコツンと叩たたく。

「良いい神名ですね」

「どこが。かっこわるいよポッポンなんて」

「五柱の武神でいちばん勇ましい神様じゃないですか。あの錬燐術レリオンを見れば納なつ得とくです」

「みんなそーいうね。でもあたしはきらーい」

　頰ほおをふくらませたままフィリオはドビくんを抱だき締しめる。塔とうの群れを貫つらぬく長い廊ろう下かは、立派な両開きの扉とびらに続いていた。

（おい聖せい剣けん。みんな名前の最後には神様の名前がつくのか？）

『むぐぐ、これだけ密着しても何も感かん触しよくがな──って、おや師し匠しよう、知らないですぞ？　ヒトは親が子に祝福をこめて神々の名をつけるですぞ』

（アーニャってのは？）

『豊ほう穣じようの女め神がみですぞー』

（あー……なるほど）

『なんでそのお嬢じようさんとフィリオフィルヴィアとでこんなに差があるですぞ。悲しいですぞ』

（発育は個人差だろーが。……で、ポッポンってのは戦いくさの神か。五柱ってことは、他ほかは？）

『確か、バルフドゥ、ヒークレン、フェストガグム、ヘムレゴですぞ』

（その流れでなんでポッポン。バランスおかしいだろ……っうぐ）

「はいはーい。やっと到とう着ちやくですよー。イヤでも謁えつ見けんしてくださいねー。ガンバロッ」

　メイドが扉とびらをノックすると同時、アスヤは思わず呻うめき声ごえを上げそうになる。真綿で首を絞しめられていると錯さつ覚かくしてしまうほどに、息苦しさが跳はね上あがったのだ。

（なんだ、これ）

　戸と惑まどいながら堪こらえるアスヤには気づかずにエルたちは広い部へ屋やに入る。そこに待ち受けていた三人は、あらかじめ隊長から聞いていた特徴と一いつ致ちしていた。

「おせーよ。俺おれ様を待たせんな」

　奥おくの窓を背にして立派なイスにふんぞり返っているのがここの領主、ルルイオル・ルルメル・ルルド。撫なでつけた黒くろ髪かみと切れ長の細い目。二十代後半のようで、領主としてはかなり若い。何より軽けい薄はくそうな顔つきと足を投げ出している態度はとても為い政せい者しやには見えない。

「まったくです。領主様はお忙いそがしいのですよ」

　彼かれの隣となりに立っているのは、丸々としただらしない身体からだつきの中年男性、ブエルト・クネス・ドルカーク。こちらを見下すような陰いん湿しつな視し線せんからして、いかにも私腹を肥こやしていそうな文官だ。

「ルルイオル様。ブエルト殿どの。まずは無事戻もどってきた彼かれらを労ねぎらうべきかと」

　その二人ふたりから少し離はなれて、こちらに近い壁かべ際ぎわに佇たたずむ三人目はホールトン・フォート・クソン。くすんだ赤あか髪がみと顎あごに赤ひげをたくわえ、似合わない丸まる眼鏡めがねをかけている。ブエルトと歳としは変わらないのに、服の上からでもわかるほど立派な体たい軀くをしている。けれど彼かれも文官とのこと。

「……おぅ？」

　三者三様の反応を見せる中で、ルルイオルがエルに気づいて片かた眉まゆを跳はね上あげる。顔と、鎧よろいに覆おおわれた胸に視し線せんを何度も往復させ、その口元を笑えみに歪ゆがめる。

「そいつは誰だれだ？」
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「はい。彼かの女じよは現場に居合わせ、穿獣ボルグ討とう伐ばつの一助となった者です」

「ふぅん……。お前、名前は？」

「……エルセリッタ・レフ・アーニャです」

　その声こわ音ねは不快感を含ふくんでいたが、ルルイオルは笑えみを濃こくする。

「そうか。じゃあエルセリッタ、今夜俺おれ様さまと寝ねろ」

　突とつ然ぜんの暴ぼう言げんに絶句したのはエルと隊長の二人ふたりだけ。フィリオは興きよう味みがないのかわかっていないのか無反応で、ホールトンは沈ちん痛つうな面おも持もちで嘆たん息そくし、ブエルトは苦く笑しようを浮うかべ、部へ屋やの隅すみに控ひかえるメイドは身をよじって笑いを堪こらえている。

「満足させられたら、そうだな、金貨十枚やろう。その身なりだ、金には困ってるだろ？」

「おお、さすが領主様は懐ふところが大きくていらっしゃる」

「うっせーよブエルト黙だまってろ。で、どうだ。俺おれ様さまのは立派だぞ。イイ経けい験けんをさせてやる」

「な……っ」

「──ルルイオル様」

「断るなら牢ろうに入れてかわいがってやるぞ。それともそっちのほうが好みか？」

「ルルイオル様」

　静かに、しかしよく通る声でホールトンが遮さえぎる。

「ルルメルの品位を落とすような冗じよう談だんはお控ひかえくださいますよう。彼かの女じよは客人ですぞ」

「……ちっ、わかったよ。ならホールトン、あとは全部てめぇがやれ」

「しかしルルイオル様。そろそろ領主としてのご自覚を」

「任せるっつってんだろ！　お前は黙だまってハイって言えばいいんだよボケ！」

「……わかりました」

「そういうことだてめぇら。さっさと出て行け」

　渋じゆう面めんを浮うかべる筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの文官から目を逸そらしたルルイオルが命じ、メイドが扉とびらを開ける。呆あきれと嫌けん悪おが綯ない交まぜになったエルは足早に廊ろう下かに出て、後ろから声が聞こえた。

「領主様。お望みならまた女を買ってまいりますよ」

「いらねぇよ。金で買える女は飽あきたんだ。王都から来たのはあんなクソガキだしよぉ」

「確たしかに。穿獣ボルグ討とう伐ばつのためとはいえ、もっと領主様に相応ふさわしい年ごろでいてほしいですな」

「わかってんなら、金以外にもやり方あるだろ」

「はいはいもちろんでございます。では、こういうのはいかがでしょう……」

　バタンと勢いのある音に振ふり返かえると、赤ひげの大男が後ろ手に扉とびらを閉めていた。彫ほりの深い顔を険しくし、やおらエルに頭を下げる。

「我らが領主の無礼な発言、どうかお許しいただきたい」

「あ……いえ、その……気にしてませんから」

（ぐ、むぅ）

　ウソつけ、とアスヤはつっこみたかったが、息苦しさはまだ続いていた。他ほかはみんな平然としているのが不ふ思し議ぎでならない。

「ルルイオル様は半年前に領主になられたばかりでな。いまだ自覚に欠けたところがあるのは自分たちも悩なやみの種だ。せっかく来ていただいたログ殿どのにも失礼ばかりで申し訳ない」

「いーよべつに。しごとだし。終わればもうあわないし」

「寛かん大だいでありがたい。……しかしログ殿どのには驚おどろいたものだ」

「こんなこどもだとおもわなかった？」

「いや、若い娘むすめであるとは聞いていた。ただ私し事じで恐きよう縮しゆくだが、故郷に残してきた愛まな娘むすめとあまりにもよく似ているのでな。少しばかり懐なつかしくなってしまったのだ」

「ふーん。よかったね」

　気のない返事のフィリオへ、ホールトンは強面こわもてに似合わない柔やわらかな苦く笑しようを浮うかべる。

　と、そんな二人ふたりの間にくるくる回りながらメイドが割わり込こんだ。

「はいはーい。ホールトン様の少女趣しゆ味みはさておきましてー。お客様はそろそろお帰りのお時間でございまーす。はいコレどーそ」

「えっと、これは？」

　いきなり差し出された革かわ袋ぶくろを、エルは反射的に受け取る。

「穿獣ボルグ討とう伐ばつにご協力いただいたお礼になりまーす。ですよね、ホールトン様」

「あぁ、兵たちを助けてくれたそうだな。ありがとう」

「そしてそしてログ様には、新しいお仕事がございまーす」

「……えー。まだあるの」

「すまない。どうもここ最近、穿獣ボルグらしき目もく撃げき談だんや被ひ害がいが増えているのだ」

「うー。その鎧よろいいじってみたかったのに」

「鎧よろい？　あぁ、穿獣ボルグの放ほう燐りんを防いだとか」

「えっと、エルセリッタだよね。すぐもどってくるからそれまでまってて」

「あ、はい」

「待ってくれ。詳くわしい話を……」

「スクーカ。いきながらきくからいいよ。さっさと終わらせるんだから」

「少しくらいは話させてくれないか」

　ぼふ、と不ふ機き嫌げんそうにドビくんの腹を蹴けるフィリオと、そのあとを追うホールトン。エルが彼かれらを見送りながら困こん惑わくしていると、向き直ったメイドがにっこりと微笑ほほえんだ。

「な、なんですか」

「いえいえ、さっきの領主様の、大変でしたねー」

「……えぇ、まぁ」

「困っちゃいますよねーあのひと。死ねばいいのにー」

（笑え顔がおのままで言うなよ……ふぅ）

　やっと妙みような息苦しさが引き始め、アスヤは改めてメイドに目を向ける。視し線せんが重なり、メイドがまたエルの胸を見ているとわかった。もしや女性に興きよう味みがあるのではなかろうか。

「ここにはしばらくご滞たい在ざいですねー？　ログ様がお戻もどりになるのは数日後ですし」

「そうなりますね」

「ではでは、私オススメのお店を教えてあげましょう。たくさんありますよー。うふふのふ」

「え、あの」

　玄げん関かんまでの長い廊ろう下かを、この調ちよう子しでメイドに振ふり回まわされながら進むエルだった。




　　　　　　　　　　◇




「ゲスな領主と腰こし巾ぎん着ちやくな文官とやかましい給きゆう仕じだったな。まともなヤツがいない」

「ホールトンさんは？」

「あの見た目で文官とか詐さ欺ぎだろ。上半身裸はだかで棍こん棒ぼう振ふり回まわすほうがしっくりするぞ」

「そうやってすぐ人をバカにするんだから。いい人だったでしょ」

「他ほかがおかしいからな。まぁ臨りん時じ収しゆう入にゆうは助かる」

　革かわ袋ぶくろは重く、中身は期待以上の銀貨だった。アスヤの装そう甲こうを売った額がくよりはるかに多い。

　ちなみに遠く離はなれたからか、手放した装そう甲こうの感覚はとっくに感じなくなっている。

「前も思ったけど、お金にうるさいわよね」

「現実的と言え。必要だろ。持ち金増えたからって散財なんかするんじゃないぞ」

「やっぱりうるさい……」

　あのメイドに押おしつけられた地図にはさまざまな情報が書かき込こまれていた。食しよく事じ処どころは感想つきで、他ほかにも宿や服屋、なぜか外がい壁へきの上で夜景がきれいに見えるスポットまで記されている。ただ、街を四よん分ぶん割かつした南側には「見るものないですよー」とだけ書かれていた。

「なるほど、貧ひん困こん層そうは南地区に集めて隔かく離り、他ほかは治安も上々で見た目もキレイ、か。わかりやすいほどダメな施し政せいだな」

　アスヤの指し摘てきを裏づけるように、今いる西地区には路地裏の人ひと影かげは見当たらない。

「屋や敷しきの空気もめちゃくちゃ悪かったし」

「なんのこと？」

「……感じなかったのか？　窒ちつ息そくするかと思ったんだが」

　その苦情にエルは首を傾かしげている。薄うす々うす気づいていたが、アスヤだけの症しよう状じようだったようだ。

「具合悪いなら早めに休む？」

「今はもう平気だ。……にしてもこの地図、まるでデートプランだぞ」

「あ、大だい丈じよう夫ぶそうね。ならバカなこと言ってないで『人ひと喰くい』の話を集めましょ」

　気を取り直してエルとアスヤは繁はん華か街がいへ向かう。するとさすが大都市というべきか、賑にぎわう通りを歩くだけで真しん偽ぎも定さだかではない与よ太た話ばなしはいくらでも耳に入った。ただし期待していた内容は少なく、代わりに何度も聞こえたのは、

「領内のいくつかの町で若い女子が失しつ踪そうしてるらしい、か」

「ふつうなら『人ひと喰くい』のしわざだってなりそうなのに、違ちがうのね」

　その噂うわさもあるにはあったが、それ以上に囁ささやかれていたのはこの続き。

「領主がさらって喰くっている、とはな」

　ルルイオル・ルルメル・ルルド。

　先代である父親が急死したため、なんの準備もなく領主の座についた放ほう蕩とう息子むすこ。

　その性格は、さっき実際に会ったとおり。

　何よりも女好き。というより、女を抱だくのが趣しゆ味みらしい。

「喰くってるってのはそっちの意味だな、絶対に」

「そっちって？」

「知らないなら知らないままのほうがいいぞきっと」

　アスヤの苦く笑しようにエルは首を傾かしげ、それからポツリと呟つぶやく。

「なんか、歪ゆがんでるわよね、ここって。同じ街なのに地区で差がつけられてて、なのにどこでも悪い噂うわさが流れてて……満足してるのはあの領主とそれに味方する人たちだけなんて」

「こういうとき、なんて言うか知ってるか」

「？」

「胸むな糞くそ悪わるい」

「……使わないわよそんな酷ひどい言葉」

　次に向かったのは、西地区の代名詞とも言える大きな商しよう業ぎよう施し設せつ。広い酒場には、街の内外への多様な仕事を斡あつ旋せんする窓口が併へい設せつされている。

「ここのところ、穿獣ボルグの被ひ害がいが増えてネ」

　不健康に瘦やせている事務員は、ガリガリと書類にペンを走らせながらぼやき気味に答えた。

「隠かくれ住すんでるラクティアマスが化けたんじゃないかって話だヨ」

「っ…………そんなこと」

「ま、ログがみーんな駆く除じよしてくれるよネ」

　あはは、と投げやりに笑う事務員に、エルは喉のど元もとまで出かけた反はん論ろんを吞のみ込こむ。

「……他ほかに、変わったことは？」

「んーと、そーいえば昨日きのうおかしなこと聞いたナ。怪かい奇き・ひとりでに動く剣けん、みたいナ」

「何それ」

「そのまんまだヨ。どっかの鍛冶かじ屋やが作った新品の剣けんが、勝手に倒たおれて床ゆかをズリズリ移動したとかなんとカ、傭よう兵へいが言ってたヨ。見た人も多かったとかでネ」

「怪かい談だんにしては地味ね」

「昼間のことらしいしネ。ま、ネタにしては雑だヨ。もっと脚きやく色しよくしないとつまんないネ」

　他ほかの職しよく員いんにもいろいろ聞いてみたが、結局『人ひと喰くい』につながる話は出てこなかった。

「わかってたが、噂うわさ集あつめしかできないってのはどうにも雲を摑つかむような感じだな」

「でも他ほかに方法がないわ。……途と方ほうもないことだって覚かく悟ごはしてるもの」

　テーブルの片かた隅すみで、フードを取ったエルは搾しぼった柑かん橘きつの水割りが入ったコップを見つめる。

「言っておくけど、穿獣ボルグが増えてるのとラクティアマスは関係ないから」

「誰だれも疑ってねーよ」

「それでも一応。アスヤは何も知らないんだし、変に誤解されたら困るの。……ラクティアマスへの偏へん見けんもないし」

「そういや、ラクティアマスは隠かくれ住すんでるって言われたな。なんでだ？」

　確たしかにエルは目を惹ひくほどの美び貌ぼうだが、あくまで個人の容姿だ。ひと目でラクティアマスとわかるような特とく徴ちようではない。

「夜よな夜よな奇き声せいを上げて踊おどる風習があるわけでもないよな」

「わたしがいつそんなことしたのよ。バカなこと言ってると塩水かけて放置するわよ」

「？　…………っやめろ錆さびる！　すまん悪かった」

　平ひら謝あやまりするアスヤに嘆たん息そくを返して、エルはコップの中身で喉のどを潤うるおすと長い金きん髪ぱつを指で摘つまむ。

「わたしはね、見た目がちょっと違ちがうの。生まれつきみんなより色がすごく薄うすくて」

「つまり、アルビノってことか」

「あるびの？」

「ん？　色素が薄うすいことってそう言うよな？」

「初耳。まぁいいけど」

　当然のように出てきた単語だが、通じなかった。失われた記き憶おくの残ざん滓しだろうか。

　ともあれ、エルが日中に外がい套とうを纏まとう理由ははっきりした。紫し外がい線せんに敏びん感かんなのだろう。

「ラクティアマスはね、みんな髪かみが黒くて、褐かつ色しよくの肌はだで、濃こい紫水晶アメジストの瞳ひとみをしてるの。だからどうしても、ちょっと目立つのよね」

　透すき通とおるような金きん髪ぱつに白い肌はだ、澄すんだ碧へき色しよくの目をしているエルはラクティアマスの特とく徴ちようからはかなり離はなれている。

「なるほど。ラクティアマスを知ってれば、なおさらお前がそうとはわからないな」

「わたしとしては好都合なわけ。……で、ラクティアマスの穿獣ボルグ化かだけど。噂うわさが一人ひとり歩あるきして、バケモノみたいな姿になると思われてるのよね」

「違ちがうのか」

　なんとなくそう思っていた。今まで目にした穿獣ボルグが規格外にでかい蜥蜴とかげと熊くまだったので、穿獣ボルグとは常じよう軌きを逸いつした獣けものの姿の印象がある。

「わたしも話を聞いただけだけど、見た目はほとんど変わらないらしいわ。あの赤いツノが生はえて、肌はだが白はく濁だくするだけ。だから穿獣ボルグがラクティアマスかどうかは、すぐにわかるわ」

「…………それもそれでエグいんだが」

　下手へたに生前の容姿を残しているほうが、家族や知人にとっては残ざん酷こくだろう。

「そういうわけだから、変な心配しなくていいから」

（──あぁ）

　そのひと言で、アスヤは内心苦く笑しようする。

　彼かの女じよがこんな話をしたのは、こちらに気を遣つかってのことだとわかったからだ。

　これまで、またこれからも遭そう遇ぐうするであろう穿獣ボルグがラクティアマスの成れの果てかもしれないという疑念や危き惧ぐを取り除くために、こうして改めて説明してくれたのだ。

「お人ひと好よしめ」

「な、何よいきなり」

「素す直なおになれよ。そうすりゃもっとかわいいぞ」

「……ひくわ。気持ち悪い」

「うぉい、かわいくないな！」

「どうせわたしはかわいくないですよーだ」

　ぷい、と顔を背そむける仕し草ぐさも表情も、充じゆう分ぶんすぎるほど絵になっていて。

（あぁくそ美人だなちくしょう！）

　せめてもの抵てい抗こうに、本人が気づかないように悔くやしがるアスヤである。

　そんなやり取りを終えてエルのコップが空になったとき、見計らったかのように横から瓶びんが差し出された。スキンヘッドで体格のいい男性が隣となりに座すわる。

「一いつ杯ぱい付き合わないか、嬢じようちゃん」

「お酒？　いらないわ」

「ジュースでもいいぜ。おごるよ。それにいい話もある。さっきまで嬢じようちゃん、いろんなやつからいろんな話を聞いてただろ？」

「……そうだけど」

「噂うわさ話ばなしに興きよう味みがあるならぴったりの仕事を紹しよう介かいできるぜ。主に街の外から来る客を相手に、話を聞き放題で食べたり飲んだりするだけの簡かん単たんなやつだ。すぐ始められて、気が向かなかったらすぐ辞やめれる」

（うん？　おいおいそれって）

「わたしもこの街にずっといるわけじゃないんだけど」

「ますますぴったりだ。上じよう手ずにやれば数日でけっこう稼かせげるし、ちょっとサービスしてくれるならさらにドン、だ」

　思案するエルに男は笑え顔がおで肩かたを叩たたく。しかしその目は冷めていて、値ね踏ぶみするように外がい套とうの隙すき間まから身体からだを覗のぞき込こんでいるのがアスヤにはわかった。

「嬢じようちゃんならきっと即そく日じつ大人気間ま違ちがいなしだぜ？　どうだい。場所を変えて、詳くわしい話を」

　するっと自然な手つきで男の腕うでがエルの腰こしに回されようとした、直前。

「悪いなおっさん。俺おれ、実は男なんだ。ちょっと需じゆ要ようが違ちがうんじゃねーかな」

　アスヤの発した野太い声が、男の動きを制止させる。

「な、は──？」

「にしてもおっさん、いい身体からだしてるよな。どうだ、場所を変えて楽しまないか？」

　言葉を失うエルが落ち着く前に言いきると、顔を青ざめさせた男はイスを蹴け飛とばすように後ずさり、尻しりを手で隠かくしながら無言で去っていく。

「…………ねぇ、今の何」

「何って風ふう俗ぞくの勧かん誘ゆうだろ。ああいうのはこのくらいやらないといくらでも寄ってくるぞ」

「え、ふうぞく……？」

「見ず知らずの男たちに身体からだ触さわられてでも『人ひと喰くい』の手がかりがほしいっていうなら止めないが」

　そこでようやく、エルは再びフードを目ま深ぶかにかぶって足早に店の外に出る。

　乱れる心しん拍ぱくと呼吸から、どんな顔をしているのかは見なくてもわかった。







「そろそろ落ち着いたか？」

　意味もなくルッケルンの街中を歩き回り、行き着いたのは小さな公園。砂場で遊ぶ子どもたちを横目に、ベンチに座すわったエルはアスヤの問いに小さく頷うなずく。

「あ、ありがと。ぜんぜんわかんなかった」

「用心しとけよ。大きい街はこういうの多そうだし、お前は疎うといもんな」

「アスヤは、その……詳くわしいの？」

「ねーよ。…………記き憶おくがないから根こん拠きよもないけどな」

「あう、ごめん」

「まったく、俺おれより世間知らずでどうすんだ」

「今回はたまたま！　そもそも知らなくてもいいことだし！」

「知らなかったからあっさり引っかかるところだったんだろーが」

　アスヤの指し摘てきにエルは悔くやしそうに押おし黙だまり──そのお腹なかがくぅと鳴った。

「はう」

　ますます肩かたをすぼめる彼かの女じよにアスヤは嘆たん息そくする。今の酒場で食事するはずだったのに、こうして諦あきらめた挙句に動きまくったのだ。空腹にもなるだろう。

　トボトボと公園を出たエルは、とある料りよう亭ていを目にして立ち止まる。これまでの酒場や大衆食堂とはやや趣おもむきが異なる、落ち着いた店構え。地図に印がついていた場所だ。

「気になるならここにしたらどうだ」

「でも、高そうだし」

「金はあるだろ。気晴らしにいいもの食べるくらいの余よ裕ゆうはもてよ」

「じゃあ、そうする」

　素す直なおに頷うなずく彼かの女じよの様よう子すは、やはり沈しずんでいるように見えた。心しん拍ぱくは穏おだやかだがいつもに比べて静かすぎる。さっきのやり取りと空腹も含ふくめて旅の疲つかれが出てきたのだろう。

　派は手ですぎない内装でまとめられた店内は、外の喧けん騒そうを断って居い心地ごこちの良いい空間を演出していた。衝つい立たてで仕切られた半個室席で、外がい套とうを脱ぬいだエルは肩かたの力を抜ぬいて吐と息いきを漏もらす。

　料理の値段は身構えていたほどでもなく、今までの食事と大差なかった。地図に書かき込こまれたメイドの感想も「良心的価格で味と雰ふん囲い気きともによし」と高評価だ。

　鎧よろい姿すがたでも目立つことなく、やがてエルの前に注文した料理が運ばれてくる。

「……おいしい」

　香こう草そうで包んで蒸むし焼やきにした子牛の肉は柔やわらかく、香こう辛しん料りようが効いていて食欲を誘さそった。焼きたてのパンと根こん菜さいのスープとの相あい性しようもよく、エルは夢中になって食べ進める。

「……うまそうだな」

　鎧よろいのアスヤは空腹を感じないが、食に対する欲求は健在だ。それに『燐素リユオ喰くい』直後の感覚は満腹感にかなり近い。味も食感もないまま腹だけがふくれるのにはまだ慣なれない部分がある。

「食べてみる？」

「口があればな」

「人になったときに」

「いつになるんだか」

「……においは嗅かげないのよね。じゃあせめて目で楽しむとか」

　言って、エルはフォークに刺さした肉を自分の胸、アスヤの目の前に持ってきた。湯気の立つ肉の中はほんのりと赤みが残っていて、じわりと滲にじむ肉にく汁じゆうの照りが食欲を誘さそう。

「嫌いやがらせか」

「そんなつもりは……なくはないけど」

「いい性格してるなこの野や郎ろう」

「残念でしたわたしは女の子よ。ほらほら、あーん」

　おどけるようにアスヤの前で揺ゆらした肉を食べようとして──エルの動きが止まる。

　口に入る手前で、腕うでがびくともしなくなった。肉の刺ささったフォークがぴくぴく震ふるえる。

「ア……アスヤ。何するの」

「やられっぱなしは癪しやくだからな。くくく、抵てい抗こうさせてもらう」

　動作補強の応用だ。アスヤの力の加え方次し第だいでは、エルの動きを邪じや魔まできる。

「じ、地味なことしないでよ……子どもじゃないんだからっ」

「ちょうどいい訓練だろ。ほれ、頑がん張ばらないと肉もスープも冷めるぞ」

「このくらい……えい、やっ」

　中のエルと外のアスヤ。力比べではエルが不利だが、彼かの女じよは動きの向きを次々変えて、フェイントも織おり交まぜながら徐じよ々じよに肉を口に近づけていく。

「ぐぬぬ」

「ぬぎぎ」

　傍はたからはまるでわからないせめぎ合いを続けることしばし。勝敗は、フォークから抜ぬけた肉が胸きよう甲こうの上を滑すべり落おちた瞬しゆん間かんに決した。

「あああああお肉が！」

「うわあああ肉にく汁じゆうが！」

　引き分けである。

　声を聞いて寄って来た店員に愛あい想そ笑わらいを浮うかべ、エルは肩かたで息をしながら食事を再開する。

「アホかとバカかと」

「まったくよ、もう」

　ともあれ、さわやかな酸味のシャーベットで締しめくくった食事がエルにとって久しぶりの休息となったことは間ま違ちがいない。当てもなく『人ひと喰くい』を探し続ける日々は、いくら決意を固めていても徐じよ々じよに心を蝕むしばんでいく。

（こいつ、絶対自分を追おい詰つめるタイプだろーしな。注意しとかないと危なっかしい）

　しかしこうなると、こちらも羽をのばしたいアスヤである。

「そういえば、さっき大通りに浴場があったな」

「そうね。けっこう大きかったけど、どうかした？」

「ちょっと風ふ呂ろに入りたいと思った」

「……毎晩ちゃんと拭ふいてるつもりだけど？」

　夜寝ねる前、エルは鎧よろいとその下の革かわ衣ころもを手入れしている。そのための布と油も買った。

「やり方とかおかしい？」

「いや、手順やらは俺おれも知らないからなんとも。ただまぁ、言いづらいんだが」

「何よ。わたしにできることなら改善するけど」

「そういうんじゃなくてな。なんつーか、こうして一日中着て歩いてるとさすがに汚よごれが気になるんだよ。汗あせやらなんやら染しみ込こんだりとか、細かい砂すな埃ぼこりとかな。人の姿になって身体からだを洗えばきれいになるかはわからないけどな。さっぱりはしたい」

　今もアスヤはエルのしなやかでメリハリのある身体からだをぴったりと革かわ衣ころもと装そう甲こうで包んでいる。通気性がよくない上に外がい套とうを羽は織おるエルは当然汗あせをかくわけで、それらの感かん触しよくも意い識しきしようとすればつぶさに感じ取れてしまう。

　無む論ろん、ことさら意い識しきしなければいいだけなのだが──一度気になるとどうにも頭を離はなれない。

　などと思っていると、いつのまにかエルが真まっ赤かな顔で身体からだを震ふるわせていた。

「な──なんでそう、なんでそう……っ！　わたしだってわかってるの！　だから毎日できるだけきれいにしようって、汚よごれたままはアスヤもイヤだろうなって……なのに、なのに──もぅわざわざ言わないでよぉっ!!」

「…………お、おぅ」

　失言だった。どうやら自覚していたらしい。それを相手に指し摘てきされるほどバツの悪いことはないし、そもそもエルは年ごろの女の子だ。俯うつむいたままテーブルクロスにぐりぐりと指を押おしつけて、叫さけんだせいで店員が覗のぞき込こんでいることにも気づかない。

「……その、なんだ。すまん」

「もうアスヤ着たくない」

「それは困る。というかお前も困るだろ……」

「だから着るわよ。着るけど。うぅぅぅバカバカ」

「ホント悪かった。忘れてくれ」

「忘れたいわよバカ」

　しばらくバカバカと中身のない呪じゆ詛そを繰くり返かえしていたエルだが、店員に心配されると愛あい想そ笑わらいを浮うかべて席を立った。会計を済ませ、夕暮れに染まり始めた外に出てため息ひとつ。

「…………落ち着きましたでしょうか」

「そう思う？」

「はは」

「落ち着くけど。このままヘコんでても意味ないしバカ」

　根にもたれた。

「──あ、こういうときに使えばいいのね」

「？」

「むなくそわるい」

「うぐ。…………あー、ここの外灯ってどうなってるんだ」

　露ろ骨こつに話題を変えてみる。通りの先では馬に乗った兵士が長い棒を外灯の先せん端たんに近づけて、ポゥと橙だいだい色いろの明かりを灯ともしていた。油を火種にしたランプとは違ちがう光だ。

「まったくもう……錬燐術レリオンよ。外灯の先にある刻こく印いんをああやって起動してるの。動かすだけなら錬燐術レリオンの知ち識しきが要いらないのは、刻こく印いん式しきの利点ね。詠えい唱しよう式しきは毎回唱となえないといけないし」

「フィリオに対たい抗こう心しんでもあるのか」

「まさか。あんなすごい人と競せり合あおうなんて思わないわよ。適材適所でしょ。刻こく印いん式しきはあらかじめ刻んでおけば誰だれでも使えるし、時間をかければ大おお掛がかりな術式だって組めるわ。状じよう況きように応じて組むのは苦手だけどね。詠えい唱しよう式しきは臨りん機き応おう変へんで早いけど相応の知ち識しきが必要だし、燐素リユオを取とり込こみながらっていうのはけっこう疲つかれるのよ」

「……あいかわらず錬燐術レリオンのことは活いき活いきと喋しやべるよな」

「そう？　かもね、好きだし、子どものころからたくさん勉強してきたもの。この外灯だって元はラクティアマスが作ったものだから、ご先祖の叡えい智ちがたくさんの人の役に立ってるのは、嬉うれしいわ」

　微笑ほほえみながら、エルは外灯の柱に手を添そえる。

　途と端たん、先せん端たんの光がフッと消えた。

「…………え？」

「こっち来るぞ。逃にげろ」

　戸と惑まどいながら、エルは引き返してくる兵士を見てそそくさとその場を離はなれる。角を曲がり、早足で歩きながら自分の胸に問いかける。

「今のって、もしかして」

「あー。実はこの街に入ってからなんだが──って、誰だれだ！」

　急に叫さけんだアスヤに驚おどろいて、足を止めたエルは周囲を見み渡わたす。けれど路地の前後には人ひと影かげはなく、見上げても屋根に挟はさまれた細い空しか見えない。

「どうしたのよ」

「……どっかから見られてる。それにこの息苦しさ、領主の屋や敷しきでも感じたぞ」

　言われてエルも警けい戒かいするが、やはり見える範はん囲いには誰だれもいない。

「気のせいじゃなくて？」

「それで喉のどが詰つまるんなら精神性の疾しつ患かんだな。誰だれかがいて俺おれがそれを察知してるのと、誰だれもいなくて俺おれがおかしくなってるのと、どっちがマシだと思う？」

「アスヤが正しいほうがまだいいかも」

　ぐっと、緊きん張ちようしながらエルは腰こしの鉈なた剣けんの柄つかを握にぎる。毎日繰くり返かえし練習しているおかげで、なんとか片手での抜ばつ剣けんだけは形になってきたところだ。

「心当たりは？」

「あると思うか？」

「口が悪いからどこかで逆さか恨うらみされてそう」

「こうなる前の俺おれはすばらしい人格者だぞ、きっと」

　軽口を叩たたき合あいつつ警けい戒かいするが、アスヤだけが感じる視し線せんと息苦しさはやがて途と切ぎれた。

　結局その正体はわからないまま、二人ふたりは宿に戻もどるのだった。
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　ルルメル領りようの中央都市なだけあって、ルッケルンには多くの人々が出入りしている。人が集まる場所では毎日顔ぶれが変わっていて、遠く離はなれた地域の話を聞く機き会かいも多かった。

　それでも『人ひと喰くい』に関する有力な情報は、まったくなかった。『人ひと喰くい』そのものは誰だれもが知っているのに、語られるのは具体的な地名や時期の定まらない噂うわさや御お伽とぎ噺ばなしばかり。

　そうして何も進展がないまま迎むかえた、五日目の夜。

　エルがベッドで眠ねむり、街全体も寝ね静しずまり始はじめた真夜中のこと。

「…………おぉ」

　規則正しい寝ね息いきをたてる彼かの女じよの枕まくら元もとに、アスヤは全ぜん裸らで立たち尽つくしていた。

　弁明を最初にするなら、彼かの女じよに抱いだいた劣れつ情じようが爆ばく発はつしたわけではない。確たしかにエルセリッタ・レフ・アーニャは見み惚とれるほど美しい少女で毎日の感かん触しよくはすこぶる刺し激げき的てきだが、アスヤにも人並みの理性はある。

　人間の、十代半ばの少年の姿になったのはつい今しがた。今日きようも今日きようとて眠ねむれないこの夜をどう潰つぶそうかと思おもい悩なやんでいた最中である。

「なーるほど、そりゃそうだ」

　全ぜん裸らのまま窓ガラスに映る自身を視界に入れる。雲間から零こぼれる月明かりに照らされたその身を正面から見るのはこれが初めてだ。

　見覚えは、あるようなないような。ややクセのついた黒くろ髪かみに変へん哲てつのない黒くろ眼め。顔は可もなく不可もなく。身体からだはそれほど鍛きたえているようには見えず、よくも悪くも朴ぼく訥とつとした平へい凡ぼんさである。これが自分本来の姿なのかと問われても曖あい昧まいだ。

　実のところ、アスヤは今現在のこの状じよう況きようをある程度は予見していた。こんな夜中になるとは思わなかったが、今日きよう明あ日す中じゆうには人間の姿になるだろうと考えていた。

　この街には、燐素リユオが多い。

　そもそも燐素リユオは生き物の魂たましいから作られるもので、感情によって増減することから人が集まり賑にぎわう場所は特にその濃のう度どが高くなる。エルは『人ひと喰くい』の情報集めで大通りや酒場などに何度も訪おとずれていて、アスヤは『燐素リユオ喰くい』の加減ができない。

　日に日に自身の中に熱ねつが蓄ちく積せきし、ふくらんでいき──ただ、エルに伝えるのを忘れていた。

（まったくもって収しゆう穫かくがないからな）

　この街ならではだろう。話題の大半が領主への不平不満に終始しているのは。

　若い女性を買ってる攫さらってるだけでなく、賄わい賂ろ疑ぎ惑わく、遊び仲間を高官に登用している、穿獣ボルグ討とう伐ばつは領土拡大のための前準備らしい等々。

（ここまで良いい噂うわさがないのはいっそ清すが々すがしいな。しかもどれもそれっぽい……ま、どーでもいいか。さて）

　ひととおり自分の身体からだを観かん察さつし終えて、アスヤはエルのリュックを漁あさる。別にそういう趣しゆ味みがあるわけではない。だというのに暗がりの中で最初に摑つかみ取とったのは白い布だった。何度か目にした覚えのある、主にエルの豊かな胸を包み支える一品である。

「…………っ！　いっしょに入れとくなよっ」

　放ほうり投なげて探たん索さくを続けることしばし、奥おくに押おし込こまれていた目的のものを引っ張り出す。

　地味な色合いの上下。最初の町でエルの部へ屋や着ぎとともに買ったアスヤ用の衣服だ。

（よし、しばらくはもつ、よな）

　身体からだの奥おくの熱ねつはしっかりと感じられる。少しずつ流れ出ているものの、流血と興こう奮ふんにさえ注意すればこれだけの燐素リユオがすぐに尽つきることはないだろう。

「んじゃ、ちょっと出かけてくる」

　財さい布ふからいくばくかのお金を手にし、こっそり部へ屋やを抜ぬけ出だして肌はだ寒さむい夜の街へ。目指すは以前から気になっていた大衆浴場。ひと悶もん着ちやくあったものの、やはり風ふ呂ろには入りたい。

　こんな時間でも営業しているのは前を通るたびに看板をチェックしていたから確かく実じつだ。カウンターで洗い布を買って受付をすませると、期待したとおり夜よる遅おそいので利用者は少なかった。

「おぉ、さすがに広い！」

　つい声が弾はずむ。石いし畳だたみの洗い場の奥おくには十数人が余よ裕ゆうで並べるほど大きな浴よく槽そうがあり、軽く身体からだを流してからゆったりと足をのばして肩かたまで湯船に浸つかる。

「うぁー……良いいな。とても良いい……もーちょい熱あつくてもいいけど、贅ぜい沢たく言わない。沁しみる」

　しばらく湯船の心地ここちよさを堪たん能のうして、顔を上げる。

　石を積つんだだけの地味な壁かべだが、むしろ物思いに耽ふけるにはちょうどよかった。

「なんなんだろうな、俺おれは」

　人間に戻もどる。その目標に迷いはない。けれどその自分は何者なのか。短いながらもエルとともに旅をしてきたが、記き憶おくが戻もどる兆候はまったくない。

（地名に文化に錬燐術レリオンに穿獣ボルグに……何から何までまったく覚えがないなんてありえるのか？）

　かと思えば、エルの知らない単語や知ち識しきが浮うかぶことが何度かあった。

（こことは全然違ちがう異国にいたのか、それとも……）

　人間だという自覚が間ま違ちがいで、本当に目覚めたときに生まれたばかりの精せい霊れいなのか。

（まったく別の世界から迷まよい込こんだ、ってのは荒こう唐とう無む稽けいにもほどがあるか）

　どれもこれも、根こん拠きよなんて微み塵じんもない。ただ、日に日に違い和わ感かんはふくらんでいる。まるで薄はく氷ひようの上を歩いているような──いつか足元が砕くだけ散ちって底のない奈な落らくに落ちるのではないかと、漠ばく然ぜんとした焦しよう燥そう感かんを覚えるようになったのはいつからだったか。

「──っと、やめやめ。ダメだな。独りだと変な方向に考えが流れる。なるようになれだ」

　いつもはエルがそばにいる。夜もすぐそこで彼かの女じよが眠ねむっているので、その気け配はいがアスヤの思考を引き止めてくれる。それだけでもだいぶ彼かの女じよに助けられていた。

　気持ちを切きり替かえて湯船を堪たん能のうし、さっぱりとした頭で風ふ呂ろを出る。宿に戻もどろうとして、ふと思い立って売店で木のコップに注つがれた飲み物を買った。

（さて、俺おれは飲み食いできるのかどうか）

　身体からだは火ほ照てり、喉のどは渇かわいている。つまりは水分を欲ほつしているということ。

　目覚めて初めての飲食だ。どうやらお茶らしいコップの中身に口をつけると冷えた液体が喉のどを通り、さわやかな香かおりが鼻から抜ぬける。

「……甘あまい。香こう草そう茶ちやなのか。というか飲めたな、ふつうに。……ん？」

　くいっと一気に飲み干し、満足したので外に出ようとして──カウンターの前に見覚えのある少女がいた。

　長く鮮あざやかな銀の髪かみ。背は低く、身体からだは細く、片方の肩かたが覗のぞくたるんだ服装。何よりもげっ歯し類るいを模した大きなぬいぐるみがかなり目立つ。

　利用者が少ないとはいえまばらな人の輪わができている中、当人は気にする素そ振ぶりもなく顎あごに指を添そえて何やら考かんがえ込こんでいる。

「フィリオじゃないか。討とう伐ばつ終わったのか？　つかこんな時間にこんな場所で何してんだよ」

「は？　だれ？　あたしのことしってるんだ」

「──そうか、マズった」

　つい声をかけてしまったが、アスヤと彼かの女じよは初対面だ。話したことがないし、そもそも人間の姿のアスヤをエル以外は見ていない。

「どこかであったっけ」

「まぁそんなとこだな。それより、もしかして風ふ呂ろに入るつもりか」

「わるい？」

「いや、ただこういうところに来るのが意外っつーか。いつもなのか？」

「はじめてだけど？」

　けろりと答える銀ぎん髪ぱつ少女。突つっ立たっているのは利用方法がわからないかららしい。

「……金はあるよな」

「あたりまえだよ」

「ならそこで代金払はらって、必要なものがあるなら買って、あとは入ればいいんだよ」

「……スクーカ。あなたやって」

「は？」

「わかるならやってよ」

　有う無むを言わさず銀貨を握にぎらされる。返そうかと思ったが、話がこじれるのも面めん倒どうなので渋しぶ々しぶフィリオとともにカウンターへ。

「洗い布はどーする」

「なにそれ。へぇ、そんな布あるんだ。いらない」

「風ふ呂ろ入りに来たんだよな？」

「汗あせながせればいいの。さっさとしてよ」

　急せかされて受付をすませると、フィリオは物もの珍めずらしげに視し線せんを動かしながら脱だつ衣い所じよへ向かう。

「おいおいおいちょっと待てよく見ろそっちは男だ！　女おんな風ぶ呂ろはあっち！」

「ふぅん？　わざわざわけるなんてへんなの」

「いやそこ大事だからな。……あとぬいぐるみは預けろ。中身がダメだ」

　アスヤが指差す看板には、武器類の持もち込こみを禁止する利用規約が記してある。

「えー……ドビくんもあらいたいのに。じゃああなたがもってて」

「お、おい？」

「いっとくけどぬすんだらころすから。ドビくんのばしょならすぐわかるし」

　言うが早いかぬいぐるみをアスヤに押おしつけて、少女は脱だつ衣い所じよに入ってしまう。

「……ったく、なんなんだあれは」

　だらりと垂れたぬいぐるみ。汚よごれた毛並みのあちこちからほつれた糸が飛び出し、目も片方取れかかっている。ただし中身から溢あふれ出だす燐素リユオは今も圧あつ倒とうされるほど濃のう密みつだ。

「どうしてこうなった」

　ぼやきながら外のベンチに座すわると、湯上りでまだ火ほ照てる身体からだに夜風が心地ここちよかった。

『びっくりですぞ。もしかしなくても師し匠しようですぞ？』

　頭に響ひびいた覚えのある声は、膝ひざに乗せているぬいぐるみから。正しくは、その中に押おし込こめられている聖せい剣けんに宿る精せい霊れいのものだ。

「師し匠しようはよせっての。というか、わかるのか。この姿でもお前の声は聞こえるし」

『にょほほ。師し匠しようは気け配はいがおかしいから間ま違ちがえようがないですぞ。どうやったかはさておき、ヒトの形になったからって契けい約やく対象外なのは変わらないですぞ』

「この姿でも否定されるのかよ……気け配はいがおかしい？」

『生き物は魂たましいから出る燐素リユオの質や量で気け配はいがそれぞれ微び妙みように違ちがうんですぞ。でも師し匠しようはすっからかんで目立つですぞ』

「声せい紋もんとか指し紋もんみたいなもんか。……俺おれにはそれがない、と」

　改めて現状を突つきつけられ、さすがに重苦しい息が漏もれる。

『ところで師し匠しよう。どうしてエルセリッタに私を手放させたですぞ？　師し匠しようが言わなければ今ごろ私はエルセリッタの裸ら体たいを隅すみ々ずみまで観かん察さつできたですぞ』

「……えっと、何言ってんだお前」

『おっぱいに貴き賤せんなしと言ったのは師し匠しようですぞ。それに倣ならって私もすべてのおけつを愛すると誓ちかったんですぞ。その機き会かいを奪うばうなんて酷ひどいですぞ』

「おけつ言うなますますヘンタイっぽい」

『師し匠しようが望むならフィリオフィルヴィアのあるかないかも微び妙みような胸の起き伏ふくを事細かに報告』

　ボスッとぬいぐるみに拳こぶしを打うち込こむと、硬かたい感かん触しよくにぶつかった。

「お前は悩なやみがなくていいな」

『いやいや、残念ながらフィリオフィルヴィアのおけつの感かん触しよくをまだ』

「黙だまってろ」

　もう一度殴なぐりつけて、夜空を見上げる。薄うすい雲に覆おおわれた天に星は見えないが、丸く輝かがやく月の周囲だけは不ふ思し議ぎと散らされたように雲の切れ間が広がっている。

　肉眼で見る黄き色いろい月は、吸すい込こまれそうなほど美しかった。







　思ったよりも早く浴場から出てきたフィリオは、飲み物の入った木のカップを手にアスヤの隣となりにちょこんと座すわる。

「ちゃんとまってたんだ。えらいえらい」

　目を惹ひく銀ぎん髪ぱつは湿しめり気けを帯び、月明かりで絹のような艶つやを際きわ立だたせている。ほんのりと上じよう気きした白い肌はだからはふわりと石せつ鹼けんの香かおりがした。

「盗ぬすんだりしねーよ。いい湯だったか」

「べつに。おゆはあついしにごってるし、ひろいくらいしかいいところないかな」

「じゃあなんで来た。領主の屋や敷しきなら立派な風ふ呂ろがあるだろ」

　夜の闇やみに溶とけ込こむ黒い尖せん塔とうの群れに目を向けると、少女はカップにつけた唇くちびるを尖とがらせる。

「りっぱだけどおちつかないの。はいるとだれかに見られてる気がして、きもちわるい」

（覗のぞきぃ？）

　申し訳ないが、フィリオの身体からだつきはお世辞にも良いいとは言えない。数すう歳さいしか違ちがわないはずなのに、エルと比べるのが可哀かわい想そうになる起き伏ふくの乏とぼしさだ。

　するとアスヤの視し線せんをどう受け取ったのか、フィリオはジトリと睨にらんでくる。

「からだはふいてたよ。でもいままでずーっとあちこちでぼるぐころしてたから、さっぱりしたかったの。もーホントにボルグおおすぎ。まだいるみたいだし。スクーカ」

「別に汚きたないとか思ってねーよ。大変だなお前も。っていうかそのスクーカってなんだ」

「めんどくさい」

「は？　あぁ、そういう意味なのか。……って、愚ぐ痴ちりすぎだろ」

「いいでしょべつに。それよりどーしてあたしのこと知ってるの」

「む。……えーと、あれだ。有名だろ、ログってのは」

　無ぶ難なんに答えると、少女は金きん色いろの双そう眸ぼうをこちらに向けた。

「そーだね。ログの名前はね。でもあたしのかおが知られてるのは王都くらいだし、ログって知ってるのにあなたはたいどおおきいよね」

「ログってそんなに偉えらいのか。……いや、そうか。強いから偉えらいのか」

「それしらなかったの？　あはは、あたしでよかったねー。ゆるすゆるす」

　指をさされて上から目め線せんで笑われた。けれど並んで座すわっているので実際は上うわ目め遣づかいだ。

「昼間とはずいぶん雰ふん囲い気き違ちがうな。あんなにダルそうだったのに」

　今は気けだるさが薄うすれ、口数も多い。笑え顔がおも浮うかべているし、アスヤはだんだんこのやり取りがおもしろくなってきた。

「だってあたし夜型だもん。……お昼にどこかであってる？」

「さてどうだろう。ところで口く調ちようは正したほうがよろしいでしょうか」

「いいよそのままで。めずらしい──っていうかあなたが初めて。あたしをフィリオフィルヴィア・ログってわかっててそんなくちきくの」

「あ、ポッポンは省くのか」

　途と端たんにフィリオは大きく目を見開いた。天上の満月とこの少女の金きん瞳どう、どちらが美しいだろうかとアスヤは一いつ瞬しゆん素すで迷う。

「なんでそれもしってるの？　あたしの神名なんて、めったにおしえないのに」

「そ、そうなのか。どっかで聞いたんだ。すごい神様の名前なんだってな」

「むぬぬぬぬ……だれよいいふらしたやつ。やつざきにしてやる」

　俯うつむいたフィリオはぷるぷるとカップを震ふるわせていたが、やがてカクンと肩かたの力を抜ぬく。

「……スクーカ。やめやめ。おこってもつかれるだけだ。──そもそもコレほんとの名前じゃないし」

「本当の名前じゃない？」

「そ。ログになるまえは番号でよばれてた。そのもっとまえの名前は、わすれちゃった」

　あっさり告げられて、アスヤは戸と惑まどう。作られたログの模造品──膝ひざに乗せたぬいぐるみの中身から大おお雑ざつ把ぱに聞かされてはいたが、当人から語られるとは思ってもいなかった。

「……いいのか、それを初対面の俺おれなんかに話して」

「んー？　あ、そーいえばだれにも言うなって言われてたかも」

「おいおい」

「まずいかな？　でももう言っちゃったし、どーしよ」

　こちらを向いたフィリオは困ったような微び笑しようを浮うかべていて、アスヤにはそれが彼かの女じよの初めて見せた本心に思えた。

「聞いたからには生かしておけない、なんて理り不ふ尽じんはないよな？」

「それでもいいなら」

「よくねぇよ！　……まぁなんだ。初対面だからこそ話せることもあるよな。独りで抱かかえ込こむより吐はき出だしたほうが気は晴れるだろうし」

「そ？　じゃあもうちょっとはなしちゃおうかな。なんとなく聞いてほしいし」

　少女のいちばん古い記き憶おくは、雪の舞まう小さな街の片かた隅すみで寒さと飢うえに耐たえる自分の姿。

　身寄りのない子どもを集めた小さな施し設せつでの暮らしは貧しかった。けれどある日突とつ然ぜん現れた大人おとなたちがその子どもの中から数人を選び、引き取った。彼かの女じよもそのうちの一人ひとりだった。

　それからは寒さとも飢うえとも無む縁えんな、しかし退たい屈くつな日々が繰くり返かえされた。一日の大半は錬燐術レリオンの勉強で、終われば味のない粉や液体を飲まされ、寝ねているあいだすら何かされ続け、次し第だいに子どもたちの数は減っていき、いつしか少女の髪かみは銀ぎん色いろに、両の瞳ひとみは金きん色いろに変わっていた。

「見た目がこうなったら、おとなはあたしをログにつれてきた。フィリオフィルヴィアなんてながい名前つけて、神しん童どうだとか天才だとかいろんなことばをならべて、おおぜいのまえにひっぱりだした。めんどくさかったなぁ。いまもだけど、なれちゃった。あは」

　そっけなく笑い、コップの中身を飲み干す少女。その半はん生せいはアスヤの想像以上に過か酷こくだった。

「聞いといてなんだが……やっぱりホイホイ他人に話す内容ではないな」

　そもそも絶対に信じてはもらえないだろう。むしろ虚きよ言げんや妄もう想そう、もしくはログ家けへの侮ぶ蔑べつとして罰ばつせられかねない。特にこれに関かかわる者たちにとっては秘ひ匿とくすべき禁きん忌きだ。

「だいじょーぶ。あなたにしかはなしてないし」

「……どうして俺おれなんだ？」

「んー、はじめてだからかな。フィリオフィルヴィア・ログ・ポッポンを、なんのえんりょもためらいもいふもあざけりもなく『お前』ってよぶひと。……うん、ふつーにはなしかけてくれたの、うれしかった」

　ただ、それだけの理由で。

　思えばエルも、フィリオに敬意を向けている。ルルイオルやホールトンも、ログとして特とく別べつ扱あつかいしていた。それが当たり前のことなのだ。

　だとすれば彼かの女じよの日常はどれだけ狭せまく閉へい鎖さ的てきで、窮きゆう屈くつなものなのか。

「嫌いやじゃないのか」

「べつに。こうならなかったらたぶんあたし死んでたし。いきてるからいいかなーって」

「そう、か」

「ただね、ちょっとね。ときどき、たまに、なんとなく、かんがえちゃうんだよね。……あたしって、だれなんだろうって」

「──！」

　意表を突つかれて目を瞠みはる。奇くしくもその問いは、アスヤが抱かかえているものと同じだった。

「フィリオフィルヴィアは、おとながつくったあたし。じゃあそうじゃない、あたしそのものってなんなのかな。名前もなくて、見た目もかわっちゃって。いまのあたしはぜんぶフィリオフィルヴィアだし、もしそれがなくなったら……なにものこらないんじゃないかなって。それが、ちょっとこわいかも」

（あぁ……そうか。俺おれが感じてる焦あせりはこれか）

　夜や気きに溶とけたフィリオの独白で、アスヤは己おのれの感情を自覚する。何もかもが定さだかではない自分自身への不安と恐おそれ。彼かの女じよの言葉がなければ気づくのはもっと遅おくれていただろう。

「俺おれは、記き憶おくがなくてな。数日前に目が覚める以前のことは、何も憶おぼえてない」

「へ？　そんなことあるんだ。どーして？」

「わかんね。まぁだからその悩なやみ、共感できる。つまるところ自分の本質がないんだよ、俺おれもお前も」

　揺ゆるがない根幹。己おのれを己おのれたらしめる存在理由。それをアスヤとフィリオは失なくしている。

「なんかむずかしいこといいはじめた。じゃあどーすればいい？」

「それを今考えてる」

『個々は魂たましいで判別できるですぞ』

（そういうことじゃないから黙だまってろ）

　人によってはこれまでの経けい験けんや積つみ重かさねてきた記き憶おくが自己の証あかしとなるだろう。けれどアスヤには過去がない。この少女もまた、他人に与あたえられ塗ぬり固かためられた過去を生きてきた。

　故ゆえに現在に疑問を抱いだく。だから未来も定まらない。

　なら、二人ふたりにとってこれこそが自分だと断言できる確かつ固こたるものは。

「──今、ってのはどうだ」

　自然と、アスヤはひとつの答えを口にする。

「いま？」

「あぁ。今の、この瞬しゆん間かんだ。意い識しき、気持ち、感情──言い方はなんでもいい。とにかくその、今このとき感じているものは、お前の本心から生まれたものだろ」

　例えば、寒い。例えば、美味うまい。例えば、楽しい。例えば、悲しい。

　そういった反射的な感覚から始まり、そこから拡ひろがるさまざまな想おもい。過去や現在に引きずられない素す直なおな思考。ひとつひとつは刹せつ那な的てきで薄うすっぺらいとしても、無限に生まれるそれが集まればきっと独自の色と形を作り出す。

「これまでがどんなで、この先がどうなっても、今この瞬しゆん間かんにあるのはお前から生まれた、お前だけの、紛まぎれもなく唯ゆい一いつ無む二にのものだ」

　口に出して、己おのれの耳で聞いて、アスヤは自分でその考えを補強する。肯こう定ていする。真実にする。

「そうだ、俺おれが何者かなんて、わからないならそれこそ自分で決めればいい。今俺おれはここにいる。どうするかは俺おれが決める。そうして進んだ道にできた足あし跡あとが、俺おれ自じ身しんの証明になる……」

「いまの、このときのおもい……」

「つまり自分らしくしてりゃいいってことだな。まぁ異い論ろんは認める」

「……ううん。そっか、うん、そうかもね……そうすればいい、そうなんだ」

　アスヤの言葉を繰くり返かえし、反はん芻すうし、飲のみ込こんで、こくりと頷うなずく。

　そうしてこちらを向いた少女は、恥はずかしそうにはにかんでいた。

「なんだ、すごくかんたんだね。ずっときにしてたのがバカみたい」

「……あぁ、俺おれもそう思う」

　アスヤも笑う。独りでは考えを先送りにしてばかりだっただろう。抱かかえ込こむより吐はき出だすことで気が晴れることもある──したり顔でそう言ったのはついさっきだ。

「ありがとな」

「ありがと」

　まったく同時に同じ言葉を口にして、互たがいに顔を見合わせ、互たがいに噴ふき出だす。

「なんでおれい？」

「いや、そっちこそ」

「あたしは、ただなんとなく。いまそういいたくなったから」

「俺おれもだ」

　二人ふたりして、また笑う。

　アスヤはふぅと息を吐はいた。ずっと頭の片かた隅すみにわだかまっていた焦あせりが薄うすらいでいる。

　明めい確かくな答えが出たわけではない。けれど楽になった。

　隣となりに座すわる少女も、鼻歌を奏かなでながら足をぶらぶらと揺ゆらしている。

「ねぇ、名前は？」

「そういえば言ってなかったか。アスヤだ」

「ふぅん、あんまりない名前だね。とくべつなかんじでいいかも。うん」

　なぜか満足気に、フィリオは身体からだを寄せてくる。

「ねぇねぇアスヤ」

　空になったコップを落とし、金きん色いろの瞳ひとみはとろんと緩ゆるんでいた。アスヤは妙みように嫌いやな予感を覚えて──それは現実となる。銀ぎん髪ぱつの少女は口元を微笑ほほえませて、甘あまえる声こわ音ねで囁ささやいたのだ。

「こどもつくろ？」

「…………………………はぁ!?」

　意味を理解するまでには十を数えられるだけの間まが空あいた。しかもそのあいだにフィリオはぶかぶかの上着をするりと脱ぬぎ、薄うすい肌はだ着ぎを露あらわにしたヘソの見えた格好でぬいぐるみの上からひょいとアスヤに跨またがってくる。

「ちょ……っと待て！　どど、どうした！」

「アスヤ、好き」

「なんだって？」

「ひとめぼれってゆーんだよねこーゆーの」

「い、いきなりだなっ」

「好きなひととはこどもつくるんだよね？　だからつくろ。ほらほら」

「飛ひ躍やくしすぎだおい！」

　叫さけびながらまわりに目を向ける。夜遅おそいが、大衆浴場を出入りする人々はまばらにいるのだ。

『にょほほ！　これはまた急展開ですぞ！　あ、師し匠しようとフィリオフィルヴィアに挟はさまれていい感じに圧あつ迫ぱくされてるですぞー。おけつの感かん触しよくまでもーすこし、うへへ』

「んー、ドビくんじゃま。ちょっとどいて」

『そんな、ひぇ、あーれーですぞ』

　首根っこを摑つかまれて、ぬいぐるみは地面に落ちる。

「ね、ふくぬいで」

「お前、ここ外だぞ！　こんなところ見られたら……！」

「べつにいーよ」

「まてコラ！　お前、風ふ呂ろ覗のぞかれたからここに来たんだよな！　気にしろ！」

「んー？　それはだれかがこそこそしてるのがきもちわるかっただけだよ。はだかなんてときどき見られてるし」

「なに……？」

『あぁ、ログの力を維い持じするためとかで、たまにいじられてるですぞ。そのときは裸はだかですぞ』

（なんだそりゃふざけんな──つまり肌はだを見せるのに恥はじらいがないのかよっ！）

　服をだらしなく着ているのも、そういった羞しゆう恥ち心しんが欠けているためか。

　加えて彼かの女じよの吐と息いきからは酒の香かおりがする。どうやらコップの中身は果実酒割りだったらしい。

「アスヤはあたしのこときらい？」

「き……嫌きらいじゃないがっ」

「ならいいよね。ほらほら」

「そ、そもそもお前、子どもの作り方わかってるか？」

「うん。あたしのここの凹ぼこにアスヤの凸でこをいれてヨイショヨイショするとできるんだよね」

　屈くつ託たくのない笑え顔がおで自信満々に脚あしの付け根に視し線せんを落とすフィリオ。

「うちの使用人がはなしてるのきいたからまちがいないよ」

「雑な上に又また聞ぎきすぎる……っ！」

『ぜひ私も混ぜてほしいですぞ！　ほら拾って拾ってですぞ！』

（黙だまってろ！）

『あ、この子初めてだから痛くないように入れる前にはしっかりと』

（へし折れろ俗ぞく物ぶつ聖せい剣けん！）

「そとがいやならなかでもいいよ？」

「酷ひどいなその言い回し！　……っ、まずい」

　彼かの女じよの身体からだつきは年ねん齢れいより幼い。起き伏ふくに乏とぼしく、なだらかで華きや奢しやだ。それでも女性らしさが皆かい無むなわけはなく、肌はだ着ぎの隙すき間まからは芽め吹ぶきかけの控ひかえめなふくらみが見みえ隠かくれし、密着している太ももからは柔やわらかさと温ぬくもりが伝わってくる。

　何よりフィリオはかわいい。エルとはまた違ちがう、純じゆん粋すいなあどけなさがある。

　そんな彼かの女じよが積せつ極きよく的てきに、好意を隠かくすことなく大だい胆たんに迫せまっているのだ。これに無反応でいられるほどアスヤの自制心は強くない。

　現に赤面する顔と反応してしまう下半身に奪うばわれるように、身体からだの奥おくにある熱ねつがどんどん小さくなっていた。感情の昂たかぶりによってアスヤの中の燐素リユオが加速度的に流出しているからで、このままだと鎧よろいに変わるのにそう時間はかからない。

「ね、はやくしよ？　きもちいいってきいたよ？」

　にこにこしながらフィリオは短いスカートを指で摘つまむ。そのまま持ち上げ──中が見える寸前で、アスヤは生なま唾つばを飲のみ込こみながらその手を押おし止とどめた。

「ま、待て！　お前、俺おれのこと好きなんだよな？」

「うん」

「なら俺おれの意見も聞いてくれ。このままだとお前を嫌きらいになりそうだ」

「え……」

　効果は覿てき面めんだった。細い指からスカートが落ち、フィリオは呆ぼう然ぜんとアスヤを見つめる。

「やだ。アスヤにきらわれたくない」

「ならわかってくれ。こういうのは簡かん単たんにするもんじゃない。いろいろお互たがいのことをわかりあって、いっしょの時間をすごして、最後にすることだ」

「……そうなの？」

「あぁ。少なくとも今日きよう会ったばかりでするのはおかしい。好いてくれるのは嬉うれしいが、もっと自分を大切にしないとダメだ」

「ん……わかった。アスヤがそういうなら、今日きようはしないね」

　素す直なおによいしょ、と膝ひざから降りるフィリオ。服を着てぬいぐるみを抱だき締しめると、残念そうにため息をついてアスヤの隣となりに座すわる。

「いつになったらいいの？」

「……まだ先だな。そのときは自然とそういう雰ふん囲い気きになるんだよ、たぶんな」

「そうなんだ。むずかしいんだね」

「あぁ、難むずかしいのだ」

　ホッとアスヤは内心で胸を撫なで下おろす。難なんは逃のがれたが──しかし刺し激げきが強すぎた。奥おくの熱ねつは今にも尽つきてしまいそうなほど小さくなっている。

『むぐー、酷ひどいですぞ。つまんないですぞ。なんの感かん触しよくも感じられなかったですぞー』

「ざまぁみろ。見み世せ物ものじゃないっての」

「なに？」

「あ──っと、いや、そろそろ帰らないといけなくてな」

「ざんねん。……またあえる？」

「あぁ。たぶんそう遠くないうちにな」

「あたし、いつまでこっちにいるかわからないから……王都にきてくれるとうれしいな」

「わかった。必ず会いに行く」

　王都にならここにはない『人ひと喰くい』の話もあるだろう。エルの目的とも合がつ致ちするので頷うなずくと、フィリオはアスヤの前で両りよう腕うでを広げる。

「うん、まってる。まってるから、ぎゅってして？」

「……あまえんぼだな」

「アスヤにだけだよーだ」

　ちろりと舌を見せる少女。苦く笑しようし照れながらも、アスヤはその背に両手を回す。すっかり乾かわいた長い銀ぎん髪ぱつからは不ふ思し議ぎと甘あまい香かおりがした。

「またね。バイバイ、アスヤ」

　大きく手を振ふるフィリオと別れる。ぬいぐるみを引きずりながら何度もこちらを振ふり返かえる少女の姿はやがて夜の街に消えて──すぐにアスヤは走り出した。

「っ……本格的にヤバい」

　何もなければまだしばらく人の姿でいられるはずだった。それだけの燐素リユオを蓄たくわえていたのに、フィリオの思いもよらない積せつ極きよく性せいであっというまに流れ出て、もはや身体からだの中の熱ねつは風ふう前ぜんの灯ともしびだ。もしこの広い街中で鎧よろいに変わってしまったら、エルに見つけてもらえる保証はない。

　焦あせりもまた感情の昂たかぶりだが、わかっていても平常心ではいられない。懸けん命めいに足を動かし、息を乱しながらなんとか宿に辿たどり着つく。足音を抑おさえることも忘れて裏口から階段を上り、部へ屋やがある三階に達したときには視界が白く狭せばまっていた。

「もう、ちょい、だ」

　よろよろとふらつき、霞かすんでいく思考を[image: 叱]しつ咤たしながら廊ろう下かを歩き──それが限界。

　意い識しきが途と切ぎれると同時、暗い廊ろう下かに装そう甲こう板ばんの落ちる硬かたい物音が響ひびく。

　ガチャ、と近くのドアが開く。

　鎧よろいになったアスヤが見上げると、部へ屋や着ぎ姿すがたのエルがジト目を向けていた。

「……うっす」

「どこに行ってたのよ、バカ」

　眦まなじりを吊つり上あげてアスヤを引ひっ摑つかみ、他ほかの宿しゆく泊はく客きやくが出てくる前に部へ屋やに戻もどったエルは乱らん暴ぼうに鎧よろいをベッドに押おしつける。

「その、ちょっと出かけてた。ただいま」

「そんなの見ればわかるわよ！」

　嘆たん息そくしたエルが隣となりに腰こしを下ろす。そして目を逸そらしたまま、鎧よろいを指で軽く弾はじいた。

「心配──させないでよ。約束したじゃない」

「…………」

「わたしには、あなたが必要なの。お願ねがいだから、勝手にいなくならないで」

「…………すまん」

　静かなエルの呟つぶやきに罪悪感を刺し激げきされる。けれど素す直なおに風ふ呂ろに入ってきたことを告げると、一転してものすごい非ひ難なんの目で睨にらまれた。

　フィリオとのことを言い出せる空気ではなく、平ひら謝あやまりのアスヤだった。




　　　　　　　　　　◇




　憤ふん慨がいの夜よ更ふけから半日。大通りに面した女性向け衣服専門店の大きな姿見の前で、エルは頰ほおを赤くしながら俯うつむいていた。

　目の前には見み慣なれない格好をした自分。そして注がれるのは、他ほかの客からの好こう奇きの視し線せんだ。

「あららー、いいですねー。ステキですよー。キレイですよー。パチパチパチ」

　この状じよう況きようを招いた張本人は、心底楽しんでいるとひと目でわかる笑え顔がおで芝しば居いがかった拍はく手しゆを鳴らす。せめてもの反はん撃げきにとジト目を向けるものの、メイドはまったく動じない。

（ツラの皮厚いな、こいつ）

　これまでと同じように『人ひと喰くい』の情報を求めて外出していたエルが彼かの女じよと遭そう遇ぐうしたのはほんの少し前のこと。雑ざつ踏とうの中からいきなり目の前に飛び出してきたメイドに驚おどろく暇ひまもなく、矢や継つぎ早ばやに話しかけられたと思ったらあれよあれよというまに手を引かれ、この店で試着する流れができ上がっていた。

　断ることもできないまま、最新作で大流行間ま違ちがいなしだという服を渡わたされて、今に至る。

　柔やわらかく白い毛で編あまれた袖そでなしの服は、タイトで身体からだのラインがわかるほど。太ももの半分にもとどかない短いスカートは薄うすく、スースーして心もとない。膝ひざ上うえまでの黒いソックスで肌はだの露ろ出しゆつそのものは少ないが、逆にそれらに挟はさまれた太ももが強きよう調ちようされている気がしてならない。さらに金きん髪ぱつは結ゆい上あげられて白いうなじが丸見えだ。

　そもそもこんなふうに着き飾かざったことがないので、落ち着かない。

「うぅ、もういいでしょ……？」

「ダメでーす。これは記き録ろくに残さないとー。エルセリッタさんはすっごい美人さんなんですから、ゴッツイ鎧よろいばっかり着てちゃもったいないですよー」

　エルよりもさらに短いスカートを揺ゆらしてメイドは店員を探しに行く。なのでエルはため息をついて、イスに放置されている胸きよう甲こうの前に屈かがみ込んだ。

「助けて。帰りたい」

「なら最初から断っときゃよかったんだ」

「それができる雰ふん囲い気きじゃなかったの！　……だいたいこんな格好、似合わないのに」

「そうか？　かなりいい感じだと思うぞ」

「は？　な……何よいきなり」

「そもそも元がいいからな。しかし着き飾かざるだけでここまで栄はえるとは」

「ちょっと、アスヤまでからかわないでよ！」

「お前こそもうちょっと自覚しろっての。すげぇ似合ってるんだから」

　これまで何度か指し摘てきしてきたとおり、エルは自分の魅み力りよくをまったく意い識しきしていない。話を聞くにどうやらラクティアマスは総じて容姿が整ととのっているそうで、彼かの女じよの無自覚は今までまわりが軒のき並なみ美形だったせいなのだろう。

「かわいいキレイ。エルは美人だ。絵になる」

「ば、バカにして……っ」

　実際正直な感想なのだが、真ま面じ目めに伝えるのは癪しやくだし照れくさいので茶ちや化かした口く調ちようになってしまうアスヤである。

　そうこうしているうちにメイドが戻もどってくる。連れてきた店員が手にしている小さな箱にはレンズが塡はまっていて、錬燐術レリオンによってレンズに収めた光景が中の紙に焼き写されるそうだ。

「はいはーい。じゃあエルセリッタさんポーズつけてくださーい。どんなのにしましょうかねー。せっかくおっきい胸なんだから、前まえ屈かがみで寄せましょうか。谷間見えるように」

「なっ」

（お、いいね）

「それともあえて胸は自然に、脚あしを強きよう調ちようさせてもいいですねー。イスに座すわったりして」

「ねぇあの」

（聖せい剣けんが喜びそうだな）

「迷いますねー。あ、いっそ思いつく限りのポーズで撮さつ影えいしちゃいましょーか」

「わ、わかったから！　だから待って」

「はい？　なんですか」

「撮とっていいから、諦あきらめるから……だからその、せめてこれ持たせて」

　げんなりしながら、エルは革かわ紐ひもで結ゆわえられた胸きよう甲こうを持ち上げる。肩かたから提さげれば一応バッグのように見えなくもない。

「えー。なんかイメージ変わっちゃいますけど……でもまぁ、そういうものだと思えばアリですかね」

「そ、そうでしょ」

「エルセリッタさん、ホントにその鎧よろいのこと好きなんですねー。あ、鎧よろい萌もえってヤツですか」

「も、モエ？　よくわからないけど、それでいいわよもう」

「おい。どーゆーつもりだ」

「わたしだけはイヤなの！　アスヤがいっしょなら少しは気が楽になるから……助けてよ」

　小声で悲鳴を上げながら、エルは言われるがままレンズの前でさまざまなポーズをとらされた。いつまで続くのかと眩暈めまいを覚えながらもずっとアスヤを持ち続けて、その結果。

（へぇなるほど、よく撮とれてるな。驚おどろいた）

　エルが写る紙を見て、アスヤは錬燐術レリオンの多様性に舌を巻く。戦いに使われるのが主だと思おもい込こんでいたが、想像以上に生活に密着している。この技術を創つくり上あげた昔のラクティアマスは相当な苦労と努力を重ねたに違ちがいない。

（これは確たしかに誇ほこりに思えるな。……お前ももーちょいがんばれよ）

　その末まつ裔えいたるエルは、服屋を出てすぐまたメイドによって喫きつ茶さ店てんに引きずり込まれていた。店の軒のき先さきに設けられたテーブル席で、妙みように騒さわがしい人通りを横目に仏ぶつ頂ちよう面づらを見せている。

「お疲つかれ様さまでしたー。お店の人、いい広告ができるって喜んでましたよー。エルセリッタさんもステキな服もらえてよかったですねー」

「着ないわよ、もう」

「そんなこと言わずにー。あ、ほらほら来ましたよー。お待ちかねですよー」

　テーブルに注文した料理が並べられる。メイドが勝手に頼たのんだものだが、鼻をくすぐる香こうばしさにエルはついつい姿勢を正してしまう。

「ではではいただきましょー。ここは他ほかにケーキもオススメなんですよー。どうですか？」

「……悔くやしいけど、おいしい」

　焼きたてのパンにこんがりとローストされた肉とみずみずしい野菜が挟はさまれている。香こう辛しん料りようのたっぷり効いたピリ辛からソースが、空腹の身に充じゆう分ぶんすぎるほどの満足感を与あたえてきた。

　ついこれまでの強ごう引いんさを許してしまいそうになり、エルは頭を振ふって気を引ひき締しめる。隣となりのイスにはアスヤと、被ひ写しや体たいになった報ほう酬しゆうとして渡わたされたあの服がある。
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「あなたは、こんなところでわたしにかまってていいの？」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。今日きようはお休みですから」

「……なのにその格好？」

「お気に入りなのでー。エルセリッタさんも着てみますー？」

「絶対イヤ」

「そんなこと言われるとなおさら着させたくなりますねー。恥はずかしがってモジモジしてくれそうですっごくおもしろそう」

「……あなたね、いい加減に──」

　さすがに腹に据すえかねたエルが腰こしを浮うかせるが、苦言を口にする前に顔をしかめた。彼かの女じよの視し線せんを追ったアスヤも言葉を詰つまらせる。

（げ）

「あれ、どうしまし……あらら」

　首を傾かしげたメイドも、遅おくれて気づく。

　まわりが騒さわがしいのはただ人通りが多いからだと思っていたが、違ちがった。喧けん騒そうは通りの先から伝でん播ぱしたもので、その中心は次し第だいにこちらに近づいていたのだ。

　往来を塞ふさぎながら広い通りを我わが物もの顔がおで歩く若い男たち。バカ笑いを上げて露ろ店てんの商品をかっ攫さらい、店主を睨にらんでは口を閉ざさせている。そんなゴロツキ集団の先頭には、黒くろ髪かみを撫なでつけた青年──ルルイオル・ルルメル・ルルドの姿がある。

「……なんでいるんだよオイ、って、うぐ」

　ぼやいた途と端たん、アスヤは息苦しさに苛さいなまれた。領りよう主しゆ邸ていで感じたあの感覚だ。

　しかもぼやきが聞こえたわけでもないのに、ルルイオルがこちらに気づいた。

　スッとメイドが身を引き、そこに領主が入れ換わる。

「あぁ、やっぱな。見た顔だと思ったぜ。この前の女か」

「……どうも」

　まがりなりにも相手は領主だ。礼れい儀ぎとしてエルが一礼すると、取り巻きの男たちから煽あおるような歓かん声せいが上がった。エルの容姿が気を引いてしまったらしい。

「なんすか。領主サマの遊び相手っすか？」

「ひゅう、こいつぁ上じよう玉だまだ。さすがだなぁルルイオルさん」

「具合はどーでした？」

「まだだよ。あんときはホールトンのバカにジャマされたが……今はいない、なぁ？」

　舐なめるように視し線せんを鋭するどくしたルルイオルのまわりで男たちがはやし立てる。全員がにやにやと笑っていて、注目に晒さらされたエルはうんざりとした息を吐はき出だす。

　けれど次の瞬しゆん間かん、その表情は驚おどろきに変わっていた。

　取り巻きたちも一様に顔を強こわ張ばらせて後ずさる。

「どうだ。こんな料理よりも金よりも、もっと夢中になれる快感を教えて──って、うぉっ!?」

　一人ひとりだけ気づいていなかった領主も後ろから肩かたを摑つかまれればさすがに振ふり返かえり、叫さけぶ。

「捜しましたぞ、ルルイオル様。騒さわがしくなっているので苦労はしませんでしたが」

「て、てめぇホールトン……っなんでここに！」

　その詰きつ問もんに、山のような巨きよ漢かんはごつごつとした指で自らの赤ひげを撫なでながら答える。

「それはもちろん、あなたに領主としての仕事をしていただくためです。……ご友人と街の視察も結構ですが、それはやることを終えてからが適当かと。そもそも」

「あぁあぁわかったようるせぇな！　戻もどればいいんだろ戻もどれば！　クソが！」

　言葉を遮さえぎり、ルルイオルは仲間を引き連れて去っていく。彼かれらが遠ざかると、こちらが礼を言う前にホールトンが頭を下げた。

「何度も申し訳ない」

「いえ、こっちこそありがとうございます。……大変ですね」

「これでも最近は落ち着いてきたのだ。ブエルトのおかげだな」

「あはは、悪い噂うわさは全然減りませんけどねー」

　舞ぶ台たい袖そでにはけていた役者のように戻もどってきたメイドがそんなことを言う。

「知ってますホールトン様？　領内で起きた少女の失しつ踪そう、ぜーんぶルルイオル様のせいになってるんですよー」

「……小耳には挟はさんでいる。それだけ民衆に不満が溜たまっているのは問題だな」

（いや、そもそも失しつ踪そうが多いのがヤバいだろ）

　ともあれ現在のルルメル領りようは、一部のまともな文官たちの努力でかろうじて体てい裁さいを保っている。領主があれではいつ不満が爆ばく発はつしてもおかしくないだろう。

（今日きよう明日あすにならないことを願ねがうな……うぐ）

　まだ圧あつ迫ぱく感かんは続いている。せめてこの原因くらいは把は握あくしようと、アスヤは視界に入るものを疑って──遠くで黒こく煙えんが上がっていた。火事だろうか。

（かなりでかい、よな）

「あれは南地区ですねー」

　周囲も気づき、ざわめき始める。そうこうしているうちに黒こく煙えんはみるみる増えていき、どこかからけたたましい鐘かねの音が三度響ひびくと、ホールトンが眉み間けんのしわを深くした。

「穿獣ボルグ警けい報ほう……だと？　そんな馬ば鹿かな」

「あらまぁ大変。ドコから来たんでしょうか」

「穿獣ボルグ、なんですか？」

「鐘かねがイタズラでなければ、そうなる。いったいどうやって……いや今は対処が先か。ご助力いただけますか、レフ殿どの」

　本当に穿獣ボルグなら無視はできない。エルが頷うなずくとホールトンはまた頭を下げた。

「幸い、ログ殿どのも昨日きのう戻もどってきたところだ。合流して穿獣ボルグの駆く除じよを頼たのみます」

「わ、わかりました」

　ホールトンたちと別れたエルは、宿に戻もどって鎧よろいに着き替がえた。徐じよ々じよに騒さわがしさを増す窓の外を気にしながら腰の後ろに二ふた振ふりの鉈なた剣けんを帯び、外がい套とうを羽は織おり直なおして再び外に出ると人々の流れに逆らって黒こく煙えんへと向かう。

「……あー、げほげほ。やっと楽になった」

「え、もしかしてまた息苦しくなってたの？　いつから」

「アホ領主を見かけてからだな」

「この前は領りよう主しゆ邸ていでだったわよね。あの人と相あい性しよう悪いとか？」

「むしろ合うやついるのかよ。というか、ホールトンは勘かん違ちがいしてるよな。別に俺おれらは穿獣ボルグと戦いなれてるわけじゃないんだが」

「そんなこと言ってられないわよ。こんな街中で穿獣ボルグが暴あばれたら大変だもの」

「わかってる。けどまずはフィリオを捜すぞ。あの錬燐術レリオンに巻まき込こまれたら──っ避よけろ！」

　アスヤの指示に、エルは反射的に応じた。身を翻ひるがえして進行方向をズラすと、直前までいた場所に何かが落ちてくる。

「え……」

　まるで砲ほう弾だんのように飛来して地面に赤い花を咲さかせたのは、人間だった。二度ほど跳はね、全身をあらぬ形に捻ねじ曲まげたままピクリとも動かない。

　近くにいた女性が悲鳴を上げた。蜘蛛くもの子を散らすように人々が逃にげ惑まどう。

「本当に穿獣ボルグがいるみたいだな。……急ぐぞ」

「う、うん」

　タイミングを合わせて踏ふみ切きりを補強する。たったひと蹴けりの跳ちよう躍やくでエルの身体からだはぐんと加速して、加速して、加速しすぎて──予期せぬ加重に彼かの女じよから苦く悶もんの声が漏もれる。

「──んっ！　ちょ……これっ」

「うぉ？」

　バランスを崩くずしながら着地して、振ふり返かえる。以前と同じひと跳とびなのに、倍以上の距きよ離りを進んでいた。

「い、今まで本気じゃなかったの？」

「いや、そんなことは……力が増してる？」

　アスヤの力はエルを補ほ佐さするもので、動きの主しゆ導どう権けんは鎧よろいを着ているエルにあるべきだ。しかし今のは彼かの女じよが御ぎよせない勢いだった。

「これはちょっと、苦しいわ」

「わかった。気をつける」

　ただでさえ曖あい昧まいな自分自身への疑念を抑おさえて、アスヤは目の前の危き機きに意い識しきを切きり替かえる。

　黒こく煙えんまではまだ離はなれている。けれど目の前には、道を隔へだてるようにレンガ積づみの塀へいがある。

「地図にあった、南地区を隔かく離りするための壁かべだな。造りかけだからどっかで途と切ぎれてるはずだが……面めん倒どうだから跳とび越こえるか」

「え、できる？」

「今の跳ちよう躍やく力りよくなら余よ裕ゆうだろ。せーの」

　跳とび上あがり、塀へいの上に足を乗せて──エルは碧へき眼がんを見開いた。

　黒こく煙えんよりもはるかに多くの火の手が拡ひろがっている。視界に入るだけでも倒とう壊かいした家屋は数えきれず、いくつかの通りでは明らかに人ではないものがうろついているのも見えた。

「おいおい、何体いるんだ」

「どういうことよこれ。穿獣ボルグがあんなにたくさん……二体で群れることだって珍めずらしいのに」

　啞あ然ぜんとしていると、見覚えのある白い火柱が上がった。あのときと違ちがって爆ばく音おんも聞こえるが、穿獣ボルグの放ほう燐りんと違ちがって制せい御ぎよされた現象だ。

　それと同時に、見える範はん囲いの穿獣ボルグたちが揃そろって火柱へと向きを変える。

「やっぱ派は手でだな。いくぞ」

　穿獣ボルグには燐素リユオの大きいものを襲おそう性質がある。聖せい剣けんを持ち強大な錬燐術レリオンを操あやつる銀ぎん髪ぱつ金きん眼がんの少女はこれ以上ないほどの標的だろう。

「……あいつが穿獣ボルグを呼び寄せちまったのか？　いや、だとしてもいきなり街中に現れるのはおかしいな」

　密集している建物の隙すき間まを縫ぬうように入り組んでいる狭せまい路地を走る。進むに連つれて崩くずれたり焼けたりした家屋が増え、いくつかの遺い体たいも散見できてしまう。

　奇き妙みようなのは、南地区の中のほうが被ひ害がいが多いことだ。穿獣ボルグが外から入ってきたなら外がい壁へき側がわから被害は始まっているはずなのに、状じよう況きようはそれを否定している。

「空から降ってきたか、地面から生はえたか。どっちにしろおかしいな──っと、エル！」

「わかってる！　せーのっ」

　壊こわれた家から顔を出した小こ柄がらな穿獣ボルグを見て、こちらに気づく前に仕し掛かけた。踏ふみ切きりを補強して加速し、腕わん力りよくを補強して両手で一ひと振ふりの鉈なた剣けんの柄つかを握にぎる。

　ラクティアマスのエルに戦いの才能はない。それでもこの動きだけは何度も何度も繰くり返かえした。まっすぐ近づいて上段からの縦たて一いち文もん字じ。もっとも単純かつ実用に足る威い力りよくがあるとアスヤが判断した一いち撃げきだ。もちろんエル単独では高が知れるが、アスヤが速さと力を補強すれば。

「やあぁぁぁっ！」

　二人ふたりの呼吸を合わせて振ふり下おろした刃やいばは、犬に似た穿獣ボルグの胴どう体たいを真っ二つに断たち切きった。

「できた……っ？」

「よし。単発なら形になったな」

　使える状じよう況きようは限られるが、速さと威い力りよくを両立させた攻こう撃げき手段を会え得とくできたことは大きい。自信を覚えてエルは路地を抜ぬけ──馬の穿獣ボルグと鉢はち合あわせた。

「ちょ──っ!?」

　慌あわてて身構えるが、穿獣ボルグは微び動どうだにしない。よく見ると全身が凍いてついている。

　まわりにも穿獣ボルグの死体が転がっている。形がわからないほど焦こげたものがほとんどで、片手では数えきれない。ただし、穿獣ボルグから逃にげきれなかった犠ぎ牲せい者しやの遺い体たいも交ざっている。

「あれ、エルセリッタだ。どうしたの」

　燻くすぶるにおいと血けつ臭しゆうが混ざり合う。そんな地じ獄ごくのような光景の真まっ只ただ中なかで、銀ぎん髪ぱつ金きん眼がんの少女は豪ごう奢しやな剣けんを手にしていた。だらしなく着き崩くずした服は汚よごれひとつなく、平然としているせいで余計に周囲と乖かい離りして見える。

「ホールトンさんに頼たのまれて……。これは、フィリオさんがひとりで？」

「うん。いっきにあつまってきたから、えいって。これでぜんぶかな」

「……わたし、来た意味あったのかしら」

「まぁ一体は倒たおしたし、全ぜん滅めつしたならそれで良いいだろ」

　外がい套とうの中でこそこそ話していると、凍こおりついた穿獣ボルグをつついていたフィリオが振ふり返かえった。

「そうだそうだ。エルセリッタにききたいことあったんだ」

「え……な、なんですか」

　倒たおれて砕くだけた穿獣ボルグの破は片へんがキラキラと散る中で、エルはやや緊きん張ちよう気ぎ味みに応じる。

　相手は王国にその名が知しれ渡わたる錬燐術レリオンの名めい家か・ログの現当主だ。若い少女だという噂うわさは真実で、しかも実力は評判以上。正直こうして面と向かって話す機き会かいが来るなんて予想だにしていなかった。

　エル自身のことを尋たずねられたらどう答えるべきか。『呪われた民ラクテイアマス』であることは伏ふせなければならない。鎧よろいについては誤ご魔ま化かし続けるしかない。錬燐術レリオンの理り論ろんについてだったら、いろいろと意見を交こう換かんしたい。何せ彼かの女じよはログなのだ。知ち識しきはきっと豊富に違ちがいない。

　萎い縮しゆくと困こん惑わくと隠かくしきれない期待を胸にエルは次の言葉を待ち、

「エルセリッタって、こどもつくりたいひといる？」

　思考が停止。意い識しきが静せい寂じやく。

「ねぇきいてる？」

「…………あ、ハイ。聞いてます聞こえてます、けど、え？」

「だから、こどもつくりたいひとはいるのかって」

　もう一度繰くり返かえされて、口をぱくぱく。顔が赤くなるのが自分でわかる。

「な、なな──なんですかいきなりっ」

「いるの？」

「い、いませんっ」

「いたの？」

「い、ま、せ、ん!!」

　戸と惑まどいながら全力否定。深い意味があるのかと勘かんぐろうにも動どう揺ようが大きすぎて頭が働かない。

「なーんだ。さんこうにならないね」

「ごめんなさい……あの、参考って、もしかしてフィリオさん」

「うん。きのうね、みつけたんだ。あたしがこどもつくりたいひと！」

「せ、せめて好きな人って言ってください！」

「おなじでしょ？　きのうはできなかったけど、つぎはこどもつくれるといいなー」

「会ったばっかりなのにですか!?」

「つくりたいからつくるのはダメなの？　そういうふんいきになるんだよね？」

「ダメというか、そういうのはもっとお互たがいを知ってから……」

　こんな死と破は壊かいに満ちてしまった場所で何をしているんだろうと思いつつ、エルは表現を選んで自らの恋れん愛あい観かんを語る。ふと、村にいたときに隣りん家かの新しん婚こんさんから貞てい操そう観かん念ねんが強すぎると笑いながらおちょくられたのを思い出した。

（で、でもこれって大事だし。慎しん重ちようになるのは悪いことじゃない、ハズ）

　しかしながら、その説法は少女の心には響ひびかなかったらしい。

「えー、それっておかしい。あたしとあっちがどっちもこどもつくりたかったらガマンしなくてよくない？」

「う……相思相愛なら……でも節度は守ったほうが」

「エルセリッタはいないからわかんないんだよ。あたしがつくったらいろいろおしえてあげるから、エルセリッタもはやくこどもつくろ」

「……ですか」

　短い時間でドッと疲つかれてしまった。足元のガレキに腰こしかけて息を吐はき出だして、アスヤが静かなのを不ふ思し議ぎに思う。ひと言くらい余計な口を挟はさんできそうなものなのに。

「また具合悪いの？」

「…………いや、大だい丈じよう夫ぶだ、あぁなんでもない」

　首を傾かしげるエルの視し線せんを感じながら、アスヤは心を落ち着かせる。

（あ……危ねぇ。俺おれの名前出されたらめんどくさいことになるところだった）

『にょほほ。師し匠しようの弱点みーっけ、ですぞ』

（うるさい黙だまれ。というかフィリオもあんなに『子どもつくる』連れん呼こしなくてもいいだろ）

『やっぱりやってみるですぞ？』

（するかバカ。そもそも今の俺おれがそういうことできるかもわからないんだ。次会ったらしっかり口止めしないと……他ほかの誰だれかに話してないよな）

『ないですぞ。だからびっくりしてるですぞ。フィリオフィルヴィアが他ほかのヒトとこんなにたくさん、それも自分のことを話すなんて、ですぞ』

（愚ぐ痴ちならずっと零こぼしてるけどな。スクーカだったか）

『故郷の方言ですぞ。誰だれかと関かかわるのを拒こばみ続つづけてるから、口くち癖ぐせになってるですぞ』

（生おい立たちのせいか……）

『そんなフィリオフィルヴィアが自分から意見を求めるなんて、これまでなかったですぞ。つまり師し匠しようがフィリオフィルヴィアの内面を大きく変えたんですぞー』

（……大げさだ。あいつは普ふ通つうの女の子だぞ）

『普ふ通つうの女の子扱あつかいされたのが初めてだったですぞ。とゆーわけで師し匠しようとフィリオフィルヴィアの今後がすごく楽しみですぞー。今晩あたりやっちゃってもいいですぞ？』

（やっぱ折るわお前）

　今ほど鎧よろいであることを歯がゆく思ったことはない。

　手が出せない。

「えーと、ドビくんどこだっけ。スクーカ」

　剣けんと鎧よろいがそんな無音のやり取りをしているとは露つゆ知しらず、あのぬいぐるみを捜し始めるフィリオ。それは崩くずれた民家の壁かべの上に偉えらそうに横たわっていて、少女は聖せい剣けんの切っ先をガリガリと地面に擦こすりながら取りに行く。

　フィリオが使う錬燐術レリオンは、専門の文もん言ごんを唱となえる詠えい唱しよう式しきだ。術式をその場で一から組み立てるもので、対応力に秀ひいでる反面、発動までに時間がかかる。

　だから、気づいたときにはもう手て遅おくれだった。

『あ、マズイですぞ』

　聖せい剣けんの呟つぶやきをアスヤが聞いたのと、フィリオが足を止めるのと、ぬいぐるみが転げ落ちるのはほぼ同時。

　直後、積つみ重かさなった壁かべを跳とび越こえてきた穿獣ボルグが少女の細ほそ腕うでに嚙かみついた。

「ふ、え──っ！」

　聖せい剣けんを取り落とした少女を穿獣ボルグが押おし倒たおす。猫ねこ──だとしても虎とらに勝まさる体たい軀くで、フィリオの腕うでに歯を食くい込こませたまま真まっ赤かな眼めをエルに向けてくる。

「フィリオさん！」

　エルの呼びかけに返事はない。身じろぎもしないので、倒たおれたときに頭を打ったのか。

「くそ、隠かくれてたのか！　やるぞ！」

「ええ！」

　鞘さやから抜ぬいた一ひと振ふりの鉈なた剣けんを両手で握にぎり、右足で跳ちよう躍やく。アスヤの補助で加速した身体からだは瞬またたくまに穿獣ボルグへと肉にく迫はくし、その勢いそのままに鉈なた剣けんを振ふり下おろす。

「!?」

　だが両りよう腕うでに伝わったのは獣けものの肉を断たつ感かん触しよくではなく、岩を叩たたいたかのような骨に響ひびく衝しよう撃げきだった。予期せぬ反動で身体からだに覚えさせた姿勢が乱れ、つんのめったエルは肩かたから着地する。

　鎧よろいのおかげで傷も痛みもないが、動どう揺ようだけは防げなかった。対する穿獣ボルグはフィリオの腕うでから口を離はなし、口元についた鮮せん血けつを舌で舐なめる。

「なんだ今のは！」

「たぶん、あの穿獣ボルグの放ほう燐りん現象だわ。体表硬こう化か……ううん、防ぼう壁へき形成かも」

「自己強化までできるのかよ。燐素リユオってのは便利だなちくしょうっ」

「もう一度！」

　エルの声に従ってアスヤは彼かの女じよの動きを補強する。けれど一度目と同じく鉈なた剣けんは穿獣ボルグの身体からだに弾はじかれて、姿勢を崩くずしたエルがまた転ぶ。

（くそ、やっぱこれだけで戦うのは無理だっ）

　毎夜、眠ねむることのないアスヤが思考を重ねて出した結けつ論ろんだ。エルの華きや奢しやで可か憐れんな容姿からのギャップで、虚きよは突つけるだろう。けれどそれだけ。有利なのは初しよ撃げきのみで、あとはただただ不具合が浮うき彫ぼりになる。たとえ今後訓練を積つんだとしてもこの欠点は直らない。

　アスヤとエルは他人であり、故ゆえに戦いの中で一挙手一投足までシンクロして動くのは不可能だ。二に人にん羽ば織おり、二に人にん三さん脚きやくで単身より動きがよくなるはずもない。

　エルにはまだ告げていない。アスヤという協力者を得て、ほんのわずかでも目的に近づけると考えているだろう彼かの女じよを不安にさせる必要はない。

　だが現状は手て詰づまりだ。一いち撃げきでは防ぼう壁へきを破れず、この戦い方では連れん撃げきできない。

　防ぼう壁へきを消すだけならアスヤの『燐素リユオ喰くい』もあるが、これまでの経けい験けんから推測するにあれだけ強固な防ぼう壁へきを喰くえば間ま違ちがいなく人間化する。少年になったアスヤと鎧よろいのなくなったエルでは穿獣ボルグの餌えさになるだけだ。

『むむ、これはヤバいですぞ？』

（あぁそうだよヤバいんだよ！　つーかお前も何かしろ！）

『いやいや、フィリオフィルヴィアが寝ねてたら私にはどーにもできないですぞ』

　のん気な聖せい剣けんにアスヤは頭を抱かかえたくなったが、そんな余よ裕ゆうはなかった。エルたちが脅きよう威いではないと察した穿獣ボルグが足元のフィリオに意い識しきを移したのだ。舌なめずりをし、涎よだれを少女の顔にボタリと落とす。

「アスヤ、もう一回！」

「このっ！」

　ガキィッと耳みみ障ざわりな音をたてて鉈なた剣けんが弾はじかれる。顔を狙ねらっても、脚あしを狙ねらっても、何度繰くり返かえしても分ぶ厚あつい刃やいばは穿獣ボルグの皮にすらとどかない。

　やがて穿獣ボルグは二人ふたりを完全に無視して、フィリオの上で鋭するどい歯が並んだ口を開ける。

「あ……アスヤぁ！」

　エルの悲痛な叫さけびと、直じかに伝わる鼓こ動どうがアスヤの意い識しきを苛さいなむ。

　わかってしまった。諦あきらめたくはない。けれど叶かなわない。助けられない。

　昨夜ゆうべ、屈くつ託たくのない笑え顔がおを見せた少女が今、目の前で醜みにくい獣けものに貪むさぼられようとしている。

　断じて許されることではないのに、アスヤにはそれを阻はばむだけの力がない。

「や……やめろおおおおおおおおおっ!!」

　雄お叫たけびとともに、思考が己おのれへの憤いきどおりで塗ぬり潰つぶされて、




　──やれるだろう。やってしまえ。




　心の奥おく底そこで、『何か』が語りかけてきた。

　それは自身の声。けれど口にした覚えのない、恐おそろしく冷えきったもの。

（なん、だ？）

　──簡かん単たんだ。悩なやむことじゃあない。

『何か』は即そく答とうする。薄うすい氷一枚を隔へだてたような静かな声で、アスヤに道筋を与あたえてくる。

　──殺せばいいさ。

　単純で、明快で、容易な答えを。

　──力を使え。そして殺せ。

（殺す……？）

　──あぁ、殺してしまえ。俺おれならできる。

　それは、この状じよう況きようにおいての最善手に思えた。だから、

（あの獣けものを、殺す……っ！）

　──そうだ。まずはそれでいい。それが正しい。

　同どう調ちようしたアスヤの答えに声が喜き悦えつで弾はずみ──始まった。

　自身の奥おく底そこにある薄はく氷ひように開いた小さな穴。そこから向こう側の『何か』が溢あふれ出でて、みるみるうちにアスヤに混ざり馴な染じんでいく。まるで最初からそうであるかのように、すんなりと。

（お前は……なんだ）

　──俺おれはお前だ。だから殺せ。殺ころし尽つくせ。世界に殺される前に、すべてを、残らず。

「……世界……殺、す」

　言葉は、混ざる『何か』は、甘かん美びな蜜みつの如ごとくアスヤの思考を塗ぬり潰つぶして、吹ふき飛とばして。

「殺──は……っ」

　侵おかして、枉まげて、狂くるわせて。

「は、はは、ははははハはははははははははははっっ!!」

　哂わらうように、吼ほえる。湧わき上あがる衝しよう動どうに突つき動うごかされる。

「え、アス──ヤっぐ!?」

　がくん、とエルが頭を揺ゆらす。突とつ然ぜん身体からだが跳ちよう躍やくしたからだ。自分の意思とは関係なく、強ごう引いんに、無む理り矢や理りに、アスヤの力それだけで。

「な……痛っ！」

　左腕まで勝手に動き、鞘さやからもう一ひと振ふりの鉈なた剣けんが引ひき抜ぬかれる。混乱するエルの目の前で両りよう腕うでは穿獣ボルグの首を二つの刃やいばで挟はさみ込こんで、

「は、ははは、はは！」

　アスヤの哄こう笑しようとともに、穿獣ボルグの頭が宙に飛んだ。どす黒い鮮せん血けつが撒まき散ちらされ、倒たおれた穿獣ボルグの身体からだが数回の痙けい攣れんを最後に動かなくなる。

「う、そ……っアスヤ？」

　何度やっても破れなかった防ぼう壁へきを易やす々やすと。しかも肉や骨までまとめて斬きり裂さいた。さらには地面に落ちた穿獣ボルグの生首をつま先で抉えぐるようにして蹴けり飛とばす。

　エルは何もしていない。身体からだを動かすのは彼かの女じよではない。

　ギシギシと身体からだが軋きしむ。今まで絶ぜつ妙みようなサイズで身を包んでいた鎧よろいと革かわ衣ころもに締しめつけられ、止まろうとしてもそれ以上の力で引っ張られる。

「な、に、これっ！」

「ははは、は、はははハっ！」

　聞いたこともない嘲ちよう笑しようが繰くり返かえされる。身を通じて感じるのは途と方ほうもなく深い水の底のような冷たさだ。深しん々しんと、ジクジクと、体温と身体からだの感覚が遠のいていく。

　ゾッとした。何がきっかけかはわからないが、このままでは絶対的にアスヤが壊こわれてしまうと直感する。

　息を吞のむエルが考えを巡めぐらせる前に、新たな穿獣ボルグが現れた。人間と変わらない大きさの狒ひ狒ひと、その倍はある巨きよ猪ちよ。

　歯を剝むき出だしにした狒ひ狒ひが屋根を伝って跳とびかかってきたが、アスヤはエルの身体からだを動かして爪つめを避よけ、毛深い腹を斬きり裂さいた。さらに振ふり回まわされる狒ひ狒ひの腕うでをかいくぐり、喉のどを貫つらぬいて絶命させる。

「ア、スヤ！　ねぇ、どう、したのっ」

　本来なら出来もしない動きを無理にさせられ、エルの息は上がっていた。関節も筋肉も、全身は汗あせだくで悲鳴を上げている。指すら固められたように鉈なた剣けんを握にぎり締しめていて、唯ゆい一いつ動かせるのは首から上だけ。信じがたいことだが今のエルは鎧よろいのアスヤが動くための芯しんでしかない。

　アスヤからの返事はなく、代わりに猪いのししの穿獣ボルグが鼻を鳴らした。太い頭とう角かくにぼんやりとした光を宿し、直後にその巨きよ体たいが目前に迫せまる。

「うそ──ぁぐ！」

　ものすごい衝しよう撃げきがエルを襲おそった。意い識しきが途と切ぎれかけ、しかし滅め茶ちや苦く茶ちやに重なる破は砕さい音おんにつなぎとめられる。民家の壁かべを突つき破やぶり、食しよつ器き棚だなに激げき突とつしたのだ。

「あ……ぅ」

　燐素リユオによって強化した脚あしで大地を蹴けった巨きよ猪ちよが、目で追えない速度でぶつかってきた。単純な体当たりだが、巨きよ猪ちよの大質量と高速移動によって繰くり出だされたそれは大たい砲ほうの弾に等しい。

　けれどエルに傷はない。混こん濁だくしそうな頭を上げようとして──気づく。いつのまにか頭が硬こう質しつな何かに包まれているのだ。

　軽量化のために鎧よろいからは半分近くの装そう甲こう板ばんを外したので、頭だけでなく上じよう腕わんや太ももも素す肌はだが見えていた。なのに今は硬かたいものが全身を隙すき間まなく覆おおっている。

「は、はハはは、は」

　アスヤが守ってくれたのか──それとも、エルを吞のみ込こもうとしているのか。

　砕くだけた食器を落としながら、身体からだは勝手に立ち上がる。顔を包む硬かたい面に刻まれたスリットは小さく、視界は狭せまい。それでもなんとか外は見えて、大穴が開いた壁かべの横に鏡かがみが落ちていた。

　全身を覆おおい尽つくす鉛なまり色いろの鎧よろい。新たに補われている装そう甲こうは薄うすく、まるで他ほかの部位から拡ひろがったかのようで、細部はかなり違ちがうが元々の鎧よろいを連想させる。

「どうなって……ぅ」

　壁かべの穴から外に出る。もはや頭も自分の意志で動かせなくなり、エルの中ではずっと警けい鐘しようが繰くり返かえされていた。何かを踏ふみ外はずしてしまう瞬しゆん間かんはもうそこまで迫せまっている。

　狭せまい視界の正面、巨きよ猪ちよが後ろ足で地を削けずる。唸うなり声ごえを上げ、太い頭とう角かくに光が宿る。

　その姿がブレた、と思った瞬しゆん間かんに両りよう腕うでが動いた。同時にまた家の中に押おし戻もどされる。

「ハ、はは、はハハははは」

　ただし今度は弾はじき飛とばされず、耳元で獣けものの激はげしい絶ぜつ叫きようが響ひびいた。苦く悶もんに満ちたそれはデタラメな抑よく揚ようで延々と続き、ボタボタと大おお粒つぶの水すい滴てきの落ちる音が混ざっている。

　ガリ、と仮面に異音が生じる。もがく穿獣ボルグが頭とう角かくを即そく席せきの兜かぶとに突つき立たてているのだ。鋭するどい先せん端たんを何度も叩たたきつけられ、やがて薄うすい装そう甲こうに亀き裂れつが入り、欠ける。

「ハ──ぁ」

　アスヤの嘲ちよう笑しようが、途と切ぎれた。

「……っ！」

　拡ひろがった視界でエルは現状を把は握あくする。両りよう腕うでは手首まで穿獣ボルグに沈しずみ込こんでいた。巨きよ猪ちよの顔から胸にかけてを貫つらぬいている鉈なた剣けんは今も少しずつ動き続け、抉えぐられた傷口からしぶいた血が床ゆかと鎧よろいを濡ぬらしている。高速の突とつ進しんに対する正面からのカウンター。致ち命めい傷しようだ。

　だが穿獣ボルグはまだ生きている。唸うなりながら咆ほえながら、ガリガリと角で鎧よろいを突ついてくる。肉に埋うまった腕うでは抜ぬけず、少しずつ薄うすい装そう甲こうが削けずり取とられていく。

「ちょ……っと、これ、マズ」

　パキリと大きな破は片へんが剝はく離りしてエルの半顔が露あらわになり、眼前にツノが迫せまる。

　壁かべに押おしつけられ、両りよう腕うでは動かせず、逃にげ場ばはない。穿獣ボルグはもうすぐ死ぬだろうが、エルが突つき殺ころされるほうが早い。

　瀕ひん死しの巨きよ猪ちよは血を吐はきながらも鋭するどいツノでエルの碧へき眼がんを貫つらぬいて──

　ボッ、と。

　獣けものの顔が、上半分が、消えてなくなった。

「…………え」

　ごっそりと、あっけなく。

　まるでスプーンですくわれたゼリーのように穿獣ボルグの頭部は忽こつ然ぜんと失われ、数すう拍はく遅おくれて血しぶきが上がると巨きよ体たいが床ゆかに崩くずれ落おちる。

　その震しん動どうで薄うすい追加装そう甲こうがパラパラと剝はがれ落おちた。あわせて締しめつけが消え、黒くろ髪かみの少年が足元に膝ひざをつく。一いつ糸し纏まとわないその姿は、

「アスヤ!?」

　床ゆかの血だまりに頭から突つっ込こむ寸前の少年を慌あわてて抱だきとめる。意い識しきはなく、その身は焼けそうなほどの熱ねつを帯びて苦く悶もんの表情を浮うかべている。

　少年の全身には無数の細かい傷が血を滲にじませていた。まるでひび割れのように──たった今剝はく離りした薄うすい装そう甲こうの名残なごりのように。

「何が……なんで、どうして」

　立たち込こめる血けつ臭しゆうも忘れて、エルは呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

　少年の高こう熱ねつは『燐素リユオ喰くい』によるものだろう。鎧よろいから人に変わったことからも推測できる。

　けれど、いつ燐素リユオを喰くったのか。弾はじき飛とばされたときもカウンターを決めたときも、以前のように鎧よろいに燐素リユオが流ながれ込こむ感覚はなかった。

　全身の細かい傷も。人間の姿で負った傷は鎧よろいに戻もどれば消えていたが、鎧よろいの傷は残るのか。

　何よりも不可解なのは彼かれの変へん調ちようだ。タガが外れたかのような、無む機き質しつに笑いながらの暴ぼう走そう。

　薄うす々うすながら感じていた。彼かれには何か、エルの想像も及およばない秘密があると。

　その断だん片ぺんを垣かい間ま見みた気がして、なのに何もわからなくて。

「アスヤ……あなたって、いったい……」

　呟つぶやきは遠くから響ひびく鐘かねの音に混じり、エル自身の耳にもとどくことはなかった。




　　　　　　　　　　◇




　忙せわしく動き回る足音と揺ゆれを感じて、アスヤは意い識しきを取とり戻もどす。

　床ゆかにはたくさんのものが散らばっていた。胸きよう甲こうだけで、イスか台の上なのか視界は高い。窓は割れ、壁かべには人が通れそうなほど大きな穴が開いている。

　なぜか身体からだはどんよりと重く、筋肉痛にも似た痺しびれが残ざん滓しのように感覚にこびりついている。

「いたた……なんだこれ。鎧よろいなのに」

　ぼやいた途と端たん、足音がピタリと止まる。それからすぐに近づいてきて、見み慣なれた金きん髪ぱつ碧へき眼がんがゆっくりと覗のぞき込こんできた。

「……気がついた？」

　胸きよう甲こうだけを外した鎧よろい姿すがた。革かわ衣ころもは緩ゆるみ、外がい套とうも脱ぬいでいるので胸むな元もとが無防備だ。けれど彼かの女じよはいつにも増して真しん剣けんな顔をしている。

「もしかして俺おれ、寝ねてたのか。寝ねれたのか」

「どっちかっていうと気絶だと思うけど──いつものアスヤ、よね」

「いつもの？」

「覚えてないの？」

　碧みどりの双そう眸ぼうに見つめられて、思い出す。隠かくれていた穿獣ボルグにフィリオが襲おそわれ、何か形容しがたい衝しよう動どうに突つき動うごかされ──そこからは霞かすみがかかったようにはっきりしない。

「そうだ、フィリオ！」

　見える範はん囲いに少女はいない。まさかと焦あせるアスヤに、エルは一呼吸挟はさんで答えた。

「無事よ。忘れ物があるってさっき出て行ったわ」

「……そうか、よかった。じゃあ穿獣ボルグは？」

「全部倒たおしたはず。……大変だったんだからね。フィリオさんが起きる前にアスヤが鎧よろいに戻もどってくれたからよかったけど」

「は？　俺おれ、人に戻もどってたのか？」

「そうよ。全然起きないから心配したんだから。……裸はだかだしさ」

　不ふ機き嫌げんに顔を背そむけるエル。金きん髪ぱつから覗のぞく耳が赤い。

「…………変なものも見ちゃうし。やめてよね」

「おい待て。好きで見せてるんじゃないぞ」

「うるさい！　次隠かくさなかったらただじゃおかないからね！」

「どうするつもりだ」

「…………踏ふむ？」

「ひぇ」

　ひゅん、と鎧よろいなのに身が縮ちぢこまる気がした。

　ともあれ、人間に戻もどっていたのなら『燐素リユオ喰くい』を使ったはずだ。今の身体からだに残る痺しびれはその影えい響きようだろうか。

（くそ。鎧よろいになる前も覚えてないのに、また記き憶おくが飛ぶとか勘かん弁べんしてほしいぞ……ん？）

　頭を悩なやませていると、妙みような変化に気づいた。前より感覚がクリアになっているのだ。

　損そん壊かいした家が軋きしむわずかな音だけでなく、意い識しきすれば壁かべの穴を中心に動く空気の流れまで薄うっすらと感じ取れる。エルに至っては胸きよう甲こうが外れているにも拘かかわらず、革かわ衣ころもを通じて心音や体温が伝わってくる。

（どういうことだ。なんでいきなり……お、これフィリオか？）

　気け配はいを感じて壁かべの穴に視し線せんを合わせると、わずかに遅おくれて銀ぎん髪ぱつ少女が入ってきた。両手には聖せい剣けんとあのぬいぐるみ、そして紐ひもでまとめられた真まっ赤かなツノの束がある。

「それ、穿獣ボルグのツノですか？　討とう伐ばつの証しよう拠こになるんでしたっけ」

「そーだよ。あつめるのめんどくさかった。あんなにたくさん、スクーカすぎ」

　十本以上あるそれを雑に転がして、フィリオはこじ開けたぬいぐるみの口に聖せい剣けんの切っ先を添そえる。

「そういえば一体だけツノなかったんだけど、どこにふっとばしたの？　いのししのやつ」

「え、あ……わからないです。必死だったので」

　まるで手品のように聖せい剣けんを吞のみ込こんでいくぬいぐるみ。柄つかまできれいに収まると、聖せい剣けんが芯しんになったげっ歯し類るいは直立する。

『師し匠しよう、起きてるですぞ？』

（……あぁ。お前はなんともなさそうだな役立たず）

『にょほほ。所しよ詮せん精せい霊れいは燐素リユオの供給源ですぞ。そこの穿獣ボルグのツノだって、加工して燐素リユオを貯ためる道具にするのがヒトですぞ』

（そういう使い道があるのか）

　他ほかにも宝石や特別な金属など、燐素リユオを蓄たくわえられる道具を携けい帯たいして燐素リユオ不ぶ足そくを補う錬燐術レリオン使づかいは多いらしい。

「具合はどうですか？」

「んー、まだちょっといたいけど、へいきだよ」

　フィリオをイスに座すわらせて、エルは少女の腕うでに巻かれていた布を外した。穿獣ボルグに嚙かまれた傷はかなり小さく、少しだけ血が滲にじんでいる。

「あとちょっとですね。治ち癒ゆしますよ」

「えー、いいよ。あんなにたくさんつかって、つかれてるじゃん」

　床ゆかにはいくつも同じ錬燐術レリオンの刻こく印いんが描えがかれていて、アスヤには見覚えがあった。以前にエルが使おうとしてアスヤが初めて人間に戻もどったときの、癒いやしの術式だ。

　アスヤが眠ねむっているあいだ、エルがフィリオの傷を治ち療りようしていたのだろう。

「ダメです。女の子なんだから痕あとが残ったら大変です」

「きにしないよ？」

「好きな人に心配かけちゃいますよ」

　ピタ、とフィリオの反はん論ろんが止まる。

「……しんぱいさせちゃう？」

「はい。傷きず痕あとなんて、なければないほうがいいと思います」

「じゃあおねがいしようかな」

「お願ねがいされます。されなくてもやりますけどね。──『目覚めて廻まわれ』」

　やり取りのあいだに刻こく印いんを描えがき終おえて、フィリオの腕うでをその上にかざす。灯ともった光が消えたときには少女の傷はほとんど目立たなくなり、次の術式で完全に消える。

「……これで、よし、と」

　大きく息を吐はいてエルは床ゆかに座すわり込こむ。錬燐術レリオンはさまざまな奇き跡せきを起こせるが、扱あつかいが難むずかしい。フィリオが特別なだけで、過度の連続使用は術者を疲ひ弊へいさせるのだ。

「ありがと。あとでおれいするね」

「いいですよ。当たり前のことしただけですし」

「だめだよ。ログのこけんにかかわる。たすけてもらって、けがもなおしてもらって。……うわ、あたしってだめだめだ」

「そんなことないです。フィリオさんじゃなかったらあの数の穿獣ボルグは倒たおせませんでした。治ち癒ゆ術式が使えないのは驚おどろきましたけど」

「ほら、あたしってせんとーとっかだからね。やられるまえにやれ、なんだよね」

（そういう用よう途とで作られた、ってことか）

「でも、補助術式も覚えたほうがいいと思います」

　少し強めに反はん論ろんして、エルは口を手で押さえた。ログ相手に意見するのは失礼だと思ったのだろう。けれどエルが謝あやまる前に、フィリオは良案とばかりに手を叩たたく。

「そだ。じゃああなたがおしえてよ」

「え？」

「ログで覚えさせられたのってこうげきばっかなんだもん。錬燐術レリオンって、もっとこう、いろんな奇き跡せきをおこせるすごいものでしょ。いまの治ち癒ゆとか、詠えい唱しよう式しきでもつかえるんだよね？」

「えっと……はい。でも、いいんですか？　わたしなんかが勝手に」

「だまってればわからないし。ログのれんちゅーはあたしがたたかえてればもんくいわないから、へーきだよ。きまり！」

「……大だい丈じよう夫ぶかしら」

　勝手に話を進めるフィリオに、エルは面食らいながらも頷うなずく。まさか自分がログの当主に錬燐術レリオンを教える立場になるとは想像もしていなかっただろう。

「もしあたしにおねいさんがいたら、エルセリッタみたいなかんじなのかな」

「ふぇ。えっと、どうなのかしら」

「えへへ。なんかいいね、こーゆーの」

　楽しげなフィリオに振ふり回まわされるエル。そんな彼かの女じよにアスヤは必死に笑いを堪こらえて、

「そだ。エルセリッタにもこんどしょうかいするね。あたしと子どもつくるひと」

（は？）

　スッと、笑いが凪なぐ。

「だから、その言い方は……」

「きのうあったばっかりなのにまたあいたくなっちゃった。いまなにしてるんだろ、アスヤ」

「──はい？」

（あ、ヤバい気がしてきた）

「……あの、今、なんて？」

「んー？　さっきはなしたよね。あたしと子どもつくるひと」

「うん、覚えてる。大だい丈じよう夫ぶ。……で、その人の名前は？」

「いわなかったっけ？　アスヤだよ。えへへ」

「……初耳です。アスヤ……ですか。そうですか」

　ゆらりと立ち上がるエル。イスに置きっぱなしの胸きよう甲こうに歩み寄り、ガシ、と両手で摑つかむ。

「偶ぐう然ぜん、じゃないわよね？」

　小さく、しかしはっきりと。アスヤにしか聞こえない囁ささやきと、ジトリとした視し線せん。

（…………ははは）

「あとで、く、わ、し、く、話を聞かせてもらうわよ」

「──はい」

　真顔のエルに、従順な返事をするほかないアスヤである。
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　パチンと留め具が外れ、アスヤの全身が緩ゆるんで視界が揺ゆれる。

「ではではー、準備ができたらお呼びしますのでそれまでおくつろぎくださーい」

　中央の大きなテーブルに濡ぬれタオルを並べ、相変わらず明るいメイドは退室する。

　ルッケルンの南地区に大きな被ひ害がいをもたらした穿獣ボルグの群れを討とう伐ばつした翌日。エルとフィリオは領主ルルイオルに呼び出された。いくら自覚のないダメ領主でも、自分の住む街がこんなことになって少しは考えを改めたのだろう。

　謁えつ見けんが開かれるまで、ここで身だしなみを整ととのえるようにとメイドに言われている。

　アスヤが自分たちを見ないように、エルは胸きよう甲こうをテーブルに伏ふせる。上半身の革かわ衣ころもをはだけて濡ぬれタオルで汗あせを拭ぬぐい始はじめると、フィリオが興きよう味み深ぶかそうにこちらを覗のぞき込こんで来た。

「……おもしろい。ぬぐときすこしゆるくなるんだ。あとやっぱりおっぱいおっきいね」

（ぶっ！）

　またも直接的すぎる指し摘てきに、アスヤは危あやうく声を出しかける。

「なにたべたらそうなるの？　ちょっとうらやましいかも」

「え、あのその、特に何かしたつもりはないですけど」

「さわってもいい？」

「え、うぇえ!?」

（ちょちょちょ、待てコラ！　なんでそーなる？）

「えい。たーっち。…………おおやわらかい。たにまもふかーい」

「いえ、あの、フィリオさん？　も、もういいですか？」

「んー、もうちょっと。へー。もみもみー。ふにふにー。つんくつんく」

「ひゃっん！　や、やめてってば！」

『ほぅむ。女性同士であんなことやこんなこと、生き物としては非生産的ですぞ』

（そうだな……って、こらてめぇ聖せい剣けん！　お前見えてるな？　見てるんだろ！　俺おれはテーブルの木目が超ちよう至し近きん距きよ離り！　いい木材っぽい！）

『にょほほ。なんなら実じつ況きようするですぞ？』

（やめろ！　そもそも観かん察さつするもんじゃねぇっ。でも正直見たい！）

『ふむふむ。なるほどやはりみごとな乳ち房ぶさですぞ。色、形、ツヤ、張り……師し匠しようが選ぶだけのことはあるですぞ』

（選んでねぇよ！　偶ぐう然ぜんだよ！　くそ、動け俺おれの身体からだ！）

　音なき声でぎゃあぎゃあ喚わめくアスヤの後ろで、ひととおり堪たん能のうしたフィリオがひと言。

「ふーん。なんてゆーか、ふーん」

「なんなんですかその反応……うぅ」

「そだ、トイレいってくるね」

「……はい」

　項うな垂だれていたエルだが、気を取り直して革かわ衣ころもごと残りの鎧よろいを脱ぬいだ。昨日きのうの戦いで土つち埃ぼこりだけでなく穿獣ボルグの返り血も浴びた装そう甲こうはまだかなり汚よごれている。

「あとでしっかり磨みがかないと……本当に、おかしなところはないのよね？」

「ん、まぁいつもどおりだ。いや、むしろちょい調ちよう子し良いいかもな」

　木目と接したまま、アスヤは自らの変化を総合的にそう評する。

　前より遠くまで見え、小さな音が聞こえている。全体的に感覚が鋭えい敏びんになっているのだ。

　だからなのか、鎧よろいとしてエルに密着すると心音や体温といった生理現象とは違ちがう、これまでにない何かを彼かの女じよの奥おくから感じ取れた。小さくも芯しんのある、彼かの女じよらしい穏おだやかな気け配はいだ。

　もしやこれが魂たましいか、と聖せい剣けんに尋たずねてみたがはっきりしなかった。精せい霊れいである聖せい剣けんと、そうではないアスヤではそもそもの感覚が違ちがうらしい。

　昨日きのうのうちにエルからかい摘つまんで話を聞いて、抜ぬけ落おちた記き憶おくの断だん片ぺんは取とり戻もどしている。フィリオが殺される、間に合わないと思った瞬しゆん間かんに内側から聞こえた声。殺せ殺せとしつこく繰くり返かえすそれに流された途と端たんに湧わき上あがった、途と方ほうもない解放感と心地ここちよさ。

（なんだったんだ、アレは）

　自分が自分でなくなるような、けれどそれが本来の自分であるかのような、不気味な感覚だった。五感の鋭えい敏びん化かといい、あれの前とあとで何かしらの変化が起きたことは疑いようがない。

（何が、と言いきれないのがむかつくな）

　とはいえ、はっきりとわかったことがひとつだけある。

「どうしたの？　やっぱり調ちよう子し悪わるい？」

「──違ちがう。ただ、俺おれの本名をはっきり思い出しただけだ」

「…………それってかなり大事なことよね。アスヤ、じゃないの？」

「いや、合ってる。フルネームで、比ひ奈な明あ日す也やだ。間ま違ちがいないと思う」

「ひなーすや」

「ひな、あすや、だよ。文字は……口じゃ伝えづらいな。今まで見てきた文字とは全然違ちがうんだが、なんだかしっくりくる。そんな感じだ。終わり」

「何それいい加減。……どうしてそんなに自分の素す性じように頓とん着ちやくないの？」

「過去を振ふり返かえらない男ってちょっとかっこいいよな。影かげがある感じで」

「どっちかっていうとずぼら……」

「おぅい」

「こほん。他ほかに変わったところは？」

「そういえば今回は苦しくないな。この前は窒ちつ息そくするかと思ったのに」

　初めてこの屋や敷しきに入ったときに感じた、首を絞しめられるかのような息苦しさが今はない。正せい確かくに言えばわずかな圧あつ迫ぱく感かんはあるものの、無視できる程度だ。

（いろいろあって忘れてたが、昨日きのうは街中で感じたんだったな。なんなんだ）

「よかったじゃない」

「まぁな──っと、フィリオだ」

　アスヤの聴ちよう覚かくが足音を捉とらえた。すると戻もどってきたフィリオはエルが磨みがいているアスヤをじーっと凝ぎよう視ししてくる。

「そーいえばさ、ふしぎな鎧よろいだよねこれ。あたしの剣けんみたいにとくべつっぽいけど、ぜんぜん燐素リユオかんじないし、なんなの？」

「わたしもよくわからないんです。偶ぐう然ぜん見つけたので」

「ふぅん。ちょっときてもいい？　からだにぴったりになるのおもしろそう」

「え、でもこの鎧よろい…………アスヤに感かん触しよくが」

「なに？　きこえない」

「あの、重いから大変だと思いますけど」

「ちょっとだけだから。だめ？」

「うぅ……──わかりました」

（いいのかよ！）

　どうにもエルはフィリオに弱いと思っていると、アスヤの視界が木目から離はなれる。エルはすっぽりと外がい套とうを羽は織おっていて、しかしフィリオは新しい玩具おもちやを前にした子どものような笑え顔がおですぽーんと服を脱ぬぎ捨すてた。

[image: ]

「ふぃ、フィリオさん！」

　慌あわててアスヤをテーブルに押おしつけるエル。

「なに？　あたしのからだどこかへん？」

「そうじゃないですけど、その、もっとこう恥はじらいを……」

「なんで？」

（諦あきらめろ。そういうのがないんだこいつは）

「どんなかなー」

　戸と惑まどうエルを気にせず、少女はもぞもぞと鎧よろいを着き込こむ。

（……おぉう）

　鋭えい敏びんになった五感から伝わるいつもと違ちがう感かん触しよくにアスヤは震ふるえた。エルよりも小さく細く、折れてしまいそうな未み熟じゆくな肢し体たいを包つつみ込こむことに背徳感すら覚える。

　革かわ衣ころもに袖そでを通したフィリオに、エルが胸きよう甲こうの留め金を閉めた。フシュッと中の空気が抜ぬけて革かわ衣ころもが縮ちぢみ、各装そう甲こう板ばんが最適な位置で固定される。

「ふぁんっ。……へぇ、ほんとすごい。どーなってるんだろ」

　身を捻ひねって腕うでを回し、フィリオは着き心地ごこちを確たしかめる。ただそれはアスヤにとって少女の身体からだを撫なで回まわすに等しい。

『どんな感じですぞ？』

（お前が期待するような感想は言わない）

　同年代と比べても控ひかえめな発育具合にまず心配が先に立つ。エルが立派なのだが。

『せ、せめて臀でん部ぶの、お尻しりの、おけつの具合を比ひ較かくしつつ教えてほしいですぞ……！』

（折れろ。……む）

　しつこい聖せい剣けんに辟へき易えきしていると、フィリオの内からも温かな気け配はいが感じ取れた。エルと比べるとかなり大きく力強く、しっかりとした存在感がある。

（直じかに触ふれてればエル以外のも知覚できるのか。個性があるってことは、やっぱ魂たましいだよなこれ。……それにしてもずいぶん違ちがうな）

　フィリオの魂たましいは、はっきりわかるひとつの大きな塊かたまりだ。彼かの女じよは卓たく越えつした錬燐術レリオン師しなので、魂たましいが立派なのは当然と言える。

　対してエルの魂たましいは複雑だ。小さく穏おだやかな気け配はいを探さぐると、それに紛まぎれるように、寄より添そうように、曖あい昧まいでぼんやりとしたもうひとつが感じ取れるのだから。

　つかず離はなれず、表ひよう裏り一いつ体たいと言えばいいのか。例えるなら双ふた子ごのような──しかしどこか違ちがう別の気け配はいが存在している。

　そんなアスヤの疑問には気づかずに、二人ふたりは鎧よろいについて意見を交かわす。

「ログでもこの鎧よろいのことはわかりませんか？」

「んー、屋や敷しきにひきこもってるれんちゅーならいろいろしらべられるだろうけどねー」

　アスヤを着たままフィリオはてくてく歩き始める。けれど部へ屋やを一周もせずに立ち止まり、その場にバタリと倒たおれた。

「わあ!?　ど、どうしたんですか!?」

「……おもい。もういい。ぬがせて」

「あ、はい。びっくりした……」

　絨じゆう毯たんに伏ふした少女を仰あお向むけにして、エルは留め金を外して鎧よろいを緩ゆるめる。

「つかれた。あなたずっとこんなのきてるんだ。たいへんだね」

「わたしもけっこう疲つかれますよ。少しずつ慣なれてきましたけど」

「まぁ燐素リユオのむこーかはべんりだね。だいじにしたほうがいいよ、めずらしいし」

「もちろん、大事にします」

　頷うなずき、鎧よろいを身に着けるためにエルは外がい套とうを脱ぬぐ。その足元でフィリオがだらけきっていたところ、いきなりドアが開いた。

「はいはーい。お待たせしました。謁えつ見けんの準備が整ととのいましたよー……って、あらあら」

　変わらぬ勢いで入ってきたメイドが目を丸くする。エルの真下にフィリオが寝ね転ころがり、二人ふたりとも半はん裸らという状じよう況きように意味深に口元を綻ほころばせ、ひと言。

「失礼いたしました。それではごゆっくり」

「違ちがいます!!」

　首を傾かしげるフィリオの上で、全力で突つっ込こむエルだった。




　　　　　　　　　　◇




　二度目となるルルイオル・ルルメル・ルルドへの謁えつ見けんは、開口一番領主からの予想外な問いかけで始まった。

「で、わざわざ俺様を呼び出してなんの用件だ？」

「え……？」

　エルが戸と惑まどうのも当然だ。こちらは呼ばれて来たのだから。そうでなければわざわざこの領主と会おうなどとは思わない。

「こら。領主様がご質問しているのだぞ。答えんか」

　前回と同じように、ルルイオルの隣となりにはブエルトが従っている。扉とびらの横ではメイドが暇ひまそうに佇たたずみ、エルとフィリオは部へ屋やの中央に立たされている。

　唯ゆい一いつの違ちがいは、ホールトンが不在なことだ。なので誰だれからも諫いさめられることなく、領主の態度は前よりもずっと大きい。

「……あぁ、なるほどわかった」

　エルが答えあぐねていると、にやけたルルイオルがズカズカと近づいてくる。

「やっと決心がついたか。いい心がけだ」

「なんのことですか」

「恥はずかしがらなくていい。俺様に抱だかれに来たんだろ？　待ちかねたぞ」

「な……っ」

「ちょうど新しい愛あい妾しようを探してたところだ。愉たのしませてくれよ？」

　啞あ然ぜんとするエルの身体からだを高こう慢まんな視し線せんで値ね踏ぶみすると、ルルイオルは胸きよう甲こうを軽く小こ突づく。

「こんな薄うす汚ぎたない鎧よろい、さっさと脱ぬいでしまえ。それとも俺様に脱ぬがせてほしいのか？　ならこのままここで、ガキに見せつけながらヤるのもおもしろいかもな」

「……あなたという人はっ」

「緊きん張ちようするなよ。お前、胸でかいよな？　たっぷり遊んでやるから──っぶぉ!?」

「え？」

　言葉を最後まで口にする前に領主は床ゆかに倒たおれ込む。いきなり顔を殴なぐられたからだ。一方のエルは悶もん絶ぜつするルルイオルから勝手に動いた右みぎ腕うでに視し線せんを移す。

「アス、ヤ？」

「えーと、ぶん殴なぐってやろうと思ったら、動かせた」

　囁ささやきは、胸きよう甲こうから。

「はああああ！　領主様ぁぁ!?　ご無事ですか！」

　転がりそうな勢いで駆かけ寄よってきたブエルトに支えられてルルイオルが起き上がる。その顔は一転して憤ふん怒ぬに染まっていて、膝ひざを震ふるわせながらエルを睨にらみつける。

「て、めぇやりやがったな！　覚かく悟ごしろ、牢ろうにぶち込んで自分から股また開くよ──うぉぉ!?」

　またしても中断。ただし今度は拳こぶしではなく、エルと領主を隔へだてるように一いつ直ちよく線せんに床ゆかを這はった白い炎ほのおによってだ。前まえ髪がみを焼かれた領主はぎゃあぎゃあと喚わめきながらブエルト共々後ろに下がり、エルの隣となりではフィリオが指先に残った白い火の粉を吹ふき散ちらす。

「うるさい。くだらない。じかんのむだだからかえる。ほらいこ」

　目を丸くしたエルがフィリオに手を引かれて廊ろう下かに出ると、すぐに扉とびらが閉まってルルイオルの叫さけび声ごえが聞こえなくなった。

「いやいや、すごいです。さすがですねー」

　ぱちぱちと拍はく手しゆするのは、主人を放置していっしょに退室したメイドである。

「あー、やだやだ。なんであんなのがえらいんだろ。いまのでびびるなんてかっこわる」

「……その、いいんですか今の。ログが領主に手を出すのは」

「いーよ。あいつずーっとあたしのことむししてたし、いいきみ。エルセリッタがなぐったとき、もっとやれっておもったもん」

「それは、あはは。……こっちは大だい丈じよう夫ぶよね？」

「あぁ、なんともない。驚おどろいたけどな」

　胸きよう甲こうから返ってきたのはいつもと同じアスヤの声。彼かれが勝手にエルの身体からだを動かしたのは昨日きのうの変へん調ちようのときと同じだが、今回は正気を失っていない。感覚の鋭えい敏びん化かだけでなくアスヤの力そのものが底上げされているのだろうか。

「ちょい気をつけたほうがいいな」

「でも、正直少しスッキリしたかも」

　ルルイオルの言動に強い憤いきどおりを覚えながらも、エルには殴なぐるという発想がなかった。争いを拒こばむラクティアマスゆえだが、たまにそれが歯がゆくなる。

「はいはーい。ところで私、ちょちょいとお尋たずねしたいことがありまーす」

　扉とびらに背をもたれたまま、メイドが挙手。

「お二方が倒たおした穿獣ボルグたちって、どこから出てきたんでしょうか」

　その疑問はエルも抱いだいていた。被ひ害がいが出たのは南地区の内側で、ルッケルンを囲む外がい壁へきのどこも突とつ破ぱされた形けい跡せきはないらしい。

「気になるんですよねー。でも南地区は封ふう鎖さされて、立ち入り禁止だそーで」

「それは、もしまだ穿獣ボルグがいたら危ないだろうし」

「なおさらですよー。もう安全だよって早く教えてもらわないと、街の人たちも不安なままです。でもここのいちばん偉えらい人はアレじゃないですかー」

　肩かたを竦すくめて、メイドはエルとフィリオに目配せする。

「なんとかなりません？」

「そう言われても」

「スクーカ。どうでもいいよそんなの。ぼるぐがでてくれば殺すけど、わざわざさがしまわるなんてしたくない」

　欠伸あくびを隠かくさず、フィリオはぬいぐるみを引きずって歩き出す。

「そんなぁ。レフ様もですか？」

「わたしは、調しらべたほうがいいとは思うけど」

「なんとかなりませんか。なんていうかこう、穿獣ボルグはここだ！　ってわかるとか」

「探たん索さくの術式ならあるけど、わたしじゃ狭せまい範はん囲いしか」

「ログ様ならどうです？」

「あたしはせんとーとっかだよ」

「……ならエルが術式組んでフィリオが使えばいいんじゃないのか」

「なるほど」

　アスヤの呟つぶやきにエルは思わず頷うなずく。不ふ思し議ぎそうな顔をするメイドを誤ご魔ま化かしてフィリオに提案すると、銀ぎん髪ぱつの少女は興きよう味みを向けてきた。

「それ、おもしろそう。しらない術式つかってみたい」

「ただ、ちょっと広めの場所がいるかと」

「ならさっきの客室ならいかがでしょう」

　勧すすめられるまま部へ屋やに戻もどり、メイドがイスやテーブルを壁かべに寄せる。その横でエルは部へ屋やにあった紙と筆記具を手に、さっそく術式を組み始めた。

「それでは、お願ねがいします」

「あれ、みてかないんだ」

「拝見したいのはやまやまなのですが、これでも私って忙いそがしいんですよ。やることいっぱいありまして。あとは何なに卒とぞ、よろしく、お願ねがいいたしますね」

（……ん？）

　短いスカートの端はしを摘つまみ、深く深く一礼してメイドは退室した。ただその去さり際ぎわの視し線せんが自分に向いていたように思えて、アスヤは内心で首を傾かしげる。

（エルの胸を見るような場面じゃないんだが──今までもチラチラこっち見てたんだよなあいつ。俺おれのおっぱいだぞさわらせねーぞ。違ちがうけど）

　などと勝手なことを思う胸きよう甲こうを身に着けたまま、エルは術式構築に没ぼつ頭とうしていく。

「えっと、範はん囲いはこの街全域で、探たん索さく対象は穿獣ボルグ……と。増ぞう幅ふくする道具もないから、あれとこれも組み入れて……けっこう広いけどフィリオさんなら……うん」

　刻こく印いん式しきは術式を事前に準備しておくものだ。外灯の明かりがそうだったように術を使う本人が刻む必要はなく、今回はエルが作った術式をフィリオが発動させる形になる。

「へぇ。すごいすごい」

　ただの紙にひたすらインクを走らせて床ゆか一面に敷しき詰つめていくエルを、フィリオは素す直なおに賞しよう賛さんする。デタラメに書かき殴なぐっているようで、一枚一枚並べるごとに複雑かつ緻ち密みつな錬燐術レリオンが組み上げられていく。

「おもしろいね。ふぅん、これを口でとなえるのはスクーカ。舌かみそう」

「すいません。一度で終わらせたいので、少し大おお掛がかりになりますよ」

「いいよ。あたしもでかいのいっぱつのほうがすきだから」

　基本的に錬燐術レリオンは面めん積せきが広ければ広いほど、密度が高ければ高いほど効果が大きくなる。

　ふくらんでいく術式は広い床ゆかをほぼ覆おおい隠かくすほどの面めん積せきになった。何重にも連なり、複雑に絡からみ合あった円えんと線せん。それらを装そう飾しよくするように数十種類にも及およぶ記号が隙すき間まを埋うめている。

（……壮そう観かんだな）

『ほほー。丁てい寧ねいで粗あらも無む駄だもないなんて、見事なのは乳や尻しりだけではないですぞ』

（だからお前は黙だまってろっての。けど確たしかにすごい）

　今まで錬燐術レリオン師しとしてのエルをどれだけ甘あまく見ていたか、アスヤは反省する。扱あつかえる燐素リユオ量りようが少なく自らは大した術式を使えないにしても、これほど緻ち密みつな術式を組み上げる知ち識しきと技量はフィリオよりも優すぐれている。

「できました。詠えい唱しよう式しきと同じで、燐素リユオを流ながし込こめば発動します」

「うん。わくわくする」

　刻こく印いんの中央にフィリオが回収した穿獣ボルグの頭とう角かくの束を据すえる。そもそも穿獣ボルグが群れることすら珍めずらしいのに、ここまで多様な種類の穿獣ボルグが一度に現れたのはどう考えても不自然だ。

「じゃあやるよ。──『目覚めて廻まわれ』」

　少女の銀ぎん髪ぱつがふわりと揺ゆれ、ぬいぐるみから溢あふれ出だした膨ぼう大だいな燐素リユオが小さな身体からだを満たす。それはフィリオの魂たましいを介かいして彼かの女じよの中で練り直され、床ゆかの刻こく印いんへと注そそぎ込こまれる。

　無数の紙で描えがかれた大きな術式が淡あわく青白い光を灯ともす。音もなく稼か働どうした錬燐術レリオン全体に燐素リユオが行ゆき渡わたると、すぐに目に見えない波動が全方位へと解き放たれた。

　一度、二度、そして三度。

　波動は抵てい抗こうなくフィリオたちを、家具を、屋や敷しきを透とう過かして瞬またたくまに街全域へと広がる。

「……どうですか」

　床ゆかに広がる紙のほとんどは術式の負ふ荷かによって焦こげ、破れている。アスヤが術式に影えい響きようしないように離はなれていたエルが尋たずねると、フィリオはわずかな沈ちん黙もくのあとに頷うなずいた。

「うん、みつけた」

　つまりこの街にはまだ穿獣ボルグが潜ひそんでいるということ。表情を曇くもらせるエルに、少女はもうひと言を付け足す。

「このやしきの、真下にいるよ」




　　　　　　　　　　◇




「何よこれ」

　少し前まで騒さわがしかった謁えつ見けんの広間。今は誰だれもいない部へ屋やの奥おく、領主が座すわるイスの真後ろにそれはあった。

　ぽっかりと口を開けた、地下へと続く深い階段。壁かべそのものをくり抜ぬいてあることから隠かくし通つう路ろであることは容易に想像できた。中には濃こい闇やみが詰つまっている。

　探たん索さくの錬燐術レリオンを発動させた部へ屋やは、この広間の真上。反応に従って素す直なおに下りてみたら、先の謁えつ見けんのときにはなかったこんな入り口が現れていたのだ。

「いかにもだね」

「これ、当然領主は知ってますよね」

「ってゆーか、あれがしめわすれたんじゃないの。さっきまでここにいたんだし」

「この先に穿獣ボルグが……？」

　身を乗り出して覗のぞき込こむが、明かりのない階段の奥おくは何も見えない。ただ漏もれてくるひんやりとした空気から、かなり深くまで続いていることは確たしかだ。

「っ……この感じ、はっきり言ってやばそうだぞ」

「わかるの？」

「あぁ、少なくとも平へい穏おん無ぶ事じに終わりそうにはないな」

　アスヤにそう言わしめるのは、奥おくから滲にじみ出でてくる濃のう厚こうな気け配はいだ。今この場に立ってはっきりとわかった。何度かアスヤだけを苛さいなんだ重苦しさ。あれは何かが発する桁けた外はずれの存在感によるものだと。

（その何かが、この先にいる）

　エルもフィリオもまったく知覚しておらず、アスヤだけが息を吞のむ。

「……行きましょうか」

「スクーカ。でもぼるぐがいるならころさないとダメだし、はぁ」

　愚ぐ痴ちるフィリオを連れてエルは階段に足を踏ふみ入いれた。幅はばは狭せまく、黒いレンガの壁かべに囲まれている。冷えた空気に満たされた暗くら闇やみを錬燐術レリオンの淡あわい灯あかりで払はらい除のけ、静かに歩みを進める。

　階段は大きな螺ら旋せんを描えがきながら下へ下へと続いている。この屋や敷しきはいくつもの槍やりが刺ささっているような外がい観かんだが、この階段はまるでその一本に巻きつく蛇へびだ。

「どこまで続いてるの、これ」

　先が見えず、ずっと同じ黒い壁かべが続いているので距きよ離り感かん覚かくが摑つかめない。それでももうかなり下りてきているはずで、

「──ふぎゃ!?」

　いきなり後ろから悲鳴が上がる。振ふり返かえると銀ぎん髪ぱつの少女はすでに早口で文もん言ごんを唱となえていて、

（おいまてこんな狭せまいとこで）

「ワズン・ムーリフ──『目覚めて廻まわれ』・雷らい華かの帆ほぉ！」

　ばぢぃ、とフィリオの指から紫し電でんが生じる。けれどそれは拡ひろがる前に胸きよう甲こうに吸すい込こまれた。

「……あぶねー」

「ど、どうしたんですか」

　短い詠えい唱しようからしてさほど強力な術式ではないことは、アスヤの中に流ながれ込こんだ燐素リユオの量からも明らかだ。するとフィリオは右手側の壁かべを睨にらみつけてエルにぴたりと寄より添そった。

「ごめん。でもなんかいた！」

「何かって」

「むし。あしがいっぱいあるやつ。そこらへん！」

「えっと、あれですか？　毒とかない種類だと思いますけど」

　壁かべに灯あかりを近づけると闇やみとの境目で細長いものが動いた。壁かべから天てん井じように張りつき、音もなくそれなりの速さで光から逃にげていく。

「みためがやだよ！」

「うーん。足が波打つように動くのとか、かわいくありません？」

「どこが！」

（まったく同意だ。エルがおかしい）

　ちらりと見えたのは、たぶんゲジゲジ。アスヤとしてもお目にかかりたくない相手だ。

「やだもうかえる」

「ここまで来てそんなこと言わないでください」

「ぼるぐはいいの。むしはやなの」

「……虫型の穿獣ボルグもいますよね」

「あははいないよ。そんなのいない」

（即そく殺してるっぽいな。やれやれ）

　とはいえ今ので緊きん張ちようが解ほぐれたのは確たしかだ。アスヤも息苦しさを少しだけ忘れられた。

　やがて階段が終わり、平らな床ゆかが現れる。広い空間についたようだが、闇やみが濃こくてどれだけの面めん積せきかははっきりしない。警けい戒かいしながら探たん索さくすると、等とう間かん隔かくに太い柱が並んでいた。そして壁かべには鉄てつ格ごう子し──牢ろう屋やだ。

　眉まゆをひそめながらエルは格こう子しを覗のぞき込こみ、目が合った。

「ひぇ──っ？」

　身を仰のけ反ぞらせて後ずさるが、中のものはその動きにも音にも反応しない。もう一度近づいて牢ろうの中を照らすと、抱かかえるほど大きな蛙かえるがいた。

　ぬめる身体からだは濁にごった白一色で、大きな目玉は真しん紅く。そして頭には太く捻ねじくれた赤黒いツノ。

「穿獣ボルグ……っ!!」

　身構えるものの、蛙かえるは微び動どうだにしない。わずかに喉のどが上下しているので生きているはずなのに、まるで目を開けたまま眠ねむっているかのようだ。

　隣となりの牢ろうでは、犬の穿獣ボルグが伏ふせていた。その隣となりには馬、次は大だい蛇じや。ひとつの牢ろうに一体ずつ、静かに穿獣ボルグが収まっている。

『ほうほう。よくこれだけ集めたものですぞ』

（領主の邸てい宅たく地下で穿獣ボルグの展てん覧らん会かいか？　ふざけんなよ）

　牢ろうは壁かべ沿ぞいにずらりと並んでいる。どうやらここは両側を牢ろうで埋うめた細長い大おお部べ屋やらしい。すべての牢ろうに穿獣ボルグがいるとすれば、いったいどれだけの数になるのか。

「何、これ。なんなの」

「きもちわるい。やきつくしとく？」

「そうしたいですけど、動かないならあとにしましょう。ここがなんなのかハッキリさせないと」

「なにかおちてる」

　足元に視し線せんを落とすと、転がっていたのは丸みのある白い棒のようなもの。

「もしかして、骨……？」

「そうだね。たぶんひとのほねかな」

「え……っ」

「ちいさいから、おとなじゃないね。あっちこっちにあるよ」

　灯あかりを動かすと平らな石いし畳だたみのそこかしこに小さな陰いん影えいがあった。それらがすべて人骨だとしたら、とても一人ひとり二人ふたりではとどかない。動かない穿獣ボルグといい、たくさんの人々が暮らす大きな街の真下とは思えない不気味さだ。

　淡あわい光が牢ろうを照らすたびに穿獣ボルグの目が赤く光り、その視し線せんを感じながら慎しん重ちように進む。

　長く広い空間に変化が現れたのは、太い柱を何本も通り過ぎてから。壁かべに並ぶ鉄てつ格ごう子しがひしゃげて床ゆかに落ちている。それはひとつだけでなく、そこから先の見える範はん囲いの牢ろうすべてが同じように壊こわれていた。

　牢ろうの中には何もいない。状じよう況きようから見て穿獣ボルグが牢ろうを破ったのだろう。

　反対側の壁かべにはさらに異様な光景があった。並んでいる牢ろうだけでなく、それらを吞のみ込こむほど大きく壁かべが崩ほう落らくし、土ど砂しやとともに横穴ができているのだ。

「この穴、地上に通じてますよね」

　むせ返るような土のにおいと流ながれ込こむ空気の動き。穴の大きさから考えても、牢ろうから出た穿獣ボルグたちがどこに消えたのか悩なやむ必要はなさそうだ。

「ぼるぐをかってたの？」

「そういうことになるのかしら。……フィリオさん、どうしてそんなに離はなれてるんですか」

「だってそっち、つちだらけでいっぱいむしいそうだもん」

「いますけど、暗くてよく見えないですよ」

「よけいやだ！」

「……どうしてみんなそんなに虫が嫌きらいなのかしら」

「俺おれの常じよう識しきだと女の子は虫苦手なのが普ふ通つうだ」

「偏へん見けんよ。知ってる？　虫ってすごく個性的で、効率的なんだから。例えばほら、この白くて丸っこいの、ハゴレムシの幼虫なんだけど」

「やめろてめぇ！　拾おうとするな！」

　屈かがみかけたエルの身体からだが中ちゆう腰ごしのまま固まる。アスヤの抵てい抗こうだ。

「こ、ここまでする？」

「うるさい。両手を上にしてゆっくりと上体を起こせ。妙みような素そ振ぶりをするんじゃないぞ」

「ちょっと触さわるだけだから、ね？」

「やめろっつってん……──ッ！」

「わわっ？」

　ガクン、といきなり身体からだが自由になり、エルは危あやうく倒たおれそうになる。

「もう、いきなり力ちから抜ぬかないで……」

「来るぞ、何かが」

　言いかけた文句は、緊きん張ちようを孕はらんだアスヤの警けい告こくに上うわ塗ぬりされた。その声こわ音ねから異常を察したエルは腰こしの鉈なた剣けんの柄つかを摑つかみ、

「……おや。こんなところで何をしているんだ」

　横穴から現れたのは、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうで赤ひげをたくわえた文官だった。

「ホールトンさん？」

「レフ殿どのに、そこにいるのはログ殿どのか。二人ふたりともどうやってここに？」

「謁えつ見けんのあとに探たん索さく術式を使ったら、穿獣ボルグの反応があって」

「ルルイオル様との謁えつ見けんがあったのか？　何も聞いてないぞ」

「ホールトンさんは、どうして」

「自分は、南地区の被ひ害がい状じよう況きようを確かく認にんしていたところだ。そうしたら穴が見つかって、どこにつながっているのかと入ってみれば……こんなものが街の下にあったとは」

「ここ、領りよう主しゆ邸ていの真下ですよ」

「何？　詳くわしく話を聞かせてもらいたいな」

「わかりました。じゃあ……え？」

　ぐい、と。背中を引っ張られるようにエルはホールトンから離はなれる。彼かの女じよの意思ではなく、勝手に動いた鎧よろいによって。

「アスヤ、ふざけないで」

「真ま面じ目めだ。こいつだぞ。俺おれの息が詰つまりそうになる原因は」

　鋭えい敏びんになった五感が示している。

　思い返せば最初の謁えつ見けんのときも、街中でルルイオルに絡からまれたときも。アスヤが息苦しさを感じたときには必ずホールトンがいた。

　だから囁ささやくことをやめて、アスヤははっきりと声を上げる。

「この気け配はい、この重圧……お前、何者だ？」

　暗く広い空間に放たれた問いかけに、エルもフィリオもホールトンも意表を突つかれて、

「ふ……ふふ、はははははははは」

　赤ひげの文官だけが、納なつ得とくしたかのように笑い出す。太い五指で目元を隠かくし、肩かたを揺ゆらしながらひとしきり笑しよう声せいをこだまさせて、

「これはこれは、驚おどろいたな。あぁ、うん、この感覚……久しぶりだ。いや、どうして今まで気がつかなかったのか。まさか今になって、こんなところで、いやはや」

　手を外すと、彼かれの雰ふん囲い気きは一変していた。厳きびしくも誠実そうな面つら構がまえは消え、ギラリとした視し線せんをエル──ではなく彼かの女じよの鎧よろいにぶつけてくる。

　するとエルの後ろで、銀ぎん髪ぱつの少女が「あ」と声を漏もらした。

「このかんじ。もしかしてやしきのあちこちであたしをのぞいてたのって、あなた？」

「おや、気づいていたのか。勘かんがいいな」
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「けっこうきもちわるかったし」

「おっとそうか、次からはもう少し気をつけよう」

「……っ！」

　明るく笑うホールトンにエルは今度こそ自分の意思で後ずさった。そんな彼かの女じよが身に着ける鎧よろいへ、赤ひげの男はもう一度視し線せんを向ける。

「はじめまして、かな。どうやってここまで来た？　隠かくし扉とびらは誰だれも知らないはずだが」

「開けっ放しだったぞ」

「…………」

　無言で、ホールトンは驚おどろきを顔に出す。けれど頭を振ふって平静を取とり戻もどすと、嘆たん息そくと苦く笑しようを織おり交まぜた。

「まぁいい。では君の名前は？」

　先ほどからアスヤの声を聞いてフィリオが首を傾かしげているが、説明している余よ裕ゆうはない。なぜならホールトンはアスヤの存在を意外に思いこそすれ、さほど驚おどろいてはいないのだ。

　まるで心当たりがあるかのように。

「……比ひ奈な明あ日す也やだ」

「え、アスヤ？」

　ぴく、と背筋をのばしてあたりを見回すフィリオ。一方のホールトンは言葉を反はん芻すうし、納なつ得とくしたように頷うなずいた。

「ヒナ・アスヤ。ヒナ、ひな。ふむ、なるほど。その発音、もしかしてニホンジンかな」

「──!?」

　ズキリと、アスヤの意い識しきを痺しびれが貫つらぬく。今、この男はなんと言ったのか。ひとつの単語が白紙なはずの記き憶おくのどこかに引っかかり、奥おく底そこの薄はく氷ひようが軋きしむ音が聞こえた。

「てめぇ……俺おれの何を知ってる。いやそもそもお前はなんだ。人、じゃないな」

「む？　もしかして君は自分のことをわかっていないのか？　何も知らない、と？」

「だったらなんだ」

「ふむ。壁かべを越こえた負ふ荷かで記き憶おく障しよう害がいでも起こしたか。ならこれも何かの縁えんだ。教えてあげよう」

　勝手に得とく心しんして、ホールトンは堂々と続けた。

「確たしかに、オレたちはこの世界の人間ではない。『レムレイス』──かつていた世界への帰き還かんを望む存在だ」

「なにそれ。にんげんじゃないなら、しんしゅのぼるぐ？」

「おいおい。あんなバケモノといっしょにしないでくれ」

「……『この世界の』？」

「人間でも、穿獣ボルグでもない……」

　苦く笑しようするホールトンの答えに困こん惑わくするアスヤだが、ひときわ過か敏びんに反応したのはエルだった。その特とく徴ちようは彼かの女じよが探しているものと符ふ合ごうする。

「いみわかんない。どゆこと？」

「いや、君には関かかわりのないことだよフィリオフィルヴィア。彼かれは予期せぬ来客でね。本来ならここには君だけを招待する予定だったんだ、ふふ」

「うわ、なんかすごくいやなよかん」

「そう言ってくれるな。ログの現当主が幼い少女だとは聞いていたが、ひと目で確かく信しんしたよ。これは天てん恵けいだと。神など信じていないが、君に出会えたことだけは感かん謝しやできる」

「……そういえばお前、フィリオが娘むすめにそっくりだとか言ってたな」

　途と端たん、赤ひげの巨きよ漢かんは破顔した。この場には不ふ釣つり合あいで、ゾッとするほど朗ほがらかに。

「ああ、まるで生き写しだよ。顔立ちもきれいな銀ぎん髪ぱつも背格好も身体からだつきも！　瞳ひとみだけは残念だが、フィリオフィルヴィアは本当に娘むすめに瓜うり二ふたつだ！」

　舌なめずりをしながら、彼かれはフィリオに歩み寄る。

「これまでたくさんの少女を招待したが、どれもしっくりこなくてね。だが君は他ほかとは違ちがう。君こそこの世界での、オレの娘むすめだ。あぁ、本当に見み惚とれてしまうな」

「うえ」

　恍こう惚こつの表情で手をのばすホールトンにフィリオは顔をしかめる。

「待って。これまでたくさんの少女を招待……って、もしかして」

「ここに散らばってる骨、子どものものだな。まさかお前」

　エルの言葉を引ひき継ついだアスヤの問いに彼かれは平然と頷うなずき、さらに。

「そいつらはハズレだったからね。喰くったよ」

　絶句するエル。その答えが冗じよう談だんでも比ひ喩ゆでもなく、言葉どおりの意味だとアスヤは察する。

「できるだけ娘むすめに似た子を選んださ。柔やわらかな肉を嚙かむと娘むすめを抱だき締しめた感覚が蘇よみがえり、骨をしゃぶると娘むすめの声が聞こえるんだ。だがどこか違ちがう。少しずつ娘むすめを忘れてしまいそうになる！　しかしフィリオフィルヴィアなら！　君を抱だけば娘むすめの記き憶おくが強まるに違ちがいない！」

「……決まり、ね」

　ドン引きするフィリオ。対してやり取りを聞き終えたエルは手のひらをきつく握にぎり締しめる。

　人でもなく、穿獣ボルグでもなく、人間をさらって喰くう存在。

　それは古くから伝えられ、人々の中でほのめかされていたもの。

「あなたが、『人ひと喰くい』……っ!!」

　噂うわさばかりで見つからないはずだ。外見は異い形ぎようでもなんでもなく、人間とまったく同じ。エル自身、何度も顔を合わせたのに気づかなかった。屋や敷しきでともに仕事をしている他ほかの文官や領主ルルイオルですらまったく疑問を抱いだいておらず、完かん璧ぺきに人の中に紛まぎれている。

　どくんどくんと強くなる脈動をアスヤが感じていると、搾しぼり出だすように彼かの女じよは叫さけぶ。

「答えて！　ラクティアマスに呪のろいをかけたのは、あなたなの!?」

「ラクティアマス？　あぁ、確たしかイグジストが魂たましいに手を加えた人間たちがそんな名前の民族だったな。おもしろいことになったとか……ん、まさかお前がそうなのか？」

　一いつ笑しようとともにホールトンの口から出た言葉は、しかしエルにとってはずっと求め続けていたものだった。

「イグジスト……それが、わたしたちの」

「『人ひと喰くい』は、お前一人ひとりじゃないってことか。そいつは今どこにいる」

「さて。オレも最後に会ったのは随ずい分ぶん前だな。レムレイスの悲ひ願がんは皆みな同じだが、出身が違ちがうとどうにもそりが合わなくてね」

「ふーん。ひとくいってほんとにいたんだ。で、あたしもたべるの？」

「いやいや、君は特別だよ。その銀ぎん髪ぱつも、柔やわらかい肌はだも、ぷるりとした唇くちびるも、細い指も、未み熟じゆくな身体からだも何もかも、オレが心ゆくまで愛してやるさ」

『ふぅむ、すごいヘンタイですぞ』

（お前が言うと説得力あるな。確たしかに、なかなかの糞くそ野や郎ろうだ）

「おいおい、誤解しないでくれ。オレのフィリオフィルヴィアへの想おもいは純じゆん粋すいだぞ？」

　音なき会話に割わり込こまれ、一いつ瞬しゆん惚ほうけるアスヤと聖せい剣けん。

『……驚おどろいた、ですぞ』

「お前、聞こえるのか」

「なんのことだ。しかしなるほど、フィリオフィルヴィアの聖せい剣けんは──む？」

「──『目覚めて廻まわれ』・重じゆう鎚ついの牡お牛うし」

　彼かれの眼前にかざされた小さな手のひらを中心に、大気が破は裂れつする。フィリオが放った錬燐術レリオンは赤ひげの巨きよ漢かんを弾はじき飛とばし、ものすごい勢いで後ろの壁かべに激げき突とつさせた。

「…………」

　エルとともに啞あ然ぜんとするアスヤ。今の一いち撃げきは穿獣ボルグに向けるのと変わらない威い力りよくだった。ホールトンは原形すら留とどめていないだろう。

「ほんときもい」

　手を下ろして、フィリオは悪びれずに答える。

「ぼるぐもみなごろしにして、はやくもどろ。ききたいことあるし」

「は、はい」

　じぃっと鎧よろいを見つめられ、エルは少女のあとを追い、

「……ははは、あははははははは」

　再びこだました高笑いにギョッとして振ふり返かえると、ホールトンが平然と起き上がっていた。しかも無傷で、わずかにズレた丸まる眼鏡めがねも人差し指ですぐに整ととのえられる。

「いや、すばらしい。この年ごろはこれくらい元気なほうが魅み力りよく的てきだ。確かく信しんしたよフィリオフィルヴィア。君を喰くえばオレはこの先数百年だって耐たえられる！」

「やっぱりたべるつもりだ。こっちくんな」

　粘ねばつくような笑え顔がおで歩いてくる巨きよ漢かんに不快感を露あらわにするフィリオ。その隣となりでアスヤはそもそもの疑問を投げかける。

「どうして、人を喰くう。それになんの意味があるってんだ」

「ありていに言えば生きるためだ。レムレイスの願ねがいは元の世界に戻もどること。だがその方法はまだ見つかっていない。だからそのときまで、この世界を誤ご魔ま化かし続けなければならない」

「誤ご魔ま化かす？　……さっきも『この世界』って言ったな。『かつていた世界』とも。ならお前たちレムレイスは……こことは違う世界からやってきたってのか」

「そうだ。何せ世界はひとつではなく、無数に存在しているんだからな。こんなふうに」

　すると前まえ触ぶれもなく、ホールトンの周囲に色とりどりで半はん透とう明めいの球体がいくつも現れた。まったくの無音でゆっくりと浮ふ遊ゆうするそれらに、フィリオとエルは目を疑う。

「なにこれ。どうやったの」

「詠えい唱しようも、刻こく印いんもなしに錬燐術レリオンを……？」

　二人ふたりの反応に満まん足ぞく気げな顔をしながら、ホールトンは球体の中から赤と青、ひとつずつを左右の手に乗せる。

「これら球体それぞれが異なる世界だ。仮に赤をこの世界、青を地ち球きゆうのある世界だとしよう」

『チキュウ』。その単語を聞いてアスヤの中にどうしようもない懐なつかしさがこみ上がる。先の『ニホンジン』と同じだ。

「本来、これらの世界が交わることはない。互たがいに干かん渉しようすることもない。だがごく稀まれに、なんらかの影えい響きようで不運にも物質がこの隔へだたりを跳とび越こえてしまうことがある」

　ぽん、と青い球体から青い光の粒つぶが飛び出し、赤い球体に入る。

「この粒つぶが、レムレイスだ。理由や条件は不明だが、異世界へと迷まよい込こんでしまった存在だ」

「そんなことが……」

「あるのさ。例えばオレたちの世界で言う悪あく魔まや魔ま物もの。ニホンではオニやヨウカイと呼ばれる、寓ぐう話わの異い形ぎようたちがそうだ。奇くしくもこの世界ではオレたちがそう認にん識しきされているがね」

「それが本当だとして……静かに暮らせよ」

「無理だ。何せ世界にとってレムレイスは異物で、世界にはそれを廃はいするための仕組み──修正力があるからな。何もしなければオレたちの身体からだは崩くずれ、心は狂くるい、徐じよ々じよに世界に汚お染せんされて、最終的には消えてしまう。それが『変質』だ」

　赤い球体に入った青い光の粒つぶに赤が混ざり始め、紫むらさきへと変色する。さらに赤が流ながれ込こむと光の粒つぶは細かく震しん動どうして、やがて耐たえきれずに砕くだけ散ちった。

「これを防ぐには、オレたちは異物ではないと世界に誤ご認にんさせるしかない。レムレイスとこの世界の生き物との違ちがいは燐素リユオの有う無むだ。ならやることはひとつだろう」

　つまり、この世界の生き物を捕ほ食しよくしての燐素リユオの補給。燐素リユオは魂たましいから生成されるため、命を奪うばい続つづけることでレムレイスは『変質』を免まぬがれている。

「幸いにもレムレイスは各おの々おのが燐素リユオや魂たましいに干かん渉しようする独自の能力を有している。オレの能力はこのとおり、周囲の燐素リユオの支配──統燐令デリズマだ。燐素リユオを操あやつるという点では錬燐術レリオンと似ているが、オレのほうが断然優すぐれている」

　パチン、ホールトンが指を鳴らすと、彼かれを取り囲んでいた球体はすべて消えた。

「だからって、人を喰くわなくてもいいだろ」

「そうはいかない。ここにいる穿獣ボルグはオレの非常食だが、これだけの数を用意しても半年ともたないのさ。だが人間なら二、三人で事足りる。魂たましいの質としては人間がもっとも純度が高くてね。おかげでオレは二百年以上、この世界でオレとして存在し続けている」

「なん、だそりゃ」

　予想だにしなかった長い年月だ。そのあいだにどれだけの人々が彼かれ一人ひとりに喰くわれたのか。

（つーか二百年も経たってたら、元の世界の娘むすめさんだってもういないだろ……！）

「それに穿獣ボルグをこうして統燐令デリズマで止とどめておくのも面めん倒どうなんだ。人間ならほら、いくらでもいる」

　天てん井じようを透すかして、その先の地上にあるルッケルンの街並みを眺ながめているかのようなホールトンにアスヤは怖おぞ気けを覚えた。価か値ち観かんが、根本的にズレている。

「……いい加減にしてっ！」

　聞くに堪たえない、とばかりにエルが鉈なた剣けんを抜ぬき放はなつ。ラクティアマスを『呪のろい』から解放する、その願ねがいに光こう明みようが差したことは大きな前進だ。

　けれどそれ以上に今彼かの女じよを奮ふるい立たたせているのは、危き機き感かんと決意だった。『人ひと喰くい』──『レムレイス』は人間にとって害悪だ。野放しにはできない。

「アスヤ、お願ねがい！」

「……だな。こいつは穿獣ボルグより性質たちが悪い。いくぞ」

　互たがいに同意し、ダンッと力強く床ゆかを蹴けったエルの身体からだが加速する。自身が耐たえられるギリギリの速さで、両手で大きく振ふりかぶった鉈なた剣けんをホールトンへと叩たたきつけ、

「でしゃばるな年とし増ま」

「なんですって……きゃっ!?」

　突とつ然ぜん生じた霧きりのような板に、肉厚の刃やいばは難なんなく受け止められた。だけでなく直後に板はズルリと形を変え、鋭えい利りな円えん錐すいとなってエルの喉のどを刺さし貫つらぬく──

「あっぶねっ！」

「ほう？」

　──かに見えたが、寸前で円えん錐すいは霧む散さんした。砕くだけた粒りゆう子しは胸きよう甲こうに吸すい込こまれ、慌あわてて下がったエルは青ざめながら喉のどが無事なのを確かく認にんする。

「あ、ありがと」

「くそ、前まえ触ぶれも何もないな。けど喰くえるなら飽ほう和わする前に強ごう引いんに──ん？」

　対策を思案しようとした矢先、アスヤは自身の内側に生じた高こう熱ねつに気づく。これまでにないほど濃こく、熱あつく、膨ぼう大だいなそれが示すものは。

「なん──っ」

　ボフン、と。

　弾はじき出だされるように突つっ伏ぷしたアスヤは床ゆか石いしの冷たさを全身で感じ、身を起こす。

　前方には笑いを堪こらえて目を細めるホールトン。

　横には金の瞳ひとみを丸くして見つめてくるフィリオ。

　そして背後には、

「え……」

　啞あ然ぜんとして尻しりもちをつく、肌はだ着ぎ姿すがたのエルがいる。

『燐素リユオ喰くい』はその名のとおり『アスヤに触ふれた燐素リユオを取とり込こむ』ものだ。吸収しすぎると副作用で人間の姿になるが、そのボーダーは決して低いわけではない。

　蜥蜴とかげの穿獣ボルグが放った炎ほのおは複数受けても平気だったし、燐素リユオが多いルッケルンの街中でも数日かかった。一度で人間化したのは熊くまの穿獣ボルグの、広こう範はん囲いに及およぶ強力な電でん撃げきを受けたときだけだ。

　今のホールトンの攻こう撃げきはただの小さな円えん錐すい。とても地味で、なのに使われた燐素リユオはこれまでのどの現象よりも大きかった。

「ははは、おもしろいな！　どういう理り屈くつだ？　君のようなレムレイスもいるのだな！」

「え──？」

　ホールトンの言葉に、二人ふたりは耳を疑う。

「…………今、なんつった？」

「壁かべを越こえたときに心身が分ぶん離り……記き憶おく障しよう害がいはそれでか。能力は燐素リユオの吸収？　普ふ段だんが無む機き物ぶつなら、ふむ『変質』に怯おびえることはないだろうが、不便がすぎるな」

「だから、今なんて言ったんだ！　俺おれが、お前らと同じだって？」

「そのとおり。君とオレは同じ世界出身だよ。間ま違ちがいない」

「そんな与よ太た話ばなしを……っ」

「事実だ。君も燐素リユオを生成できないだろう。それにレムレイスは互たがいの存在を感知し合える。どういうわけかオレは今日きようまで君に気づけなかったが、君のほうは前から察していたはずだ」

「……この息苦しさはやっぱり」

　アスヤだけを悩なやませる不快感がレムレイス特有の感覚なら、エルたちが感じないのは道理だ。

「自身の内側から呼びかけてくる声を聞いたことは？　あれはレムレイスとしての生存本能だ。身を守る方法も、力の使い方も、その本能で理解できる。いろいろ試ためしてみるといい」

　フィリオを救おうと力を求めたアスヤの意い識しきを吞のみ込こんだ『何か』。すべてを殺せと繰くり返かえしてきたあれがアスヤ本来の、生存本能なのか。

「あぁ、もしかしてその年とし増まは君の食事か。殺そうとして悪かった。お詫わびに別の魂たましいを……」

「──『目覚めて廻まわれ』・雷らい火かの獅し子し！」

　勝手に思案し始めたホールトンを激はげしい炎ほのおと稲いな妻ずまが包つつみ込こむ。見ればフィリオが何やら言いたそうな顔をこちらに向けていた。

「アスヤ、こっち」

「お、おう。エル、ひとまず行くぞ」

　振ふり返かえると、へたり込んだエルが視し線せんを逸そらした。手を差し出しても取ろうとしない。

「おい！」

「ぁ……っ」

　落ちていた外がい套とうをエルに羽は織おらせ、その腕うでを強ごう引いんに引っ張ってアスヤは裸足はだしのまま走り出す。後ろではまだ轟ごう々ごうと炎ほのおと稲いな妻ずまが荒あれ狂くるっている。

「やきつくすまできえないから、ずっともえててほしいな」

「これまたエグいもんをぶっ放したな。普ふ通つうなら即そく死しだろうが……」

「どうだろうね。ふつうじゃないもん、あれ」

　牢ろうが並ぶ暗くら闇やみの中、地上への階段を目指す。鋭えい敏びんな感覚は人の姿でも健在で、空気の流れを感じるだけでなく、夜よ目めも利きいている。フィリオも金きん色いろの瞳ひとみで周囲を把は握あくできているらしい。

「アスヤなんだね」

　呟つぶやきは、等とう間かん隔かくに並ぶ石柱の何本目かを通りすぎてから。

「こんなにちかくにいたなら、おしえてくれればよかったのに」

「すまん」

「いいよ。またあえたから。えへへ、うれしい」

「この状じよう況きようでそれを言うか」

「だってこれでアスヤと子どもつくるときがちかづいたよね」

「ぶ……っ！　ブレないなお前。さっきの聞いてなかったのか」

　ホールトンの言葉が真実なら、アスヤも『レムレイス』──人を喰くう怪かい物ぶつだ。

「そんなのしらない。あたしはアスヤがすきなんだもん。アスヤがどんなでもアスヤはアスヤだし。アスヤがアスヤのままならあたしはアスヤと子どもつくりたい」

「今何回俺おれの名前言った？」

「えーとね」

　呆あきれながら茶ちや化かしていると、強こわ張ばっていた身体からだが軽くなる。

（そうだな。あれこれ考えても俺おれが俺おれであることに変わりはないんだ）

　過去がどうであれ、正体がなんであれ、大切なのは今の自分がどうしたいか。そう口にしてそう決めたのは他ほかでもないアスヤ自身だ。

「いっぱい？」

「七回だよ」

　自分の言葉を思い出して、思い出させてもらって──ごちゃごちゃしていた迷いは消えた。

「そういえばお前、それだけ強いのに虫ダメなのな」

「せーりてきにやなの」

「わかる。俺おれもあんまり得意じゃなくてな。さっきもエルがなんかを触さわろうとしふごわっ!?」

「わ、びっくりした」

「ななななんだ!?　蠅はえか、蜘蛛くもか、勘かん弁べんしてくれ!!　ちくしょう！」

　何かがぶつかった頰ほおに、おそるおそる指で触ふれる。

「……水か」

　おそらく地下水か湿しつ気けが天てん井じようから落ちてきたのだろう。

『かっこ悪いですぞ』

「かわいい」

「……うるさいわい」

　口を尖とがらせながら後ろを見る。かなり距きよ離りはとったものの、炎ほのおと稲いな妻ずまが見えないのが不ふ穏おんだ。燃もえ尽つきてくれていればよいのだが、アスヤを苛さいなむ息苦しさは続いている。

「どうしよっか」

「とりあえず外に出る。ホールトンの正体バラして、あとは兵士に任せたいな」

「んー。いいけど、そのかっこで？」

　素そ朴ぼくに尋たずねられて、気づく。全ぜん裸らだった。どうりでスースーするはずだ。

「し、しまった……っ！　あまりにトンデモ展開の連続ですっかり忘れてた！」

『師し匠しよう、アホですぞ』

　階段はもうすぐのはずだが足を止めざるを得ない。いくらフィリオが有名でも、フルチンの少年といっしょになってホールトンが『人ひと喰くい』だなどと荒こう唐とう無む稽けいなことを喚わめけば信しん憑ぴよう性せいはだだ下がりだ。

　なので地上に出る前にアスヤは鎧よろいに変わる必要がある、のだが。

「……エル」

「──っ、放して」

　ずっと静かだった彼かの女じよの答えは、拒きよ絶ぜつだった。握にぎっていた手が振ふり解ほどかれる。

「あなたは何？　『人ひと喰くい』なの？　わたしの魂たましいを……喰くうつもりだったの？」

「そんな気はさらさらねーよ。けどお前もわかってるとおり、俺おれは普ふ通つうじゃない。ホールトン……あの『人ひと喰くい』の言ってたことにも、心当たりはある」

『燐素リユオ喰くい』という特異な能力。燐素リユオをもたず人と鎧よろいの姿を行き来する身体からだ。自身に潜ひそむ己おのれ以外を憎にくむどす黒ぐろい衝しよう動どう。どれもこれも、今となっては人じん外がいの証しよう左さとしか思えない。

　否定するのは簡かん単たんだが、自分のためにもエルのためにも答えをはぐらかしたくはなかった。

「……そう、なんだ。……じゃあ、それなら……アスヤが『人ひと喰くい』なら、わたしは──っ」

　足音が数歩分離はなれる。泣きそうな声で──いや暗くて見えないだけで、もう彼かの女じよは涙なみだを流しているのだろうか。

（あー、くそ。胸が痛いてぇよ、ちくしょう）

　それはホールトンの気け配はいではなく、心の痛みだ。今彼かの女じよを泣かせているのはアスヤの存在そのもの。こんなふうに彼かの女じよを苦しませたくないのに、それを止やめることができない。

　だから。

「いいかエル。お前が決めろ」

　彼かの女じよの嗚お咽えつを遮さえぎって、努めて落ち着いた声こわ音ねでアスヤはエルに委ゆだねる。

「俺おれを信じるのも疑うのも、拒こばむのも受け入れるのも、お前の好きにしていい。出した答えがなんであれ、俺おれは何も文句は言わない」

「──何、それ。どうして」

「俺おれはお前の鎧よろいだからな。約束しただろ」

　目を覚まして何もわからない中、彼かの女じよがいてくれたことにどれほど安心できたか。アスヤにとってエルセリッタ・レフ・アーニャは始まりであり、すべてだ。口に出して伝えてはいないが、どれだけ感かん謝しやしても足りることはない。

　だから彼かの女じよがどんな答えを選んでもそれを尊重すると、肯うなずくと、迷うことなく決めていた。

「ただこれだけは言っとく。俺おれは──俺おれだ。エルの知ってる俺おれが、俺おれの知ってる俺おれのすべてだ」

「…………」

「んー、じゃあエルセリッタがいやだっていったら、アスヤはあたしがもらってあげる！」

「人をモノみたいに言うなよ……真ま面じ目めな話をしてるんだぞ」

「あたしだってまじめなはなししてるよ？」

「そうかもしれないが、なんつーか……くそ、来やがった」

　石柱に設置された燭しよく台だいに奥おくから順々に明かりが灯ともる。それに合わせて歩いてくるホールトンは、炎ほのおと稲いな妻ずまに焼かれたはずなのに焦こげひとつ見当たらない。

「鬼おにごっこは終わりかな？」

「空気読めよ。取とり込こみ中ちゆうなんだよ」

　まだ答えの出ないエルを下がらせて、アスヤは彼かの女じよの腰こしから鉈なた剣けんを一ひと振ふり引ひき抜ぬいた。両手で柄つかを握にぎり、右足を半歩前、踵かかとを浮うかせた左足を半歩後ろへ。柄つか尻じりをヘソの下に、切っ先は正せい中ちゆう線せんと重なるように──自然と身体からだが構えを作る。

（……なんだ？）

「おや、それは見覚えがあるぞ。そうだケンドーだ。懐なつかしい。オレはニホンが好きでね。何度か行ったことがある。いい国だ」

「っ……知るか！」

　石の床ゆかを踏ふみ込こんで、渾こん身しんの力で刃やいばを振ふり下おろす。けれど今のアスヤは少年の見た目相応の力しかなく、統燐令デリズマで作られた板にあっさり止められた。

「くそっ」

「で、オレと組む気にはなったかね。損はないと思うが」

「ふざけろ！」

「マジメだよ。むしろ心配しているんだ。君のその姿、そう長くは維い持じできないだろう？」

　その指し摘てきは正しい。人の姿になったアスヤの身体からだからは吸収した燐素リユオがずっと流れ出ており、それが空になったときにアスヤは鎧よろいに変わる。もしホールトンが常にこの状態で、燐素リユオが尽つきたときに『変質』とやらが起きるのなら、人の身を維い持じするには確たしかに大量の燐素リユオが──魂たましいが必要だ。大げさではなく、人間を喰くい続つづけなければならないほどに。

「オレと組めば燐素リユオに困ることはない。君もずっと人のまま、元の世界に戻もどるまで『変質』とは無む縁えんでいられるんだ。いいこと尽づくしだとは思わないか？」

「ふざけろっつってんだよ！　あぁ確たしかにお前の言うことは全部本当かもしれねぇな。記き憶おくがない俺おれはともかく、お前が元の世界に戻もどりたいってのもわかるよ。それでも人を喰くうなんて正しよう気きの沙さ汰たじゃない。『変質』すると心が狂くるう？　バカ言え、お前はもうとっくにバケモノだ！」

　アスヤが聞いた内からの声は、世界への憎ぞう悪おと怨えん嗟さにまみれていた。『変質』を拒こばむ生存本能──だがあんなものに従うのが、自分の本来あるべき姿だとはとても思えない。

　目覚めてまだ二十日足らず。訪おとずれた町や村は数えるほどだ。それでもこの世界にはたくさんの人々が生きている。彼かれらの生命を奪うばい、魂たましいを喰くって生きるような真似まねは到とう底てい納なつ得とくできない。

「酷ひどい言いがかりだな。オレのどこがバケモノだ？　命を喰くうのに抵てい抗こうがあるのは理解できるが、最初だけだ。君は元の世界に帰りたくないのか？　自分を取とり戻もどしたくはないのか？」

「どーでもいい！　あぁ、忘れちまったんだから所しよ詮せんその程度のことだ。そんなもんのためにバケモノになんかなってたまるか。比ひ奈な明あ日す也やなんていねーよ。俺おれは、ただの鎧よろいのアスヤだ！」

　叫さけび、鉈なた剣けんの柄つかをきつく握にぎり締しめるアスヤに、ホールトンは啞あ然ぜんとする。

「バカな……それは愚おろかな選せん択たくだよ」

「バカで結構！　愚おろかで上等！　俺おれはお前がいけ好かない。お前が人間を喰くうなら、それを阻はばむ。ラクティアマスに呪のろいをかけたレムレイスは、探し出して呪のろいを解かせる！　それが俺おれのやりたいことだ。誰だれにも文句は言わせない！」

「──アスヤ……」

　背後で息を吞のむ声がした。さほど時間は経たっていないはずなのに、随ずい分ぶんと聞いていなかったように思える。

　ホールトンから距きよ離りをとったアスヤが振ふり返かえろうとして、それより早く隣となりに長い金きん髪ぱつの少女が並んだ。透すきとおった碧みどりの瞳ひとみには、少し潤うるんでいるもののいつもの光が戻もどっている。

「……ごめんなさい」

「謝あやまるなよ」

「ううん。わたし、アスヤを疑ってた。あなたは、あなたのままなのに」

「しかたないだろ。探してた怪かい物ぶつの同類といっしょでした、なんて悩なやまないほうがどうかしてる」

「でもあなたは悩なやまなかった」

「どうかしてるからな」

「なら、わたしもどうかするわ」

「言い方おかしいぞ」

「アスヤのせいでどうかしちゃったからね」

「そりゃ責任重大だな」

「ええ、最後まで責任、とってよね。アスヤが言ったんだからね。わたしが決めろって」

　エルがアスヤの手を握にぎる。しなやかで白く、柔やわらかく、ぬくもりのある指がしっかりと絡からまり──心に火が点ついたように感じた。

「覚かく悟ごしなさい。わたし、たとえアスヤを使つかい潰つぶしてでも、絶対呪のろいを解いてみせるから」

「…………ははは、おっかねぇ。けど上等だ。いいぜ、とことん付き合ってやる」

　久方ぶりに笑って、吼ほえて、鉈なた剣けんを自らの腕うでに押おしあてる。血が流れ、それとともに残っていた燐素リユオが失われる。そして刹せつ那なに意い識しきが遠のいたあと、アスヤはエルの身体からだを包んでいた。

「……そうか。それが君の答えか。残念だ」

　ため息をついて、ホールトンの視し線せんが冷ややかなものに変わる。

「オレと戦うのかな」

「そうだな。正直分ぶが悪いとは思うが──俺おれの所有者が、珍めずらしくやる気なんでね」

　苦く笑しよう混まじりにアスヤは視界の上にある彼かの女じよの顔を見上げ、後ろの少女へ声をかける。

「フィリオ、頼たのみがある」

「ん、わかった」

　手短にアスヤが提案した作戦に頷うなずいて詠えい唱しようを始めるフィリオを背に、エルは一歩前に出て、右に跳とぶ。

「──『目覚めて廻まわれ』・氷ひよう絶ぜつの崩ほう魚ぎよ！」

　フィリオが作り出した青白い魚が宙を泳ぐ。ホールトンは霧きり状じようの壁かべで自身を守るが、魚は彼のまわりを一周すると床ゆかに落ちて人の背せ丈たけほどの氷ひよう塊かいに変わった。

「？　囮おとりにしてはお粗そ末まつだな」

　そのあいだに距きよ離りを詰つめたエルの鉈なた剣けんを容易たやすく防ぎ、ホールトンはまた円えん錐すいを生み出す。

「──『目覚めて廻まわれ』・灼しやく鳴めいの山羊やぎ！」

　すると次の錬燐術レリオンで放たれた火球が氷ひよう塊かいを直ちよく撃げきし、爆ばく発はつ的てきな水蒸気が一帯を覆おおい隠かくした。

「なるほど。だがこんな単純な目くらましで……」

　ガン、と離はなれたところから聞こえた硬かたい音にホールトンは身構えて、

「けど見えないだろ」

　それとは真ま逆ぎやくの方向から、蒸気を散らす勢いで現れたエルが鉈なた剣けんを振ふり下おろす。

　音の正体は石柱に刺ささったもうひとつの鉈なた剣けん。水蒸気で視界を塞ふさぎ、投げた鉈なた剣けんの音を囮おとりにして、エル自身はアスヤの補強による跳ちよう躍やくで一気に移動したのだ。

　虚きよを突つかれたホールトンが円えん錐すいを動かすより早く、エルの刃やいばがその眉み間けんを掠かすめて血がしぶく。

「ぬぅ──っ！」

　集中が乱れたか、ホールトンのまわりから円えん錐すいと壁かべが消える。だが決定打には至らない。

「くそ、惜おしいっ」

「なら、もういっかいぃ！」

　アスヤの補強は全力だった。エルは限界まで身体からだを揺ゆさぶられていて、けれど彼かの女じよは堪こらえる。床ゆか石いしを削けずりながら制動をかけ、振ふり抜ぬいた鉈なた剣けんを強ごう引いんに引ひき戻もどす。骨を軋きしませて胃の中がひっくり返るような反動を押おさえ込こむ彼かの女じよに、驚おどろきながらもアスヤは再度力を上うわ乗のせした。

「やあああああああっ！」

　その一いち撃げきは傷を隠かくすホールトンの左さ腕わんを捉とらえ──、

　パン、パン、パン、と。

　軽い破は裂れつ音おんが鳴なり響ひびく。

（なんだ？）

　どこか聞き覚えのあるそれにアスヤが戸と惑まどい、エルの手から鉈なた剣けんが落ちる。

「え……？」

　啞あ然ぜんとしながら、彼かの女じよはそっと自身の脇わき腹ばらを撫なでる。その手は真まっ赤かな血に濡ぬれ、革かわ衣ころもには三つの小さな穴が開いていた。

「エル……っ!?」

　遅おくれて、アスヤは自らの損傷を自覚する。そして何が起こったのかも。

　革かわ衣ころもを貫つらぬいたのは、ホールトンの右手にあるさほど大きくもない道具だった。かなりの年月を経ているであろう金属製の、直角に近い角度で曲がった短いハンマーのようなシルエット。

　火薬によって鉛なまりの弾だん丸がんを射出する、携けい帯たい性せいに優すぐれた殺傷兵器。

「…………拳けん銃じゆう、かよ」

　自然と名めい称しようが声に出る。初めて見るはずなのに、仕組みも用よう途ともすぐに頭に浮うかんだ。

「あぁ。オレが元々持っていたものだ。さすがに弾たまは使いきってしまったが、この世界にも火薬はあってね。統燐令デリズマで加工すればそれらしいものは作れる」

　本来この世界には存在しないはずの武器を懐ふところにしまい、ホールトンは片手でエルの胸むな元もと、アスヤである胸きよう甲こうを鷲わし摑づかみにした。床ゆかから離はなれたつま先へ、赤い雫しずくがゆるゆると滴したたっていく。

「は……なしてっ」

　苦痛に耐たえながらエルは抵てい抗こうするが、太い腕うではびくともしない。それどころか尋じん常じようではない握あく力りよくに締しめつけられ、胸きよう甲こうがギシギシと歪ゆがみ始はじめる。統燐令デリズマで処置したのか、額ひたいの傷からはもう血は流れていない。

「──『目覚めて廻まわれ』・千せん断だんの双ふた子ご！　アスヤをはなせ！」

　見かねたフィリオが無数の刃やいばを放つが、それらはとどく前に霧きりの壁かべに阻はばまれる。

「おとなしくしていたまえ、フィリオフィルヴィア。錬燐術レリオンを使えば使うほど周囲の燐素リユオが増して統燐令デリズマが育つぞ。……さてアスヤくん、これはお仕置きだ」

　自じ慢まんげな笑えみを浮うかべて、ホールトンは空いている左手の五指を揃そろえる。

「君はさっき、鎧よろいでいることを選ぶと言ったな。なら着る人間がいなくなれば、どうする？」

「な……おい待て、やめ」

　制止する暇ひまもなく、無造作な貫ぬき手てが銃じゆう創そうを受けたエルの脇わき腹ばらに突つき刺ささった。捻ひねりを加えながら容よう赦しやなく肘ひじ近ちかくまで潜もぐり込こませ、すぐさま引ひき抜ぬかれる。

「え……ぁ──ぐ」

　ごふり、とエルの口から血の塊かたまりが零こぼれ落おちる。彼かの女じよを包むアスヤは、その身から力が抜ぬけて熱ねつが薄うすれていくのをつぶさに感じ取ってしまう。

「き……さまあああああああああっ!!」

　絶ぜつ叫きようするアスヤに笑えみを向けながら、ホールトンは血で染まった手をぺろりと舐なめる。

「うむ、やはり育ってしまうとメス臭くささがあるな。こうなる前がいちばんの食べごろだ」

「殺してやる！」

　ぽたぽたと鎧よろいの外と中を伝って床ゆかに落ちていくぬくもりに苛さいなまれながら、アスヤがホールトンへの呪じゆ詛そを口にした、そのとき。

　──なら殺せ。殺してしまえ。

　内なる声が聞こえ、ぞわり、ぞわり、と足元からどす黒い感情が這はい上あがってきた。前に開けた薄はく氷ひようの穴が徐じよ々じよに広がり、向こう側の『何か』が流ながれ込こんでくる。

　嫌けん悪おすべきその感覚を、しかし今のアスヤは拒こばむことを忘れていた。

（あぁ……殺してやる）

　アスヤは願ねがう。目の前の相手を殺せる力を。

　そして知る。すでに自分はそれを有していることを。

「……お？」

　ドサリと足元に倒たおれたエルを見て、ホールトンは首を傾かしげる。アスヤを摑つかんでいた手を放したつもりはない。ではなぜ鎧よろいごとエルは落ちたのか。

　視し線せんを動かして、なくなっていた。

　アスヤをエルごと持ち上げていた左さ腕わんは、肘ひじから先が忽こつ然ぜんと消えていた。視し認にんすると同時に激げき痛つうが拡ひろがり、よろけた身体からだのバランスの悪さから喪そう失しつ感かんを自覚する。

「……何が起きた？」

　当とう惑わくし、観かん察さつする。腕うでの断面は一いつ瞬しゆんにして削けずり取とられたかのようで、

「そうか。……はは、そうか！　それが君の本当の能力か！」

　理解して昂たかぶるホールトンの前で、ゆらりとエルが立ち上がる。ただし彼かの女じよに意い識しきはない。

「殺す……！」

　煮にえたぎるような灼しやく熱ねつがアスヤの身と心を焦こがしていた。憤ふん怒ぬや憎ぞう悪おでは説明できない力が全身から溢あふれ出だし、炙あぶられた内なる声が歓かん喜きに震ふるえる。

　──は、ひはははは！　いい、いい。実にいい……！

　灼しやく熱ねつの源は、ごっそりと消えたホールトンの片かた腕うでだ。それが形をなくしてアスヤの中に取とり込こまれている。燃ねん料りようとして。

「なるほどな。燐素リユオの吸収はただの片へん鱗りん。その本質は生命も物質も何もかも、存在ごと糧かてとする──『存在喰くい』といったところか。レムレイスに相応ふさわしい異質な力だ」

「黙だまれ」

　推察を歯し牙がにもかけず、アスヤはゆっくりとエルの右手を持ち上げる。

　──そうだ。さぁ呼べ。求めろ。俺おれ自じ身しんを！

「……来い」

　声に促うながされるがまま、怨えん嗟さのように言葉を発した直後。

　地上に通じる穴がある闇やみの奥おくから、階段の上から、飛来した五つの刃やいばがエルを取り囲む形で床ゆかに突つき刺ささる。

「なに？」

　剣けんが三本。長なが柄えが二本。造形に共通点はなく、だがどれも鎧よろいと同じ鈍にび色いろの輝かがやきを放っている。

　突とつ然ぜん現れた五つの武器の正体を、アスヤは瞬しゆん間かん的てきに把は握あくする──自分自身だと。

　──それでいい。これで十全。これこそが俺おれだ。

　エルと出会った直後、彼かの女じよが扱あつかえるようにと全身を覆おおう装そう甲こうのいくつかを取り外した。旅費の足しとして鍛冶かじ屋やに売ったそれらは加工され、武器として作り直されていたのだ。

　それらが今、アスヤ自らが呼んだことでこうして集まった。

　前に耳にしたひとりでに動く剣けんの噂うわさは、これらが本体であるアスヤに引き寄せられて起きた現象だったのだろう。

「アスヤ、どうしたの？」

　戸と惑まどうフィリオには見向きもせず、五つの刃やいばを得た鎧よろいのレムレイスは赤ひげの男に意い識しきを向け続ける。

「おもしろい芸を見せてくれるな。それで、次はどうするのかな？」

「殺す」

　呟つぶやいたアスヤがエルの腕うでを動かすと、いちばん大きな長ちよう剣けんが浮うかび上あがった。胸きよう甲こうから滲にじみ出でた靄もやのような黒い『何か』がアスヤと五つの武器をつないでいる。

　片かた刃はの細さい剣けんが、直じき槍やりが、薙刀なぎなたが、肉厚の短たん剣けんが。

　アスヤの殺意に呼応して、彼かれの周囲に付き従う。

「ほぅ……壮そう観かんだな」

　笑え顔がおのまま、ホールトンは霧きりの刃やいばを前に並べた。失った腕うではすでに統燐令デリズマで止血済みだ。

　睨にらみ合あいの空白はなく。

「死ね」

　回転しながら放たれた長ちよう剣けんが、霧きりの刃やいばを片かたっ端ぱしから打うち砕くだく。

「む」

　笑えみを薄うすめて、ホールトンは迫せまる長ちよう剣けんを分ぶ厚あつい壁かべで受け止める。

　その壁かべを放たれた直じき槍やりが貫つらぬき、直じき槍やりを霧きりの鎖くさりが絡からめ取とり、鎖くさりを短たん剣けんが断たち切きり、短たん剣けんをいくつもの霧きりの矢が叩たたき、矢雨の隙すき間まを細さい剣けんが縫ぬい、細さい剣けんを刃やいばが阻はばみ、刃やいばが薙刀なぎなたに払はらわれる。

　ほんの数すう拍はくのあいだに中空での打ち合いは百を超こえていた。折り重なる剣けん戟げきは大だい音おん響きようとなって広い空間を蹂じゆう躙りんし、弾はじかれた武器や砕くだけた霧きりの刃やいばが床ゆかや壁かべ、石柱を削けずり壊こわしていく。

「互ご角かく、といったところか」

　始まりと同じく唐とう突とつに訪おとずれた静せい寂じやくの中、ホールトンは長い息を吐はいた。

「驚おどろいたよ。レムレイスだと自覚したのが今さっきだというのに。大したものだ」

「…………ッ！」

　対するアスヤは焦しよう燥そうに駆かられていた。膨ぼう大だいな力を手にした代だい償しようは多大な疲ひ労ろうだ。煮にえたぎる怒いかりと殺意で誤ご魔ま化かしていても、急速に蓄ちく積せきしていく負ふ荷かが徐じよ々じよに思考を削そいでいく。

　圧おしきれない。

　あれだけの打ち合いを経てもアスヤ自身である五つの武器は健在。けれど一方で、それらはホールトンにはとどいていない。

　この地下空間は彼かれの統燐令デリズマの支配下にある。空気中の燐素リユオで生み出された刃やいばや壁かべをいくら壊こわしても、その残ざん骸がいはすぐさま新しい刃やいばや壁かべになって終わりがない。

　つまり現状、アスヤの攻こう撃げきはホールトンの生成力を上うわ回まわれない。

　──なら、喰くえばいい。

　回答は、己おのれの内からもたらされた。

　──わかっているだろう。俺おれの異能は喰くい、奪うばうこと。喰くえば喰くうだけ、力を増せる。

　声が聞こえるたびに身体からだの芯しんから黒い『何か』が染しみ出だして、全身に浸しん透とうしていく。冷たく、重く、暗く──とても甘かん美びに思える軋きしんだ衝しよう動どうで満たされていく。

　──燐素リユオでは足りない。もっと濃こい力を、命を、魂たましいを、存在そのものを喰くらえ。

　今ならわかる。感覚が鋭するどくなったのは、穿獣ボルグの魂たましいを肉体ごと糧かてにしたからだと。

　ならレムレイスであるホールトンは極ごく上じようだ。何せ片かた腕うでを喰くっただけで、あちこちに散っていた自身の一部を瞬またたくまに呼び寄せることができたのだから。

　──あれを喰くい尽つくせば、俺おれはこの世界そのものにも抗あらがえる。

　しかし近づくことすら難むずかしい。ホールトンを喰くうにはまず、一時的にでも彼かれを圧あつ倒とうできるだけの力を、そのための糧かてを得なければ。

　──あるだろう、すぐここに。おあつらえ向きの餌えさが。

　エルセリッタ・レフ・アーニャ。

　──もう死しに体たいだが、これを喰くえばヤツを上うわ回まわるのに充じゆう分ぶん足りる。

「……それ、は」

　──喰くえ。喰くえ。喰くえ喰くえ喰くえ。喰くえ喰くえ喰くえ喰くえ喰くえ喰くえ喰くえ。

　頭の中を内なる声が埋うめ尽つくしていく。

　視界が狭せばまり、認にん識しきが覚おぼ束つかなくなる。補うように飢き餓が感かんと力への欲求が高まっていく。

　怒いかりを溶とかして、悲しみを吞のみ込こんで、ただひたすらに喰くい殺ころすことに意い識しきが傾かたむいていく。

　──ヤツのあとは地上だ。殺して、喰くって、喰くって、殺せ。この世界の何もかもが俺おれの贄にえだ。

「喰くって、殺して……」

　──殺される前に、潰つぶされる前に、この世界を食くい尽つくせ！

「この、世界を……」

　声に押おし流ながされるまま、アスヤは虚うつろな思考で鎧よろいに収まる少女を求めて、

「………………だめ」

　掠かすれた声にハッとすると、俯うつむく彼かの女じよがこちらを見ていた。今にも消えそうな、けれどまだ光を宿している両の瞳ひとみが、どす黒いものに沈しずみかけていた意い識しきを引き止める。滲にじみ出でていた黒い『何か』が断たち消きえて、五つの武器が床ゆかに落ちた。

「アス、ヤ……それは、だめよ……」

「ほぅ、しぶといな、まだ息があるとは。まぁ虫の息だがね」

　感心するホールトンの見立ては正せい確かくだ。脇わき腹ばらに穿うがたれた傷口からは今も血が流れ出ている。助からないのは明白で、むしろ息が続いていることのほうが奇き跡せきだ。

　だが、生きている。

　まだ、彼かの女じよの命は消えていない。

　──どうした。早く喰く──

「エ、ル…………っ！」

　その名前を声に出して、内なる声を押おさえつける。まとわりついてくる衝しよう動どうを振ふり払はらうと猛たけっていた灼しやく熱ねつが静まり、アスヤはエルごとその場に倒たおれ込こんだ。

「エル……！　すまん、俺おれは……っ」

　約束を果たせなかった。鎧よろいとして彼かの女じよを守りきれなかった。無力さと後こう悔かいに打ちひしがれるアスヤに、けれど彼かの女じよは儚はかなく微笑ほほえむ。

「あなたは、悪くない……わたしが、巻まき込こんだんだから……」

「けど」

「そんな、ことよりっ」

　こほっと血を吐はきながら、エルは胸きよう甲こうに触ふれる。

「吞のみ込こまれちゃ、だめっ。それは、アスヤが、アスヤじゃなくなっちゃう……っ」

「俺おれが、俺おれで──」

　先ほどまでの感覚を思い出して、怖おぞ気けが走る。彼かの女じよの言うとおりだ。あのまま受け入れていたら、きっと今の自分を失っていただろう。それほどまでに魅み惑わく的てきで破は滅めつ的てきな、すべてに向けられた破は壊かい衝しよう動どう。しかもそれはまだ消えずにアスヤを引ひき込こもうと蠢うごめいている。

「あなたは、あなたのままで……そうじゃないと、頼たのめ、ない」

「頼たのみ？」

　戸と惑まどうアスヤに、彼かの女じよは血ちの気けの引いた顔を微笑ほほえませたまま、続ける。

「殺し、て。わたしが、穿獣ボルグに、なる前に……っ」

「な──!?」

　エルが床ゆかに落ちた鉈なた剣けんに触ふれる。そのまま唇くちびるを震ふるわせるが、もはや声が出ない。

　彼かの女じよの願ねがいは、わかる。ラクティアマスにかけられた呪のろい──死ねば穿獣ボルグへと変へん貌ぼうし、ただ人間を襲おそう異い形ぎようの獣けものと化す。防ぐ方法はただひとつ。死ぬ前に首を斬きり落おとすこと。

　解かい呪じゆを目標とするエルにとって、呪のろいに落ちることが何よりも耐たえがたい屈くつ辱じよくなのは、わかる。

　けれど。

「無理だ……っ！」

　徐じよ々じよに光が薄うすれていく碧へき瞳どうに見つめられながら、拒こばむ。できるはずがない。彼かの女じよの首を刎はねるなど、絶対に。

（何か、他ほかに……！　今からでも、こいつを助ける方法は……っ!!）

　──喰くってしまえ。簡かん単たんなことだろう。

　鳴なりを潜ひそめていた内なる声が、囁ささやいてくる。

　──望みどおり殺してやれ。女を喰くって、女の復ふく讐しゆうを果たしてやれ。何を迷う必要がある？

「く…………だ──、黙だまれっっっ!!」

　かき消すように声を上げ、アスヤはエルの腕うでを動かして渾こん身しんの力で胸きよう甲こうを殴なぐりつけた。

　芯しんまで響ひびく拒きよ絶ぜつの衝しよう撃げきと叫さけびに、内なる声を発するどす黒い『何か』が怯ひるんだ。その本体はまだ薄はく氷ひようの向こう側にあり、小さな穴から一部が漏もれ出だしているだけだと感じ取る。

「俺おれは俺おれだ！　お前じゃない！　引ひっ込こんでろッ！」

　──バカな、何を言って──っ……。

　その薄はく氷ひようの穴に、アスヤは自らの意志で無む理り矢や理りにフタをした。瞬しゆん間かん、脳のう裏りにどこかの街並みや誰だれかの顔が浮うかんだが、ただの幻まぼろしと決めつけて郷きよう愁しゆうもろとも強ごう引いんに断たち切きって決別する。

　選んだのは過去よりも、現在。

「俺おれは鎧よろいだ！　エルを守って何が悪い！」

　決意を言葉に。言葉を意志に。

　染しみ込こんでいたどす黒い衝しよう動どうを押おし流ながして、アスヤは己おのれに宣言する。

「……そうか。ならそのまま女とともに果てるがいい」

　嘆たん息そくしたホールトンが霧きりの刃やいばを浮うかび上あがらせる。それらは一いつ斉せいにアスヤとエルへと降り注ぎ──しかし途と中ちゆうで現れた半球状の壁かべに弾はじかれた。

「なに？」

「だめだよ。アスヤのじゃましちゃ」

　彼かれらをすっぽりと覆おおう壁かべの中で、聖せい剣けんを杖つえ代がわりにしたフィリオが胸を反らす。

「燐素リユオをあやつれるっていっても、いちどはつどうした術式までは……いじれないよね。できるなら、ふせいだりしないで、現象そのものを、けせばいい、もん」

　額ひたいにに滲にじませた汗あせを拭ぬぐい、少女はアスヤの隣となりに立つ。多重に構築された壁かべの層数は九。聖せい剣けんから燐素リユオを許容量限界まで吸い上げて、できうる限り強化した防ぼう御ぎよ術じゆつ式しきだ。

『やれやれこの子は。身体からだが壊こわれても知らないですぞ』

「なぜだ。アスヤ君はこの世界の存在ではないというのに」

「かんけいないよ、そんなの。アスヤには、もっとあたしをすきになってもらうんだから。ほら、このかべこわしたいならこわしていいよ。いくらこわしてもまたつくるから」

「……君が死ぬだろう。それは困る。わかった。気が済むようにしろ。静せい観かんしてやる」

　頭を振ふって、ホールトンは統燐令デリズマの刃やいばを消す。

「無む茶ちやしやがって……ありがとな、フィリオ」

「すきになった？」

「もちろんだ」

「えへへ。やった」

　少女の微笑ほほえみに背中を押おされ、彼かの女じよが作った貴重な時間でアスヤはエルに意い識しきを向ける。ほとんど脈はなく、もはや命は風ふう前ぜんの灯ともしびだ。

（諦あきらめるな。俺おれがこの世界から外れた存在レムレイスなら、常じよう識しきのひとつやふたつ、振ふりきってみせろ！）

　レムレイス個々がもつという異能。その共通点は燐素リユオ、そして魂たましいに干かん渉しようすること。

　ラクティアマスの『呪のろい』も、他ほかのレムレイスが『魂たましいに手を加えた』結果だという。

（……なら今の俺おれなら、エルの魂たましいに……『呪のろい』に干かん渉しようできるはずだ。俺おれの異能で、『呪のろい』だけを喰くい除のぞくことだって……！）

　意を決して、冷たく重くなったエルの腕うでで彼かの女じよの傷口に触ふれる。びちゃりと鎧よろいを濡ぬらす血はかろうじてまだ温かいが、すぐにも消えようとしている。

「助ける。俺おれが、必ず」

　そしてアスヤは異能の矛ほこ先さきを、自身が包む少女へ向ける。

　四六時中、ともに過ごしてきた。レムレイスとしての力が発はつ露ろしてからも、彼かの女じよに触ふれ続つづけて感情を──魂たましいの機き微びを読み取っていた。その感覚を思い出す。それをより強く、より深く。

　手た繰ぐり寄よせるように。潜もぐり込こむように。

　彼かの女じよの中に、己おのれを浸ひたす。







　気づけば、アスヤは薄うす暗ぐらい空間に浮うかんでいた。

　手元には二つの光。片方は澄すみ、もう片方は濁にごっている。双そう方ほうは互たがいに交わることなくくるくると回っているが、澄すんだ光は今にも消えそうなほど弱々しい。

（……これがエルの魂たましい。そして『呪のろい』の正体、か）

　ひと目で理解できたのは、レムレイス特有の魂たましいに干かん渉しようする感覚ゆえか。

　この一いつ対ついの魂たましいは、本来ひとつだったに違ちがいない。件くだんのレムレイスはそれを二つに分け、片方を汚お染せんした。だからラクティアマスは短命になったのだ。

（なんでこんな細工をしたのかは知らないが……そういうことなら、なんとかなるはずだ）

　濁にごった光に触ふれると、熱ねつした油に手を突つっ込こんだかのような衝しよう撃げきが伝わった。中身は出で鱈たら目めに荒あれ狂くるっていて、なるほどこんなものが中心になれば怪かい物ぶつと化すのも頷うなずける。

（ぐっ……落ち着け。焦あせるな。できる。やるんだ……！）

　奔ほん流りゆうをなだめながら、混ざる汚よごれを掬すくい取とるイメージ。濁にごった光そのものを喰くってしまっては、エルの魂たましいは消えかけのもう片方だけになってしまう。それでは彼かの女じよを救えない。

　正せい確かくに、慎しん重ちように、魂たましいから『呪のろい』の汚よごれだけを喰くい剝はがす。

　けれどその最さ中なか、澄すんだ光が急速に瘦やせ細ほそった。すると補うかのようにまだ濁にごりの残る光がふくらんで、その勢いで澄すんだ光を吞のみ込こもうとする。

（待て、待て待てこの……っふざけんな！）

　消えそうな光を両手で包む。奔ほん流りゆうに炙あぶられながら、小さな輝かがやきを必死に守る。

　それしかできない──それさえできればいい。

　彼かの女じよを助け、彼かの女じよを守る。それは己おのれのことを何も持ち合わせていなかったアスヤが自ら決め、自身に刻み定めた意志である。

　その決断の結果が彼かの女じよの死だなどと、断じて許容できるはずがない。

（こんなところで終わるのか!?　違ちがう、これからだろうが！　戻もどってこい！）

　必死に呼びかけるも、残った光はみるみるうちに白はく濁だくの奔ほん流りゆうと混ざり合い、

「っ、生きろおおおおおおお！　エルセリッタ・レフ・アーニャ！」

　叫さけびは、闇やみの奈な落らくに溶とけていく。
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　変化までは、ほんの一呼吸のあいだだった。

　アスヤが沈ちん黙もくした直後、エルがびくんと大きく跳はねる。流れ出た自らの血の飛ひ沫まつを散らしながら、背骨が折れんばかりに身を仰のけ反ぞらせる。

「あ──ぁ、あああアアあああああ、あ、ァぁぁぁっ！」

「うわなに？　どうなったの」

「死んだか。さて、どんなふうに穿獣ボルグになるのやら」

　くっくっくっ、とホールトンは喉のどを鳴らして──その眉まゆがひそめられる。

　変化は、しかし想定された変化ではなかったからだ。

「ぅ……く」

　床ゆかに倒れていたエルがゆっくりと目を開ける。頭を振ふり、顔をしかめ、息を乱しながら、呟つぶやく。

「わた、し──生き、てる……？」

　戸と惑まどいながら革かわ衣ころもの上から脇わき腹ばらを撫なでる。今しがたまであった深い穴は消えていた。まるで内側から新たな肉が盛り上がったかのように、傷口が塞ふさがっている。

「どうして……もしかして、アスヤ？」

　他ほかには思い当たらずに鎧よろいに呼びかけるが、いつもならすぐに返ってくる声が聞こえない。

　ドキリと、心しん臓ぞうが跳はね上あがる。

「…………アスヤ？　ねぇ、聞こえる？　起きてる!?」

「……むぬ。……お？　えっと…………おぉ？　エル!?」

　まるで寝ね起おきのような声に、エルは安あん堵どと不安が綯ない交まぜになった空気を吐はき出だした。

「し、心配させないでよっ」

「はぁ？　おいおいおい、それは俺おれの台詞せりふだろっていうか生きてる！　無事だな？　……は、ははははっ！　っしゃあ！　なんとかなったぞこんちくしょう！　ざまぁみろ！」

　歓かん喜きに吼ほえるアスヤは、胸きよう甲こうの下の気け配はいがひとつだけなのを感じ取る。陰かげに隠かくれているものはない。つまり彼かの女じよの『呪のろい』は取り除かれたのだ。

　ダメかと思った。絶望しかけた。だが偶ぐう然ぜんでも奇き跡せきでも間ま違ちがいでもなんでもいい。エルが無事なら──それでいい。

「ア、アスヤ？　大だい丈じよう夫ぶ？　もしかして頭打った？」

「さっきから失礼だなオイ。お前のほうこそ、なんともないか？」

「うん、平気……って、ご、ごめん！　わたし、殺してなんて、酷ひどいこと」

「いい。気にするな。終わったことだ。……それよりも」

　ぱちぱちぱち、と場ば違ちがいな拍はく手しゆが室内に反はん響きようして、アスヤとエルは思考を引ひき締しめた。失われたはずのホールトンの片かた腕うでは、統燐令デリズマで作ったのだろう青白い義手で補われている。

「いやはや、驚おどろかせてくれるね」

「待たせたな。仕切り直しといこうか。……動けるか？」

　エルはその問いに頷うなずいて、ただわずかに眉まゆをひそめた。生死の境を彷徨さまよったからか、自分の身体からだではないかのような違い和わ感かんがあったのだ。けれどそれもすぐに馴な染じみ、何度か腕うでを曲げて全身の感覚を取とり戻もどす。

「大だい丈じよう夫ぶ……みたい。少しダルいけど、戦える」

　珍めずらしく勇ましい答えに少しばかり驚おどろきつつ、アスヤは頷うなずく。

「よし、じゃあ改めて。バケモノ退治を始めるか。フィリオ、壁かべありがとな」

「うん。がんばって。アスヤがまけるとあたしもいやなことされるからね」

「絶対勝つから安心しろ」

「随ずい分ぶんと強気じゃないか。レムレイスとしての生存本能を拒こばんだ君が、力を充じゆう分ぶんに発揮できるとは思えないが？」

「なに。だからこそできることもあるんだよ」

「ほぅ。なら見せてもらおうか」

　不ふ機き嫌げんにこちらを睥へい睨げいするホールトン。彼かれはまだ自分が有利だと考えている。

「エル。付き合ってもらうぞ」

「わかってる」

　詳しよう細さいも聞かずに頷うなずいたのはエルとアスヤの意い識しきがわずかながら重なっているからだ。だから言葉を使わなくても意思を伝え合える。

（不ふ思し議ぎな感じね）

（こそばゆいな）

（でも、いやじゃない）

（そりゃよかった）

　アスヤがエルの魂たましいに干かん渉しようした余よ韻いんのようなものだろう。長くは続かず、すでに薄うすれ始はじめている。けれど今だけは、エルとアスヤは二人ふたりで一人ひとり。

「いくぞ」

　アスヤの声に応じて、直じき槍やりが床ゆかを滑すべって引き寄せられる。先さつきのような攻こう防ぼうは無理でも、自分の一部だと意い識しきしていれば手元に呼ぶくらいはできた。エルもアスヤと共有した意い識しきから五つの武器を把は握あくする。

　そして、アスヤがやろうとしていることも。

「…………ごめんなさい」

　他ほかに方法がなく、アスヤ自身が覚かく悟ごを決めているために反対はできなかった。彼かれが苦く笑しようするのが伝わり、鎧よろいが少し引ひき締しまる。直じき槍やりを握にぎる右みぎ腕うでをアスヤが補強する。

「やあああっ！」

「無む駄だなことを」

　渾こん身しんの力で投げ放った直じき槍やりはホールトンが作り出した霧きりの盾たてを一枚、二枚、と貫つらぬくものの、三枚目に刺ささって止まる。

「さっきのほうが断然マシだったぞ。所しよ詮せんこの世界の人間に手をかしたところで──」

　落らく胆たんと嘲ちよう笑しようを交えたホールトンの言葉が中断する。投げると同時に走っていたエルが直じき槍やりの柄えに軽く指をあてていた。

　意い識しきがつながっているから、動きも迷うことはない。アスヤの狙ねらいをエルが汲くみ取とり、エルの動作をアスヤが把は握あくし、一挙手一投足までズレなく補強を重ねられる。

「まずひとつ！」

　アスヤが宣言した瞬しゆん間かん、ボッと低い音を残して直じき槍やりが消えた。

「なに？」

　困こん惑わくの隙すきを突ついて、エルは一足飛びでホールトンに肉にく迫はくする。その両手にはアスヤが呼び寄せた細さい剣けんと肉厚の短たん剣けんがある。

「ぬぅっ！」

　細い刃やいばの刺し突とつは義手に阻はばまれたものの、続けざまの短たん剣けんがその腕うでをただ一いち撃げきで斬きり落おとす。

「バカな……！」

「ふたつ！」

　細さい剣けんが消え、刺ささっていた義手が床ゆかに転がって砕くだけ散ちる。ホールトンは即そく座ざに新たな義手を構築するが、それも再び短たん剣けんで粉ふん砕さいされる。

　アスヤの補強によってエルの身体能力は常人を大きく超こえていた。さらに武器が消えた直後に繰くり出だされた一いち撃げきは、統燐令デリズマの防ぼう御ぎよを容易たやすく砕くだくほどに強化されている。

「キサマぁぁぁッ！」

　余よ裕ゆうを無くしたホールトンが、頭上に杭くいに似た凶きよう器きを複数作り出した。一いつ斉せいに射出されたそれらは短たん剣けんひとつでは防ぎきれず、アスヤの装そう甲こうも容易たやすく貫つらぬく勢いで降り注ぐ。

「みっつ！」

　激はげしい炸さく裂れつ音おんと粉ふん塵じんがエルの姿とアスヤの声を吞のみ込こむが、エルはすぐに姿を現した。手にしていた短たん剣けんは消え、代わりに先日の穿獣ボルグとの戦いで見せた薄うすい追つい加か装そう甲こうがその身を隙すき間まなく包んでいる。

　引き寄せた薙刀なぎなたを担かつぎ、鎧よろい騎き士しはまっすぐ前に歩き続ける。

「……じ、自分が何をしているのかわかっているのか!?」

「もちろんだ！　──よっつ！」

「愚おろかな……がはっ!?」

　アスヤが迷いなく応こたえると、エルの手から薙刀なぎなたが消えた。彼かの女じよはすぐさま拳こぶしを握にぎり締しめ、立ちはだかった分ぶ厚あつい霧きりの壁かべをものともせずに渾こん身しんの一打をホールトンの顔に叩たたきつける。

　エルの細ほそ腕うでで殴なぐられ、赤ひげの巨きよ漢かんは床ゆかを離はなれて背中から石柱にぶつかった。先の攻こう防ぼうで傷だらけになっていた石柱が轟ごう音おんを響ひびかせて崩くずれ折おれる。

「…………すごい」

　ホールトン以上に啞あ然ぜんとして、エルは胸に手を置く。拳こぶしと、細くつながっているアスヤから伝わるのは轟ごう々ごうと猛たける烈れつ火かの如ごとき力。しかしそれはとても儚はかなく、みるみるうちに萎しぼんでいく。そして痕あとに残るのは途と方ほうもない喪そう失しつ感かんだ。

「大だい丈じよう夫ぶ……なの？」

「ん。あぁなんともない。というか、はは、すこぶるハイだ。今ならなんでもできる気がする」

　その言葉がウソでないことがわかる。だからこそ、エルは胸が苦しくなる。

　パキリ、と全身の追つい加か装そう甲こうが剝はく離りする。無数の欠片かけらは床ゆかに落ちる前に灰のように崩くずれ、アスヤは元の鎧よろいに戻もどる。形も、力も。

「正気とは、思えんぞ……」

　ガラリと燐素リユオの義手で瓦が礫れきを押おし退のけて、ホールトンが立ち上がる。赤あか髪がみは乱れ、唇くちびるからはひとすじの血が垂れているものの、目に見えるダメージはその程度だ。

　ただし、明らかに動どう揺ようしている。

「君は、自分自身を喰くっているんだぞ」

「そんなの、わかってやってるに決まってるだろ」

　ホールトンの片かた腕うでを喰くった直後、アスヤの力は爆ばく発はつ的てきに高まった。つまり特異な存在であるレムレイスは彼かれにとって起き爆ばく剤ざいなのだ。

「おあつらえ向きに五つも欠片かけらがあるからな。喰くいやすくて助かった」

　人間化はしない。この世界とは根本から異なるレムレイスの身体からだには燐素リユオがないからだ。

　だからアスヤは鎧よろいのまま戦える。エルを守りながら、エルとともに力を振ふるえる。

　それが、アスヤが選んだ答えである。

「自じ喰しよく行こう為いだぞ……！　たとえその鎧よろいが仮かり初そめの身体からだでも、宿る精神は君自身のものだ！　それを喰くい潰つぶして……元の世界に帰れたとしても、欠けた精神でまともに生きられると思うのか!?」

「そんなの知るか。関係ないね」

「本当に、こんなふざけた世界で朽くちることを選んだのか……っ！」

「だから知らないっての。それに、だとしても、こうして『人ひと喰くい』のバケモノは退治できる」

「く、はは……理解できん」

「俺おれにはお前のほうがわからないな」

　二人ふたりのやり取りにエルは口を挟はさめない。文字どおり、アスヤは自分を糧かてにしている。武器を喰くうたびに身を抉えぐる負担が刻まれているはずで、今は急増する力に誘ゆう発はつされる高こう揚よう感かんで一時的に誤ご魔ま化かしているだけだ。

　それでも、やめてほしいとは言えない。アスヤの覚かく悟ごはすでに直接伝わっている。他ほかにホールトンを倒たおす手段がないこともわかっている。だから、せめて。

（──信じるから。何があっても、アスヤはアスヤだって。絶対に、もう二度と、レムレイスの本能なんかに負けたりしないって）

（あぁ、約束する。今度こそ必ず守り通してやる）

　手のひらを、包む革かわ衣ころもを意い識しきして握にぎり締しめる。アスヤと指を絡からめて並び立つような安心感がエルの胸むねの奥おくに拡ひろがり、アスヤも同じものを感じていると伝わってくる。

「そうだ、最後に訊きいとく。他ほかのレムレイスの居場所を知ってるなら教えてくれ」

「……ハッ、君の無む謀ぼうな選せん択たくには驚おどろいたが、それで勝った気でいるのか？　ふざけるな。思い上がるなっ。調ちよう子しに乗るな！　残る自じ喰しよくはあと一度だ。オレの統燐令デリズマは燐素リユオがある限り尽つきることはない。あとたった一いち撃げきでどうにかなると思うのか？」

「そうだな。その異能はすごいよ。燐素リユオがある限りは、な。──五つめだ」

　反はん論ろんすることなく、アスヤは引き寄せた長ちよう剣けんを『存そん在ざい喰くい』で咀そ嚼しやくする。

　ドグンッ、と五度目の脈動がアスヤの中で生まれ、次の瞬しゆん間かん。

　何も起きなかった。

　目に見える現象は、何も。

「……？」

　見守っていたフィリオがきょろきょろとあたりを見回す。さすがに錬燐術レリオン使づかいの最さい高こう峰ほうだけあって、変化に気づいたらしい。

　一いつ拍ぱく遅おくれて、周囲から獣けものの唸うなり声ごえと複数の気け配はいが生じた。その出で処どころは壁かべに沿って並ぶ多数の牢ろう──何があってもピクリとも動かなかった、統燐令デリズマによって固定されていた穿獣ボルグたち。

「な……に？」

　勝かち誇ほこっていたホールトンの顔色が変わる。燐素リユオで作られた義手は音もなく霧む散さんしていた。だけでなく、傷口からボタボタと血が流れ出している。統燐令デリズマで塞ふさいでいたはずなのに。

　同時に、アスヤがエルの前で膝ひざをつく。人の姿は取とり込こんだ燐素リユオが許容量を超こえた結果だ。

　つまり、彼かれが今したことは。

「……燐素リユオが、ない？」

　ポツリとフィリオが呟つぶやく。エルが察し、ホールトンが言葉を失う。

　地下空間を満たす空気に含ふくまれていた燐素リユオは、完全に枯こ渇かつしていた。アスヤによって、あの一いつ瞬しゆんで。

　支配するべき燐素リユオがなければ、統燐令デリズマは使えない。意味を成さない。

「な……んて、ことを……ぉっ！」

　言うまでもなく、無む燐素リユオ状態はそう長くは続かない。エルとフィリオ、それに牢ろう内ないの穿獣ボルグからも燐素リユオは常に生成されているし、フィリオの聖せい剣けんには膨ぼう大だいな燐素リユオを有する精せい霊れいが宿っている。放ほうっておいてもいずれ統燐令デリズマが使えるだけの燐素リユオは戻もどる。

　だが、それよりもはるかに早くホールトンが蹲うずくまった。苦く悶もんの表情を浮うかべ、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの身体からだを折り曲げて震ふるえ始はじめる。

「ご……ぁ、ぐ……は…………──ぎっ」

「な、何？」

「──まぁ、やっぱりそうなるよな」

　外がい套とうを羽は織おるエルの隣となりで、アスヤは額ひたいの汗あせを拭ぬぐう。最後の自じ喰しよく行こう為いでアスヤは『燐素リユオ喰くい』の範はん囲いを拡大した。いつもは身体からだに触ふれるか否いなかの燐素リユオだけだったが、今回はこの地下空間をまるごと覆おおうほどにまで拡ひろげて燐素リユオを喰くったのだ。何度も放たれたフィリオの錬燐術レリオンを始めとした攻こう防ぼうで空間内の燐素リユオ濃のう度どはかなり高まっていて、喰くい尽つくしたものの内に生じた熱ねつはこれまでにないほど濃こい。

「…………ふ、ぅ」

「アスヤ？」

「いや、さすがに喰くいすぎたな、と。満腹だ」

「…………」

「そんな顔するなよ。心配しすぎだ」

　苦く笑しようしてエルの不安を払ふつ拭しよくする。実際、見た目でアスヤに変化はなく、痛みもない。

　ただ、五度に及およぶ自じ喰しよくで自身の中身はごっそりと消えている。ホールトンの気け配はいによる息苦しさのほうが何倍もマシだが、これは自らが覚かく悟ごして選んだ結果だ。

（まぁ、そのうち慣なれる）

　耐たえている表情を悟さとられないように、アスヤは蹲うずくまって呻うめき続つづけるホールトンに近づく。彼かれの足元は、傷口から流れ続ける血で赤に染まっていた。

　アスヤはただこの空間から一時的に燐素リユオを無くしただけ。しかしそれがホールトンにとって致ち命めい的てきな一いち撃げきになった。彼かれ自じ身しんが語って聞かせたことだ。レムレイスは魂たましいを取とり込こみ、燐素リユオを得ることでこの世界の修正力による『変質』から逃のがれられる、と。

　そしてアスヤは身をもって知っている。燐素リユオはその大半が血液中に含ふくまれていて、急きよう激げきな失血で燐素リユオも一気に失われることを。

　アスヤの場合はそれで鎧よろいに変わる。鎧よろいはこの世界のものなので、修正力の影えい響きようは受けない。

　では、身体からだごとこの世界に渡わたってきたレムレイスが燐素リユオを失えばどうなるか。

「ぅぼぉ……ぉあああああぁぁぁひぃぃぃぃぉおおおぉぉごあっ！」

　突とつ如じよ、ボコボコボコ、と身を屈かがめていたホールトンのシルエットが大きく崩くずれる。背中や腕うでのあちこちが不規則に盛り上がったかと思うと、服を裂さいて硬こう質しつな物体が突つき出だした。

「き、金属？」

「……これが『変質』か」

　異物を強制的にこの世界のものに変えてしまう現象。ホールトンの全身の肉がふくれ、弾はじけて血を散らしたかと思うと内側から無む機き物ぶつ混じりの肉にく塊かいが迫せり出だしてくる。まとまりなどなく、辻つじ褄つまもなく、出で鱈たら目めにはめ込こまれた立体パズルのように彼かれの身体からだは壊こわれていく。

「お……の、れ」

　それでも、まだ生きていた。

　体液を撒まきながら、生じた金きん属ぞく片へんを落としながら、かろうじて表情が読み取れる顔を憎ぞう悪おに染めて、這はいずりながら向かってくる。

「こんな、ところで、この、オレが……死んで、たまるか……ぁっ！　かなら、ず、元の世界、に……！　娘むすめの、とこ、ろにぃぃぃっ！」

「……それは本当に、悪かった。好きなだけ恨うらんでくれ」

　崩くずれゆくホールトンの動きはとても緩かん慢まんだった。裂さけた肉から砂混じりのどす黒い血がドロドロと溢あふれ出だし、その顔はこれまでの年月を物語らんばかりに一気に老ふけ込こんでいく。

「…………わか、ったぞ」

　掠かすれた声で、ホールトンはアスヤを見る。片方が溶とけ落おち白はく濁だくした眼めに生気はない。

「君は、狂くるっている。レムレイスでありながら、レムレイスを否定し……レムレイスの力で、他ほかのレムレイスだけでなく、自分自身をも喰くい滅ほろぼす、ぞ」

　ひ、ひ、ひ、と繰くり返かえされる呼吸音が笑い声だと、アスヤは気づいた。

　最さい期ごの最後で、ホールトンはアスヤを嘲あざけっている。

「これは、予言だ。覚かく悟ごするが、いい。怯おびえるがいい。君も、いずれ、こうなる。オレと同じように、この世界を憎にくみ、人間を糧かてとして、無ぶ様ざまに生き長らえ……そして、『変質』して、死ぬ。所しよ詮せん、君はオレと同じ、側なのだから」

「だとしても、後こう悔かいはしない。今のこれが、俺おれが決めた答えだ」

「ひ、ひ、せいぜい、あがけ。もがいて……死」

　言い終わる前に、アスヤを押おし退のけて割わり込こんだ影かげがホールトンの喉のど元もとに刃やいばを突つき立たてる。

　エルだった。

　唇くちびるを固く閉じた彼かの女じよを、アスヤは驚おどろきで見つめる。

「…………アスヤは、違ちがうわ。そんなことには絶対ならない。──わたしが、させない」

　鉈なた剣けんを引ひき抜ぬくと、息絶えたホールトンはゆらりと揺ゆれて背中から倒たおれた。途と端たんに全身のあちこちが無む機き物ぶつへと『変質』していき、脆もろくボロボロと崩くずれ落おちる。

　砂と灰だけとなった無残な骸むくろの中で、唯ゆい一いつ残ったのは拳けん銃じゆうだった。

「は──ぁ」

「おっと」

　ふらついたエルの身体からだをアスヤが支える。鉈なた剣けんを握にぎる彼かの女じよの手は小刻みに震ふるえていた。彼かの女じよは今、初めて自らの手で命を奪うばったのだ。それが死ぬ寸前のバケモノだったとしても、その行こう為いは紛まぎれもなく彼かの女じよの戦う意志の形だ。

「無理するなよ」

「あなたに、言われたくない……」

　手を握にぎり、震ふるえが治まるまでにはしばらくかかった。どちらともなく大きく息をつき、互たがいに気づいて視し線せんが重なる。

「…………」

　何を話せばいいのか迷う。きっと相手もそうだろう。今日きよう一日であまりにたくさんのことがわかり、起こった。まだ少しも整せい理りできていない。

　だからひとまずこの場を区切る言葉を探そうとして、

「で、いつまでくっついてるの？　もしかしてそのまま子どもつくるの？」

　トゲのある声に振ふり返かえると、フィリオにじぃっと見つめられていた。かと思いきやいきなりエルに突つき飛とばされる。彼かの女じよはすごい勢いで背を向けて、外がい套とうで全身をすっぽり隠かくした。長い金きん髪ぱつから覗のぞく耳が真まっ赤かに染まっている。

　それでアスヤは再び気づく。

　今の自分は、何も身に着けていないことに。

　その格好のまま、エルと身を寄せ合っていたことに。

「するならあたしもまざっていい？　それをいれるんだよね？」

「な……っ」

　フィリオにマジマジと見られて指さされた股こ間かんを、慌あわてて手で隠かくす。

「きにしないよ？」

「きにしてくれ！」

『にょほほ。やっちゃえやっちゃえ、ですぞ』

（だからお前は黙だまってろ！　……あああああ、ちくしょうなんてこった！）

　愕がく然ぜんと、アスヤは天てん井じようを仰あおぐ。

　身体からだの奥おくの熱ねつはまだまだ残っている。しかし鎧よろいに戻もどるのに、そう時間はかからないだろう。




　　　　　　　　　　◇




　前まえ触ぶれもなく、窓が開く。

　アスヤがそれに気づきつつ何も言わなかったのは、これを予期していたからだ。

「はいはーい。おじゃましまーす」

　宿屋の三階にもかかわらず彼かの女じよは平然と窓から入ってくると、眠ねむっているエルに一応の配はい慮りよとしてか、小声でそう言ってから窓まど枠わくに腰こしかけて、スカートの短さを気にせず脚あしを組んだ。

「お疲つかれ様さまですー。いやー、大だい活かつ躍やくでしたねぇ、ふふ」

「うるせぇよ」

「やだこわーい」
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　そっけない返答にも上じよう機き嫌げんで、メイドはイスに置かれた胸きよう甲こうに笑えみを向けてくる。

「…………お前も、レムレイスか」

「ぴんぽーん。正解でーす。よくできましたー」

「ふざけやがって。全然わからなかったぞ」

「そりゃもちろん、気をつけてましたから。でもでも最後にバレちゃいましたね。レムレイスとしてきちんと覚かく醒せいして、感知精度が上がったからですかねー」

　地下階段を上がって領りよう主しゆ邸ていに戻もどってきた直後。アスヤは屋や敷しきの中にもうひとつ、自分と同じ存在の気け配はいを感じ取っていた。

「謁えつ見けんのとき、ホールトンがいなくても違い和わ感かんがあったんだよな……」

「あのときにはもうだいぶ力が戻もどってましたよね。領主さんをぶん殴なぐったのは最高でしたよ」

　エルたちに伝えなかったのは、二人ふたりとも疲つかれ果はてていたことと、その気け配はいからまったく敵意を感じなかったからだ。

「ホールトンが管理してた地下の穿獣ボルグを外に出したのは、お前だな」

「はいそうです」

「ホールトンに黙だまって、エルとフィリオを謁えつ見けんに呼び出したのも、お前だな」

「はぁい、そうです」

「隠かくし扉とびらを開けっ放しにしたのも、お前だな」

「もちろんそうですよ」

「なんのために」

「あなたに、すべて思い出してほしかったんです。上手うまくいきませんでしたけどね、あはは」

　メイドはにこやかに、けれどどこか寂さびしげに、微笑ほほえむ。

「お前は、俺おれを知ってるのか」

「──はい、よぉく、知ってます」

　茶ちや髪ぱつを指に巻きつけながら、メイドは深く頷うなずく。

「『他世界は観かん測そくされた。なら次は調ちよう査さだろ。実のところ準備はもうできてるからな』」

「なに？」

「聞き覚えないですか？」

「…………ない」

　誰だれの、何に対する言葉なのかもさっぱりだ。

　するとメイドは残念そうにため息をつき、窓まど枠わくから降りてアスヤに歩み寄る。

「見てました。あなたは、これまでよりも、これからのあなたを選んだんですね」

「あぁ」

「決め手はおっぱいですか？」

「帰れ」

「私だって、それなりだと思うんですけど」

「何しに来たんだお前は！　……っと」

　目の前で自分の胸を揉もんで見せるメイドに、つい声が大きくなった。ベッドの上でエルが寝ね返がえりを打ち、互たがいに息を潜ひそめる。

「考えてみれば俺おれは黙だまらなくてもいいよな。お前は侵しん入にゆう者しやだし」

「またそうやっていじわるばっかり言う。……変わらないですね。安心しました」

　少しだけ満足気に、メイドは胸きよう甲こうを両手でそっと持ち上げる。

「おいやめろ」

「特別に、大ヒントあげます」

　苦情をスルーして、彼かの女じよはアスヤを裏返すと聞き取れるかどうかの小さな声で囁ささやく。

「私の名前は、シノノメ・リン」

「──なに？」

「よぉく、覚えておいてくださいね。……ちゅっ」

「!?」

　胸きよう甲こうの裏に柔やわらかく瑞みず々みずしい感かん触しよくが触ふれて、アスヤがそれに驚おどろいているうちにメイドはもう窓から身を乗り出していた。

「ではでは、今日きようはこのへんで。次はもっとゆっくりお話ししましょ。センパイ♪」

　手を振ふって、朗ほがらかな笑え顔がおで、メイドが落ちる。あっというまに気け配はいが遠ざかっていく。

　開けっ放しの窓が、夜風に押おされてキィと音を立てて。

「…………開けたら閉めろ、ボケ」

　アスヤは一人ひとり、悪態をつく。




　　　　　　　　　　◇




「大だい丈じよう夫ぶかしら」

　いつもどおりの朝を迎むかえたルッケルンの街中で、長い金きん色いろの髪かみをフードに収めたエルは中央にそびえる黒くろ塗ぬりの屋や敷しきを眺ながめていた。

　彼かの女じよのそばには二頭引きの馬車が三台。ルッケルンを発たって王都方面へと向かう定期便だ。

　今のところ、昨夜の出来事に関して大きな騒さわぎは起きていない。きっと屋や敷しきの中では残された文官たちが大おお慌あわてで動き回っていることだろう。

　もっとも有能な文官ホールトンの失しつ踪そう。だけでなく地下からは多数の穿獣ボルグの亡なき骸がらと、数えきれないほどの人骨。

　このことが人々に伝えられるには、まだかなりの時間を必要とするはずだ。

「なんとかなるだろ」

　エルの胸の上で、アスヤは小さく応じる。他ほかの乗客もいるのでおおっぴらには話せない。

　ホールトンの正体を説明しても信じてもらえるとは思えない。むしろエルやフィリオが犯人にされかねないし、もしかしたらすでにそういう流れになっているかもしれない。

「それより、身体からだのほうはなんともないんだよな」

「もうそれ何度目？　自分でも不ふ思し議ぎなくらい元気よ」

　貫つらぬかれた脇わき腹ばらにはおかしな痣あざができてしまったが、エルは一度死にかけたとは思えないほど元気だ。現に胸きよう甲こうの裏から感じる脈みやく拍はくや呼吸音には一いつ切さいの乱れはない。

「ならいいんだ」

「どうしたの、今朝けさから心配されすぎて気持ち悪いんだけど」

　苦く笑しようする彼かの女じよは、気づいているのだろうか。

　アスヤを見下ろすエルの瞳ひとみは、鮮あざやかな真しん紅く。昨日きのうまでは碧へき眼がんだった。正しくは、蘇そ生せいする前までは。

「死にそうだったんだ。心配して何が悪い」

　これによく似た眼めをアスヤは知っている。何度も戦った、捻ねじれたツノを持つ異い形ぎようの怪かい物ぶつ。

　エルの身体からだは健康だ。精神にも、変化はない。

　ない──はずだ。

「アスヤこそ、いろいろあったし無む茶ちやもして、本当になんともないの？」

「お前もそればっかりだな」

「だって……わからないことだらけなんだもん」

　目ま蓋ぶたを伏ふせたエルの吐と息いきが胸きよう甲こうを撫なでる。その表情に、アスヤは頭の中にわだかまっていた懸け念ねんを拭ぬぐい去さる。

「昨日きのうも言っただろ。もう俺おれが万ばん全ぜんになることはない。自分で喰くっちまったからな。レムレイスとして弱体化したってことは、世界の修正力とやらの影えい響きようも小さくなる。俺おれは俺おれのままだ」

　そう言って、誤ご魔ま化かす。レムレイスとして弱体化していようがいまいが、アスヤがこの世界にとって異物であることに変わりはない。修正力が弱まるはずもなく、むしろアスヤが不安定になっただけだ。

　人の姿から鎧よろいに変わるとき、わずかなあいだ意い識しきが奈な落らくに落ちていく感覚がある。

　あの瞬しゆん間かん、アスヤの中の燐素リユオは尽つきているはずで。

　影えい響きようは受けているはずで。

　いずれはアスヤも、ホールトンの予言どおり壊こわれて狂くるうときが来るのかもしれない。

（ま、そんなつもりは毛頭ないけどな）

「でもよかったの？　アスヤがその、本当に他ほかの世界？　から来たなら、いつか元の場所に」

「くどい」

「ふぁん!?」

　ぐい、と胸を締しめつけられたエルが変な声を漏もらす。周囲の視し線せんが集まって、彼かの女じよは慌あわててフードを目ま深ぶかに被かぶって肩かたを丸める。

「ななな、何するのよヘンタイっ。えっちな鎧よろい！　略してエロイ！」

「……何度も同じこと訊きいてくるからだろ」

　昨日きのうの戦い以降、アスヤは鎧よろいである自身のサイズをある程度調ちよう節せつできるようになっていた。これもレムレイスとして目覚めたからだろうが、多用は避さけようと心に決める。なぜなら締しめつけたときの内側からの反発が、思っていた以上に柔やわらかくてあたたかくて。

（いやでもごく稀まれには……いやいや）

　軽く咳せき払ばらいして、不純な思考を切きり離はなす。

「俺おれは俺おれだ。今の俺おれのまま納なつ得とくできる着地点を見つける。お前の旅に付き合いながらな」

「……ありがと」

　エルの旅の当面の目標は、ラクティアマスに『呪のろい』をかけたレムレイスを見つけ出すこと。名前はイグジスト。まだそれしかわかっていないが、大きな前進である。

　それに手がかりが皆かい無むなわけではない。今回のことでレムレイス同士は互たがいを察知できるとわかった。アスヤがいれば他ほかのレムレイスを探せるし、逆にアスヤへの接せつ触しよくもありえる。

　だからできるだけ足を広げて、あちこちを訪おとずれるのがいちばんの近道だ。

「せいぜい使つかい潰つぶされないように踏ふん張ばるとするか」

「あれはその、言葉の綾あやだし……そのくらいの覚かく悟ごだから、アスヤも真ま面じ目めにねって意味で」

「うわ、かっこ悪」

「な、何よ、もう！」

　そうこうしているうちに、馬車が出る時刻になった。次々と乗のり込こむ客たちの最さい後こう尾びで、エルはもう一度振ふり返かえる。

「会えなかったわね」

「俺おれらと違ちがって、あいつは何も言わずにいなくなるわけにはいかないからな。領りよう主しゆ邸ていの地下にいた大量の穿獣ボルグを全ぜん滅めつさせたんだし。大だい丈じよう夫ぶだとは言ってたから、先に王都に向かおう」

　銀ぎん髪ぱつ金きん眼がんの少女のことを思いながら、エルは馬車に足を乗せて、

「はいちょっとまったー！」

　ガラガラガラガラッ、とすごい勢いで迫せまってきた別の馬車が隣となりで急停止する。その窓から半身を乗り出しているのは、今話していた少女の姿。

「あなたはこっち。あたしといっしょね」

「え、ちょっと、あの」

　国内最高の錬燐術レリオン師しは満面の笑え顔がおで、エルを強ごう引いんに自分の馬車に引ひきずり込こむ。

「はいしゅっぱーつ」

　目を丸くする他ほかの客たちを尻しり目めに、馬車はすぐに動き出して大きな外そと門もんをくぐり出た。造りがいいのか揺ゆれはほとんどなく、内装もしっかりしている。

「まにあってよかった。まあおくれてもとちゅうでおいつくつもりだったけど」

　あははと笑う少女の隣となりには、平たく大きな尾おを持つげっ歯し類るいのぬいぐるみが鎮ちん座ざしている。

「……どうしたんだこの馬車。領主の屋や敷しきにあったやつだよな」

　戸と惑まどいながら席に座すわって外がい套とうを脱ぬいだエルに代わり、アスヤが尋たずねる。すると少女はなんでもないことのように、あっさりと答えた。

「買ったよ。ドタバタしてたから、おかねだしたらいいよって」

「……金銭感覚おかしいぞフィリオ」

「そっかな？　いいかいものだとおもうよ。これなら王都までアスヤといっしょだもん」

　閉口するアスヤを、向かいに座すわったフィリオがツンツンとつついてくる。と、少女は微び妙みような顔をしているエルを見て呟つぶやいた。

「んー。あなたはおいてきたほうがよかったかも」

「なんでですか」

「ふたりきりだったら、王都までのあいだに子どもつくれたかもしれないし」

「──っ!?　や、やめましょうそういうの！」

「あ、でもアスヤがいいなら、あなたがいっしょでもあたしはべつに」

「よくねぇよ」

　鎧よろいなのに頭痛を堪こらえていると、その痛みを助長するような声まで聞こえてくる。

『にょほほ。いいですぞ、楽しいですぞ。見てて飽あきないですぞー』

（次に人間化したら埋うめるから覚かく悟ごしとけ）

「そんなわけだから、たのしも。アスヤ」

　えへへ、と微笑ほほえむフィリオには、とても怒おこる気になれなくて。

「節度をもってくれな」

「せつど？」

「……エル、教えてやってくれ」

「さらりと難むずかしいこと押おしつけないでよ……」

　二人ふたりの少女とひとつの鎧よろい、おまけに一ひと振ふりの聖せい剣けんを乗せた馬車は広い街かい道どうを王都へ走る。

　騒さわがしくなりそうだと、アスヤは声に出さずに嘆たん息そくする。

　けれど──嫌いやではない。苦ではない。

　むしろ楽しさを、明るい期待を感じている己おのれを自覚する。

（そうだ。これが俺おれの選んだ道だ）

　正体がなんであれ、素す性じようがなんであれ、今の自分が決めたことだ。

　ならばこそ、自信をもて。誇ほこりをもて。

　この現在いまを全力で謳おう歌かする。この先に苦く難なんや後こう悔かいがあるとしても、さらに続く未来を紡つむぐ。

　それが生きるということだと、アスヤは強く心に刻む。

「さてと、それじゃあアスヤ」

「──ん？」

　そわそわした様よう子すでフィリオがぬいぐるみを抱だいていた。嫌いやな予感しかしない。

「さっそくだけど、ひとのすがたになってほしいな」

「おい」

「だいじょうぶ。ぜんりょくでうったりしないから。ヅィム・ボルン・ゲーフ──」

「だ、ダメですってば！」

　詠えい唱しようを始めた少女の口をエルが慌あわてて手で塞ふさぐ。その拍ひよう子しに二人ふたり揃そろって席から転げ落ち、立派な馬車は大きく揺ゆれ傾かたむいた。







　　　あとがき




　お久しぶりです、猪い野の志し士しです。

　というか、ほとんどはじめましてのようなものですね。

　何はともあれ、このたびこうして私にとってふたつ目の作品を世に出すことができました。

　三年ぶり──長いようで短かったように思えるのは日々の中身のなさ故ゆえか。光こう陰いん矢やの如ごとしとはまさにこのこと。

　とはいえいろいろ変わったこともあります。引ひっ越こしましたし、大雨で車がおしゃかになりましたし。全部この一年内の出来事ですけど。私の不注意ですまぬマイカー。




　ちなみに前作を書き上げるずっと前から、私は筆名を「猪い野の志し士し」と決めていました。

　理由は安あん直ちよくなので省はぶきますが、自分ではとても気に入っている筆名です。けれどまぁ、平へい凡ぼんで地味な名前だなぁと思っていました。今でも思っています。

　ところが他ほかの作家先生方とお会いしたとき、数名の方々からこんなお言葉をいただきました。

「変わったお名前ですね！」

　衝しよう撃げきを受けました。いや、そんな大げさではないのですが、目めから鱗うろこといいますか。

　そういえば執しつ筆ぴつ中ちゆう、担当さんから「筆名はこのままで良いいんですか？」と念を押おすように尋たずねられたような。

　もしかして私、微び妙みように感性ズレてる？　と自問したり。

　イヤだったわけではないです。むしろ嬉うれしかったです。多少なりとも話のネタになりますし。

　なので逆に他ほかの先生方の筆名の由ゆ来らいがとても気になっているのですが、いきなり尋たずねるのも失礼にあたるかと思い、勝手に想像して楽しんでたりもします。

　こうして身の回りのいろいろな物事から想像＆妄もう想そうしていくことで、また新たな物語のとっかかりが摑つかめれば良いいなぁ、みたいな。




　お世話になりました皆みな様さまにお礼を。

　担当編へん集しゆうの黒くろ崎さき様、何度も何度も根気強くご指し導どういただきありがとうございます。イラストを担当してくださった吉よし武たけ様、エルやフィリオが魅み力りよく的てきでかわいくて感動しています。ラフを拝はい見けんしたときのテンションは忘れられません。ありがとうございます。

　そして本書を手に取ってくださった皆みな様さま、本当にありがとうございます。鎧よろいが主人公のこの物語、楽しんでいただけたら幸いです。

　それでは、近いうちにまたお会いできますよう、精しよう進じんいたします。





二〇一六年　とある日のこと　　　猪い野の志し士し









[image: ]







猪い野の志し士し

出身＆在住・茨城県。趣味は献血。基本的に[image: ]ml全血。献血ルームの職員さんとお話しするのがひそかな楽しみ。画像は我が家の愛犬その１。その２ともども旅立ってしまいましたが、頭の良い愛いヤツでした。
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イラスト／吉よし武たけ

イラストレーター。

東京都出身の埼玉県在住。

趣味は映画鑑賞で中世モノを好む。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。










[image: ]









[image: ]電撃文庫





気きづけば鎧よろいになって異い世せ界かいライフ








猪い野の志し士し





発　行　　　　2017年1月6日





発行者　　　　塚田正晃

発行所　　　　株式会社KADOKAWA

　　　　　　　〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

　　　　　　　03-3238-8745（営業）

　　　　　　　http://www.kadokawa.co.jp/


プロデュース　アスキー・メディアワークス

　　　　　　　〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

　　　　　　　03-5216-8399（編集）

　　　　　　　http://dengekibunko.jp/





本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社KADOKAWAおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





(C)2016 SHISHI INO





※2016年12月10日発行の電撃文庫『気づけば鎧になって異世界ライフ』初版に基づき制作









[image: ]




item/image/gaiji-twid-400.png





item/image/cover.jpg
e}

° XVOFF






item/image/p116.jpg





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/kuchie-003-005.jpg
SR

Y ﬁm—ﬁwousm_uﬁJom_._.E-
Aml.n.\.%.m_._ﬁmrvnsﬂb_b
K ERHVEORI9I VU

SokN

FRPEREICBIUHNGY

R EHCHE L FO0E’

e Voo |l

ISR HANIWNR UHUHURRHIR T\
>






item/image/cover-h4.jpg





item/image/p073.jpg
RS

L & WESI)O/N






item/image/p101.jpg
-,

i L | 4 X

X1 =
2 . 4






item/image/dengekibunko-club.jpg
'IIEE

BExE |[EEEd http://dengekibunko.jp/






item/image/p022.jpg





item/image/p269.jpg
MK

R & 1) RIS HWRW






item/image/p228.jpg





item/image/logo-dengeki.png





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		第一章　鎧デビュー



		第二章　鎧的なすごしかた



		第三章　悩む鎧、歪む鎧



		第四章　鎧であるということ



		第五章　これが鎧の生きる道



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p011.jpg
% — #E ‘ M_mo_—le —l— f— KIDUKEBA YOROI






item/image/p139.jpg
BRI & = OIH K4






item/image/kuchie-001.jpg





item/image/photo.jpg





item/image/p201.jpg
REHIN & FTEeVSOI)V






item/image/p044.jpg





item/image/p286.jpg





item/image/gaiji-cid13803.png





item/image/kuchie-002.jpg
KIDUKEBA
NI NATTE

CONTENTS

A TEE

EWET I ULAK
WEE, TO®
BTHBENS L
ZhDEDEE B

COVER DESIGN
5GAS DESIGN STUDIO





item/image/p169.jpg





item/image/kuchie-006-008.jpg





item/image/p009.jpg





item/image/p207.jpg





